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　それは、〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉に遺のこされた記憶の欠片かけら。

　聖女と崇あがめられ、世界を救った少女の最期──




「マス……ター……？」

「そんな顔を……しないで……エスト」

　幾多の苦難、幾多の試練を越え、血に塗まみれた戦場に無数の屍しかばねの山を築き──

　ついに〈魔王〉を滅ぼした少女の肉体が、精霊鉱石の結晶へと変化してゆく。

　少女の目に、驚きはなかった。

　彼女は知っていたのだ。

　聖女としての使命を果たしたあとに待ち受ける、その運命を。

　最強の聖剣は、契約者に非業の死をもたらす、魔剣でもあることを。

　少女は、ただ静かに、すべてを受け入れるように微笑ほほえんだ。

「……あなたの、せい……では、ないわ……」

〈魔王〉の返り血に染まる細い指先が、白銀の髪を優しく撫なでる。

　だが、その指先も、すぐに硬質な精霊鉱石に変化して──

「さようなら、エスト……私の、たった一人のお友達……」

「……だめ、です……マスター……アレイシア！」

「……ふふ……初めて、名前を呼んでくれた、ね……嬉うれし……い……」

　あふれ出した涙の雫しずくが頬ほおを伝い、すでに結晶化した首筋に落ちかかる。

　それは、少女が〈聖女〉の運命さだめを背負ったあの日以来、初めて流した涙だった。

「エスト……わ、たし……わたし、ね──」

　泣き笑いのような表情で、少女は唇を動かして、

「──本当は、聖女になんてなりたくなかった」

　それが、〈救世の聖女セイクリツド・クイーン〉と呼ばれた少女の最期の言葉。

　たった一人の親友に吐露した、心の叫びだった。




　──そして、〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉は、自身の存在を封印した。

　もう二度と、呪われし魔剣と契約する者が現れないように。

　もう二度と、大切な人を失わないように。

　もう二度と、誰にも心を開くことはない。

　そう、固く誓って──
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「ん……うう、ん……」

　大きな天蓋付きのベッドの上で、カミトは苦しそうに唸うなった。

　目を半開きにして、窓のほうに視線を向ける。

　夜は明けて、おぼろげな曙しよ光こうが街の城壁を照らしている。

　……眠りが浅かったのだろうか。ひさしぶりに夢を見た気がした。

　ただ、その印象は儚はかなく、なんの夢だったのかはいまひとつ曖昧だ──

（……剣と……女の子か……なんだか、妙に悲しい夢だった気がするな……）

　胸中で独りごちつつ、たっぷりとかいた寝汗を清潔な布で拭く。

　それから、ゆっくりと半身を起こし、寝間着がわりのシャツを脱ぎ捨てた。

　シェーラ・カーンの解き放った〈戦略級軍用精霊リヴアイアサン〉との決戦より、三日目。カミトたちの逗とう留りゆうする要塞都市〈モルデス〉では、寝苦しい夜が続いていた。

　この地には、水の精霊がほとんどいないため、夜でもひどく暑い。

　枕元には一応、リンスレットに借りた、冷気を放つ〈精霊鉱石〉を置いていたのだが、封じられた氷精霊は、砂漠の暑さに耐えかね、とっくに逃げ出してしまったようだ。

　軽くため息をつくと、カミトは空っぽになった〈精霊鉱石〉を袋に放ほうった。

　新しいシャツに着替え、ふたたびベッドに身を投げる。

（昔は、どんなひどい環境だって眠れたもんだが──）

　暗殺技能者として〈教導院〉に飼われていた頃は、湿った洞窟だろうが、雨の降る森の中だろうが、気にせず眠れたはずだ。いつのまにか、アレイシア精霊学院での人間らしい生活に、身体が慣れてしまったらしい。

「……学院、か」

　天井を見上げたまま、ぽつりと呟つぶやく。

（……ずいぶん、遠くへ来ちまったもんだ）

　脳裏をよぎるのは、多くの時間を過ごした〈教導院〉時代の記憶ではなく──

　グレイワースに呼ばれ、学院に編入してからの、ここ数ヶ月間の出来事だった。

　洞窟で交わしたエストとの契約。〈チーム・スカーレット〉の仲間と勝ち取った、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の出場資格。〈浮遊島ラグナ・イース〉での、ミュアやレオノーラ、ネペンテス・ロアとの死闘。ルビアに明かされた〈精霊王〉暗殺計画──

（そう、俺たちは、〈異界の闇〉に汚染された〈精霊王〉を解放した──）

〈精霊剣舞祭〉を勝ち抜き、〈精霊王〉と謁見したカミトは、狂乱した〈火の精霊王〉の解放に成功したものの、その代償としてレスティアを失った。

　その後、元〈十二騎将ナンバーズ〉のルーリエ・リザルディアと〈聖国〉の枢すう機き卿きようミレニア・サンクトゥスによる学院襲撃事件、ローレンフロストでの戦いを経て、レスティアを取り戻すことはできたものの、今度はオルデシアでの皇位継承をめぐる陰謀に巻き込まれ、現在、帝国に追われる身というわけだ。

（冗談みたいな話だよな。たった数ヶ月で──）

　教室で講義を受けたり、学院都市で買い物をしていたあの頃が、妙に懐かしい。

　レイヴン教室のクラスメイトたちや、メイドのキャロル、担任のフレイヤ教師はどうしているだろう。それに、ドラクニアの渓谷で剣を交えたグレイワースは──

　と、妙に冴さえてしまった頭で、そんなことを考えていると、

　ベッドの中で、もぞもぞと何かの動く気配がした。

「……な!?」

　カミトが、あわててシーツをまくると──

「……おはようございます、カミト」

「エ、エスト!?」

　ベッドにうずくまるように座っていたのは、全裸ニーソの剣精霊だった。

　透き通った紫紺ヴイオレツトの瞳が、カミトをじーっと見つめている。

「……ど、どうしたんだ、急に？」

　カミトは赤面しつつ、エストの裸身から、あわてて目を逸そらす。

　エストが勝手にベッドに入ってくるのは、まあ、よくあることではあるのだが、最近ではカミトが注意していることもあり、その頻度は一週間に二回くらいに減っている。

　いつもなら、ちょっと叱って、剣の姿に戻ってもらうところだが──

「……」

「エスト？」

　いまのエストは、なんだか、いつもと様子が違うように見える。

　無表情にカミトを見つめる瞳の奥が、かすかに揺れているような気がしたのだ。

「なにか、あったのか？」

「夢を、見ました」

「夢？」

　カミトは怪け訝げんそうに訊きき返した。

「怖い夢か？」

「わかりません」

　エストは無表情に首を振った。

「昔の夢、です」

「……」

　──昔の夢。カミトと出会った後のことではないだろう。なにしろ、数千年の刻ときを生きる精霊だ。昔、という言葉の重みは、自分たち人間とは比較にもならない。

　だが、今のエストは本体と切り離され、記憶のほとんどを失った状態だ。もしかすると、失われた過去の記憶が、夢という形で蘇よみがえったのかもしれない──

「どんな夢だったんだ？」

「覚えていません。とても悲しい夢、でした」

「そうか……」

　なにか不安になるような夢を見て、思わず、ベッドに潜り込んできたのだろう。

　そういうことなら仕方ないか、と肩をすくめ、カミトはふと、あることに思いあたる。

（さっき、俺の見た夢……あれは──）

　右手に刻まれた〈精霊刻印〉に目を落とす。

　精霊使いは、稀まれに、契約精霊の記憶を共有することがある。さっきカミトが見た夢は、もしかすると、エストの〈本体〉の持つ記憶なのだろうか──

（……っ!?）

　頭の奥で、疼うずくような痛みが走る。おぼろげに何かのイメージが脳裏をよぎるが、やはり、あの夢の内容は思い出せない。ただ、悲しみに似た感情の残ざん滓しがあるだけだ。

「……カミト？」

　エストがカミトの顔を見上げ、指先を掴つかんでくる。

　カミトはその手をそっと握り返した。

「ここにいても、いいのですか？」

「……あ、ああ、けど、その……服は、ちゃんと着なきゃだめだぞ」

「はい、カミト」

　赤面しつつ言うカミトに、エストはこくっと頷うなずくと、精霊語の呪文を呟つぶやいた。

　次の瞬間、エストの裸身が光の粒子に包まれ──

「これでいいですか？」

　ぶかぶかのワイシャツを羽織った姿に変化する。

「……っ、な、なんでワイシャツなんだ!?」

　カミトは赤面しつつ、声を荒げてつっこんだ。サイズの合わないシャツに身を包んだ、半裸のニーソ精霊は、ある意味、裸よりもえっちだ。

「学院の制服で眠るわけにはいきません」

「まあ、それはそうだが……」

　よく見れば、カミトのワイシャツを参考に再構築したようだ。

　……サイズが合わないのも当然だった。

　しかし、この姿は──
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　まるで下着を穿はいていないように見えてしまう。

（……って、よく見たら、本当に穿いてなくないか!?）

　エストの丸みをおびたお尻にチラッと視線を向けると──

　……穿いていないように見える、ではなく、明らかに穿いていない。

「いやいや、ちゃんと下着も構築してくれ！」

　カミトがあわてて叫ぶと、

「──把握。構築します」

　エストの手に真っ白なパンツが出現する。

　紐ひもに指を引っかけ、しゅるしゅると穿こうとするエスト。

「やれやれ……」

　と、カミトが安あん堵どした、そのとき。

　外の通路を歩いてくる、硬い靴音が聞こえてきた。

　クレアたちの履いている学院指定のローファーではない。鉄板仕込みの軍靴──ルビア・エルステインの足音だ。

（──な、なんでルビアが!?）

　カミトは焦った。……今のこの状況を見られたら、いろいろ誤解されそうだ。

「エスト、剣だ！　剣の姿になってくれ！」

「……？　カミト、それではパンツが穿けません」

「パンツはもういいから！」

「パンツを脱いだほうがいいのですか？」

「い、いや、そうじゃなくてだな──」

　と、その瞬間。部屋のドアが勢いよく開き、

「レン・アッシュベル、緊急の軍議だ。至急、大広間へ……なっ!?」

　ルビア・エルステインは、ドアを開け放ったままの姿勢で固まった。

　……ベッドの上には、今まさにパンツを脱ごうとしている、裸ワイシャツの剣精霊と、彼女の肩を必死に掴つかむカミトの姿があった。





　　　　◇






　アルファス教国とクイナ帝国の国境にまたがる、広大な砂漠地帯。地脈が壊れ、精霊の力に見放されたこの大地は、精霊語で〈赤死の砂漠グル・ア・バル〉と呼ばれている。

　砂中には凶暴な魔獣が住み着き、日中は絶えず赤い砂嵐が吹き荒れている。そのため、強欲な教国の商人でさえ、クイナ帝国へ向かう際には、海沿いのルートで迂う回かいせざるを得ない。また逆に、クイナ帝国が未いまだ大陸中央への版図を広げることができずにいるのは、この〈赤死の砂漠グル・ア・バル〉の存在が、大きな障害となっているからであった。

　人間はおろか、精霊の存在さえも拒絶する、大陸最大の不毛地帯。

　その砂漠をさまよい歩く、二人の旅人の姿があった。

「おい、お姫様よ、本当にこんなところにあるんだろうな？　何日も歩き回って、こんな場所で野垂れ死ぬのはごめんだぜ」

「教団の伝承によれば、〈魔王の墳ふん墓ぼ〉は〈赤死の砂漠グル・ア・バル〉にあったとされています。真に資格在る者が訪れたとき、墳墓はその姿を顕あらわすと──」

　悪態をつく少年に、後ろを歩く少女が返答する。

　少女は顔をヴェールで覆っていた。周囲には風かぜ除よけの〈加護〉を纏まとっているものの、この激しい砂嵐の中では、ほんの気休め程度でしかない。

　少年は目つきを鋭くして、

「王族のあんたは、その資格ある者なんだろ？」

「……それは、わかりません」

「あぁ？　どういうことだ？」

「カーン王朝の歴史の中でも、〈魔王の墳墓〉に到達したとされる者はわずか数人。私が〈墳墓〉に至る資格ある者かどうかは──」

「はっ、そうかよ。だがな、あんたに資格がなくとも、この俺にはあるはずだろーが。俺は〈教導院〉のじじい共が認めた、正統な〈魔王の後継者〉なんだからよ」

　そう不満そうに呟つぶやく少年に──

「あなたは、まだそんなことを言っているのですね……」

〈教国〉の第二王女、サラディア・カーンは、そっとため息を洩もらした。

　ジオ・インザーギ──〈魔王の後継者〉を名乗る、男の精霊使い。

　彼は、姉によって幽閉されていた彼女を、牢ろう獄ごくより救い出してくれた恩人だ。

　親衛隊さえも圧倒する戦闘技能を有し、無数の精霊を使役して戦うその姿は、たしかに、伝承にある〈魔王〉の姿を連想させた。

（ですが──）

　彼の精霊を使役する能力は、全身に刻まれた〈呪じゆ装そう刻こく印いん〉によるものだ。

　そんなものは、本物の精霊使いとは呼べない。

（救い出してくれたことには、感謝していますが──）

　魔王の後継者を自称する、この誇大妄想狂の目的は、〈墳墓〉に眠るといわれる〈魔王の棺〉だ。

　手にした者に〈魔王〉の力を授けると云いわれる、伝説のアーティファクト。

　彼がサラディアを救い出したのも、〈墳墓〉の場所を知る自分を利用するためだった。

（もっとも、利用しているのはお互い様ですけど、ね……）

　胸中で呟つぶやき、サラディア・カーンはそっと目を伏せた。

　彼女としても、〈魔王の棺〉は、絶対に手に入れておくべきものだ。

　父王が暗殺され、姉が死んだ今、カーン王朝を継ぐのは彼女しかいない。

　だが、突如としてモルデスに現れたという、魔王の生まれ変わりを名乗る存在。

　暴走する〈戦略級軍用精霊リヴアイアサン〉を止め、シェーラ・カーンを倒したその男は、今やモルデスだけでなく、ゾハールの民からも、熱狂的に受け入れられているという。

　その正体は不明だが、教国の第二王女である自分が生きていることを知れば、その〈魔王〉は、邪魔な彼女を始末しようとするだろう。

　サラディア・カーンが玉座に着くためには、〈魔王の棺〉を手に入れ、彼女が〈教国〉の正統な支配者であることを、民に知らしめる必要がある。

（伝承によれば、〈魔王の墳ふん墓ぼ〉には、強力な守護者スフインクスがいるようですし）

　彼女自身も優れた精霊使いではあるが、やはり、心もとない。誇大妄想狂ではあるが、力あるこの男は、護衛として十分に役立つだろう──

（そう、私は〈魔王の墳墓〉で棺を手に入れなければいけない……棺、を──）

　突然、くらりと目眩めまいがした。

　なにか、頭の中に小さな違和感が這はいのぼる。

　何な故ぜ、自分は〈魔王〉の力など欲しているのだろう──？

　──今のは、本当にわたし自身の考えなのだろうか？

「うっ……！」

　彼女が頭を抱え、その場に蹲うずくまった、そのときだ。

「おい、お姫様よ──てめえにひとつ、聞きたいことがある」

　ジオ・インザーギが低い声音で言った。

「なん……です……？」

「この砂漠に精霊はいるのか？」

「……は？」

　サラディアは、きょとんとして首を傾かしげる。

「答えろ。精霊はいるのかと聞いてる」

「いえ、精霊はいません……いない、はずです……」

「そうか。それじゃあ、あれはなんだ？」

　ジオ・インザーギは苛いら立だたしげに、蜃しん気き楼ろうに揺れる砂漠の向こうを指差した。

　サラディアがハッと視線を上げる。

　と、吹き荒れる砂嵐の中に──それはいた。

〈──汝なんじ、墳墓に至る資格ある者か？〉

　青く光り輝く巨人が、二人を睥へい睨げいするように見下ろしていた。
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　要塞の通路に、硬質な軍靴の音が響く。

「……なあ、さっきのは誤解だぞ」

　無言で前を歩くルビアの背中に、カミトがおそるおそる声をかけると、

「誤解とは、なにがだ？」

　ルビアは足を止め、振り向いた。妹と同じ紅ぐ蓮れんの髪がさらりと揺れる。

「いや、その、さっきのはだな……」

　先ほどのベッドの上でのことを、なんとか説明しようとするカミト。しかし、あの不自然かつ変態っぽいシチュエーションを、どう言い訳したものか──

　……当のエストは、パンツを作るのに力を消耗しすぎたのか、はたまたルビアがいるので人見知りしているのか、聖剣の姿に戻ってしまっている。

　と、ルビアの紅玉の瞳が、射貫くようにカミトを見据えて、

「わかっている。弁明の必要はない」

「……そ、そうか」

　ほっと安あん堵どするカミト。

「私も、お前が様々な意味で〈魔王〉であることは承知している。ただ、パートナーである契約精霊を、そのような目的に使うのは、感心しないがな」

「だから、違うんだって……！」

　カミトは頭を抱えた。……やはり、根本的に誤解されている気がする。

　ルビアはじっとカミトの顔を見つめると、

「──レン・アッシュベル。〈闇の精霊王〉の力に抗あらがえなくなったときは、私の身体を使えと言ったはずだ」

「……!?」

　カミトは、数日前の御祓みそぎ場での一幕を思い出した。

　あのとき、たしかに彼女は言った。闇の力に呑のみ込まれそうになったときは、自分の身体を好きにするがいい──と。

　全身を呪じゆ装そう刻こく印いんに蝕むしばまれた身体。月明かりに照らされた、彼女の美しい裸身を思い出してしまい、カミトは思わず、頬ほおを赤らめた。

　通路を抜け、二人は資材搬入用の昇降機に乗りこんだ。削りだした金属板に、精霊鉱石を埋め込んだだけの簡素な仕組みのものだ。ルビアがわずかな〈神威カムイ〉を込めると、〈精霊機関〉の駆動する音がして、あまり心地のよくない浮遊感が身体を包む。

「ところで、緊急の会議ってのは？　オルデシアで何か動きがあったのか？」

「サラディア・カーンの行方を掴つかんだ」

　カミトは眉根を上げた。

　サラディア・カーン──〈アルファス教国〉の元将軍にして、第二王女。ゾハールの中枢で、〈戦略級軍用精霊リヴアイアサン〉の核と共に死んだ、シェーラ・カーンの妹だ。

　そもそも、カミトたちが〈教国〉へ来た本来の目的は、姉によって投獄された彼女を救出し、その身柄を保護することであった。

　彼女が政権を奪還すれば、シェーラ・カーンの謀反によって始まった教国の混乱は収束し、オルデシアを傀かい儡らいとする〈聖国〉は、介入の機会を失うだろう。そして、フィアナを擁立する〈正統オルデシア〉は、強大な竜国家ドラクニアの後ろ盾を得ることになる。

　だが、カミトたちが首都〈ゾハール〉に乗り込んだとき、サラディア・カーンはすでに、何者かの手引きにより、首都を脱出していた。

　──彼女は一体、どこへ姿を消したのか？

　ここ数日、ルビアの命を受けた〈教導院〉の部下たちが捜索しているが、その行方はようとして知れなかったのである。

「詳細はあとで話そう。ここは人の耳がある」

「……ああ、わかった」

　昇降機から降りると、鉱山の麓の都市が一望して見回せる場所に出た。

〈モルデス要塞〉の監視塔だ。

　視線を下に向けると、異様な光景が目に飛び込んでくる。

（……何度見ても、見慣れることはないもんだな）

　カミトは顔をしかめて独りごちた。

　要塞の麓に広がる鉱山都市モルデスの城壁が、もうひとつの遙はるかに巨大な都市に侵しん蝕しよくされていた。その姿は、まるで巨獣に呑のみ込まれる小動物のようだ。

　今から、約七十二時間前のことである。

〈モルデス〉に集結した反乱勢力を一気に叩たたくため、教国の魔女シェーラ・カーンは、過去の大戦で封印廃棄された戦略級軍用精霊〈リヴァイアサン〉を起動した。

〈リヴァイアサン〉は、都市に憑ひよう依いし、そこに住む者たちの〈神威カムイ〉を吸収するタイプの精霊だ。軍用精霊に憑依された首都ゾハールは、シェーラ・カーンの目もく論ろ見みどおり暴走し、この〈モルデス〉を蹂じゆう躙りんしたのであった。

　フィアナたちが城壁の守備を固め、被害は最小限に抑えたものの、やはり、犠牲者の数は少なくなかった。ゾハールの住人の多くは、軍用精霊に〈神威〉を絞り尽くされ、命を落としたという。

　ふと、カミトは視線を上げ、隣に目をやった。

　ルビアが瞑めい目もくし、両方の手を静かに合わせていた。

　以前、フィアナが同じ仕草をしているのを見たことがある。

〈神儀院〉の姫巫み女こが執り行う、魂を鎮める供養の儀だ。

　炎のような髪が微風に揺れ、軍服姿の彼女が一瞬、気高い姫巫女の姿に見えた。

「行くぞ」

「ああ……」

　ルビアは踵きびすを返すと、毅き然ぜんとした表情で、また階段を上りはじめる。

　カミトはあわてて彼女の背中を追った。





　　　　◇






　会議室に足を踏み入れると、お姫様が机に突っ伏していた。

「……あ、カミト君、おはよう」

　カミトに気付くと、フィアナはハッと顔を上げ、眠たそうな声で挨拶してくる。

「……ああ、おはよう……って、なんか大変そうだな」

　フィアナの目もとには薄くクマができている。いつもは艶つややかに輝く黒髪も、今朝は櫛くしを入れる余裕もなかったのか、ところどころほつれているようだ。

　彼女の前には、開かれた巻物が山と積まれていた。

「〈魔蠍宮スコルピア〉から押収された〈魔王教団〉の記録を、夜明けまで調べていたの」

「……そうか。それはお疲れ様だったな」

　カミトはねぎらいの言葉をかける。〈魔王教団〉の書物はすべて、帝国公用語ではなく、教国で使われている象形文字アルフアグリフで記されている。〈神儀院〉での教育を受けたフィアナでなければ、読み解くことは難しいだろう。

「あまり根を詰めすぎるのはよくないわよ。ほら、クマができてるじゃない」

「……え？」

　横に座るクレアの指摘に、フィアナはハッとして手鏡を取り出すと、疲れきった自分の顔を見て、みるみる顔を真っ赤にする。

「……～っ、カ、カミト君に……こ、こんな顔……！」

〈喪失の精霊姫ロスト・クイーン〉と呼ばれ、軽んじられていた頃とは違い、今のフィアナには、帝国に叛はん旗きを翻した〈正統オルデシア〉の君主としての立場がある。本人も知らず知らずのうちに、いろいろと無理を重ねていたのだろう。

　カミトはクレアの隣の席に腰をおろした。クレアの顔にも、少し疲労の色が見える。昨晩も夜遅くまで、スカーレットと特訓をしていたようだ。

　もともと強大な精霊のスカーレットだが、ドラクニアの〈竜の渓谷ドラゴンズ・ピーク〉での修行によって、クレアはその本来の姿である〈灼銀の戦姫スカーレツト・ヴアルキリー〉──オルトリンデを使役できるようになっていた。あのレスティアをして、好敵手とまで呼ばれた精霊兵器の力は凄すさまじく、ゾハールの攻防戦では、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉で苦戦した〈魔王の落とし子ネペンテス・ロア〉の集団さえも、一瞬で焼き尽くしたほどだ。

　それだけに、契約者であるクレアにかかる負担も大きく、現状では、まだその力を使いこなせているとは言い難がたい。だが、クレアがオルトリンデの力を完全に引き出し、〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉を自在に使いこなせるようになれば──

（……俺より強くなる日も近い、かもな）

　ふと、学院で上級生相手に鞭むちを振り回していた頃の彼女を思い出しながら、なんとなく、感慨にも似たような気持ちが胸をよぎる。

　と──

「遅れてすまない。要塞の通路が複雑で、また迷ってしまった」

〈風王騎士団シルフイード〉の甲かつ冑ちゆうを身に着けたエリスとヴェルサリアが顔を見せた。日課である朝の鍛錬の最中に呼び出されたのだろう、エリスの顔はわずかに上気している。

　ファーレンガルトの姉妹は、カミトたちの向かいに並んで座った。

「今日は二人で鍛錬してたのか？」

「ああ、今日は私が三本中二本取られた」

　と、頷うなずくヴェルサリア。

「ヴェルサリアから、槍やりで二本も？」

〈城塞精霊〉という、広範囲破壊型精霊を使役しているため、あまり武芸を見せる機会のないヴェルサリアだが、槍の技量はエリスより上だったはずである。

「あ、あれは、義あ姉ね上が手加減をしてくれて──」

「手加減をしたのはお前のほうだろう。今のお前は、私より強い。自信を持て」

「義姉上……」

　と、恐縮した様子を見せるエリス。幼い頃から目標としてきた、尊敬する義姉に認められて、嬉うれしい反面、戸惑いもあるのだろう。

　たしかに、エリスは学院にいた頃とは、見違えるような強さを身につけた。

　ドラクニアでの修行で大きなパワーアップを遂げ、ゾハールに乗り込んだときは、戦術級軍用精霊〈グラシャラボラス〉を、魔槍の一撃で葬ってみせたほどだ。

「私は〈呪じゆ装そう刻こく印いん〉の力に頼ったが、お前は自分の意思の力で自分に打ち勝った。誇りに思うがいい」

　ヴェルサリアは表情をくずして微笑ほほえんだ。普段の冷たい表情を見慣れているせいか、カミトは思わず、ドキッとしてしまう。

「……あ、なんだか、いい匂いがするわ」

　と、クレアがくんくん鼻をひくつかせた。

「この匂い……シチューか？」

　エリスがつられて扉のほうを向くと、

「みなさん、おはようございます。朝食を作ってきましたわ」

　エプロン姿のリンスレットが、ワゴンを押して入ってきた。

　ワゴンには、素揚げした魚に、ベーコンと野菜のスープ、ほどよく焦げ目のついた焼きたてのパンとバター、フルーツ入りのヨーグルトが並んでいる。

「こんな短時間で、よく作れたわね……」

　感嘆の声を上げるクレア。

「──すぐに会議に入る。食事はあとにしろ」

　と、ルビアが冷たい声で言った。

「だめですわ、ルビア様。なにも食べないと、みんな頭が回りませんわよ」

「……」

　リンスレットの言葉に、ルビアは反論できずに黙り込む。

　かつてのルビアを知る一人だからだろうか。彼女にとって、リンスレットは、なんとなくペースを乱される相手のようだ。

「これは、お魚？」

　硬い甲羅のある魚を見て、フィアナが興味深そうに訊たずねる。
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「砂魚の蒸し料理ですわ。朝の市場バザールで買ってきましたの」

　海のないアルファス教国では、新鮮な魚を手に入れることは難しい。砂魚は一応、魚と名は付いているものの、本物の魚ではなく、砂に潜る甲殻類の一種らしい。

「……た、食べれるの？」

　クレアが不審そうに眉をひそめる。

「味は淡白ですけど、なかなか美お味いしいですわよ」

「どれ……」

　カミトがひと口齧かじってみると、なるほど、白身魚の味と鶏とり肉にくのような噛かみ応えがあって、なかなか美味だった。





　　　　◇






　リンスレットの作った、簡単な朝食をとったあと──

「──〈教国〉の第二王女、サラディア・カーンは〈赤死の砂漠グル・ア・バル〉にいる」

　と、ルビアが重々しく口を開いた。

「それは、確かな情報なのか？」

　カミトが訊たずねる。

「信頼する部下たちが、〈ゾハール〉に出入りする商人から集めた情報だ。第二王女は、何者かの手引きで監獄を脱出し、そのまま東の砂漠へ向かったらしい」

「やはり、脱出には協力者がいたんだな……」

　サラディア王女の脱獄に協力者がいたことは、カミトたちも予想していたことだ。彼女自身、姉と同じ魔精霊使いのようだが、さすがに、監視体制にある監獄から一人で脱出するのは不可能だろう。

（何者かが、親衛隊の警備をかいくぐって彼女を救出した、か……）

　カミトは内心で首を捻ひねった。手て練だれの精霊使いが何人も配備されていたであろう監獄から、王女一人を脱獄させる──そんなことが可能な人間は、そうはいない。

　精霊使いとしての腕が立つだけではなく、隠おん密みつの技能に長たけた者──

（たとえば、〈教導院〉の出身者なら、可能かもしれないが──）

　ルビアの配下たちの報告によると──

　身元不明の旅人二人が商船に乗り、東の砂漠へ向かった形跡があるという。その後、砂漠にいくつかある中継都市でも目撃されたようだが、〈教国〉最東端の都市〈カブラ〉で足取りが途絶えたようだ。

「〈カブラ〉より東は、〈赤死の砂漠〉だ。第二王女はそこにいる」

「……」

　カミトたちは、無言で顔を見合わせた。

〈聖山ロンディニア〉、〈精霊の森〉の最深部と並ぶ、大陸三大魔境の一つ──〈赤死の砂漠グル・ア・バル〉のことは、オルデシアでもよく知られている。

　アルファス教国とクイナ帝国の間に広がる、広大な砂漠地帯。千年前の〈魔王戦争〉の戦火により、精霊の祝福を失った、不毛の土地だ。

「あの、サラディア王女殿下は、どうしてそんなところへ？」

　と、リンスレットが小さく挙手をして質問した。

　当然の疑問だ。そんな場所へ行くのは、自殺志願者くらいのものだろう。

「まあ、普通に考えたら、目的はクイナ帝国への亡命よね」

　クレアがおとがいに手をあてて呟つぶやく。

　……なるほど、たしかに一理ある。クイナ帝国の後ろ盾を得ることができれば、国内の動乱を早急に収めることも可能だろう。

　だが、クイナ帝国は古く老ろう獪かいな国だ。教国の王女の身柄を押さえれば、彼女を傀かい儡らいとして、やがて〈教国〉そのものを乗っ取ろうとしかねない。

（亡命先としては、あまりいい選択肢ではなさそうだが──）

「サラディア・カーンの目的は、砂漠に眠る〈魔王の墳ふん墓ぼ〉だ」

　ルビアが言った。

「魔王の墳墓？」

　初めて聞く言葉に、カミトは眉をひそめる。

「ああ、〈魔王の棺〉の眠る場所──千年前、聖女アレイシアが、魔王スライマンを滅ぼしたとされる場所だ」

　言って、ルビアは懐より古い羊皮紙の巻物を取り出した。

　テーブルの上に広げる。古代精霊語ハイ・エンシエントで何か記されているようだが、専門的な教育を受けていないカミトには、なにが書かれているのかさっぱりだ。

「砂漠の墳墓に眠る、魔王の力……」

　古代精霊語ハイ・エンシエントを読むことのできるフィアナが、ぽつりと呟いた。

「……これは？」

　と、カミトが訊きく。

「〈魔蠍宮スコルピア〉の地下書庫で発見されたものだ。シェーラ・カーンの所有する魔道書の中でも、最も厳重に保管されていた。おそらく、王族に連なるものだけが閲覧することを許された書物だろう」

「魔王の力──」

　かすかな胸騒ぎを覚え、カミトは自身の胸に手をあてた。

「……それは、ただの伝説じゃないのか？」

「ああ。おそらく、な──」

　ルビアはあっさりと認め、首肯した。

「だが、サラディア・カーンが〈赤死の砂漠グル・ア・バル〉へ姿を消したのは事実だ」

「……」

「ええと、もしその伝説が本当だとして──」

　と、今度はフィアナが口を開く。

「サラディア王女は、魔王の力なんて手に入れて、どうするつもりなの？」

「彼女は、〈教国〉の正統な支配者としての証あかしを求めているのだろう。この地での魔王スライマンへの信仰は、今なお根強い」

「でも、私たちは彼女に協力しようとしているのに……」

「そうだ。だが、彼女はそうは思わないだろう。反乱軍を焚たきつけ、教国を乗っ取ろうとする簒さん奪だつ者とみなされてもおかしくはない」

「……わたくしたち、世間的にはオルデシア帝国のお尋ねものですものね」

　リンスレットが小さく肩をすくめて言った。

（権威の正当性を証するために、魔王の伝説に縋すがる、か……）

　違和感を覚えたカミトは、胸中で首を捻ひねった。

　まあ、一応、筋は通っているが──

　はたして、そんな伝説などのために、命懸けで危険な砂漠に向かうだろうか？

（そういや、あの魔女は、最後に気になることを言ってたな……）

　ふと、カミトは、〈リヴァイアサン〉の核と融合して死んだ、シェーラ・カーンの最後の言葉を思い出した。

『──このような都市ひとつ、たいした痛手ではない。真の〈魔王〉の復活を言こと祝ほぐ祝儀として受け取るがよい』

　しわがれた老人たちの声で、彼女はたしかに、そう言い残したのだ。

　真の〈魔王〉の復活──

　それは、その〈魔王の墳ふん墓ぼ〉の伝説と、何か関係があるのだろうか──？

「なにはともあれ、あたしたちは〈赤死の砂漠〉に向かう必要があるわけね」

　と、クレアが言った。

「そうだ。サラディア・カーンの身柄は早急に押さえる必要がある。今は沈静化しているが、いずれ〈教国〉の内乱が激化するのは時間の問題だ。その男に、いつまでも偽物の魔王の演じさせるわけにもいかないからな」

「……あたり前だ」

　カミトは唸うなるように言った。〈モルデス〉の反乱軍をまとめるため、一時的に偽の魔王として振る舞うことになったが、あんなのはもう二度と御免だった。

「いっそカミト君が本物の魔王になっちゃえばいいのに」

「フィアナ、お前な……」

「あたしも、似合ってたと思うわよ、魔王のコスプレ」

　フィアナだけでなく、クレアまでもそんなことを言いだした。

　……お嬢様たちもかなり破廉恥な衣装を着ていたと思うのだが、それはいいのか？

「砂漠へ向かう船は、ヴィヴィアン・メローサに手配させた。準備が整いしだい、すぐに〈赤死の砂漠グル・ア・バル〉へ向かってもらう」

「急いだほうがよさそうね。王女様に砂漠で死なれでもしたら、寝覚めが悪いわ」

「ええ、サラディア様の身の安全は、ドラクニアの竜王様にも頼まれていますものね」

「急ぐべき理由はもうひとつある」

　と、ルビアが静かに口を開いた。

「……なんだ？」

「その〈赤死の砂漠〉に、〈神聖ルギア王国〉の騎士団が派遣されているらしい」

「聖国が!?」

　カミトたちはハッとして顔を見合わせた。

　神聖ルギア王国。

〈精霊王〉を狂乱させた〈異界の闇〉を手中にし、各国で暗躍する神聖国家。

〈聖国〉がなにを目もく論ろんでいるのか──その目的は未いまだに不明のままだ。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の決勝戦ではレスティアの命を付け狙い、学院では地下に封印されたエストを奪おうとした。オルデシアではフィアナを奸かん計けいの罠わなに嵌はめ、先のシェーラ・カーンの王位簒さん奪だつも、裏では〈聖国〉が糸を引いていたふしがある。

　聖国の騎士団が〈赤死の砂漠〉に現れたとなると、話は変わってくる。

（……連中は、学院の地下にある〈魔王の玄室〉のことも知っていた）

　とすると、その〈魔王の墳ふん墓ぼ〉の伝説も、あながちただの伝説とは言い切れない。

「派遣された騎士団の中には、あのルーリエ・リザルディアもいるようだ」

「……っ！」

　カミトは喉の奥で唸うなった。

　ルーリエ・リザルディア──オルデシア帝国の元〈十二騎将ナンバーズ〉の一人。

　大陸最高峰の癒し手ヒーラーにして、恐るべき魔剣の使い手。

　そして、ユグドレア──十五年前の〈精霊剣舞祭〉の優勝者と同じ名を持つ女。

　アレイシア精霊学院襲撃事件の際、記憶を取り戻したカミトに敗れ、姿を消していたはずだが──

「聖国は、サラディア王女の身柄を狙っているのですか？」

　かつて、ルーリエに瀕ひん死しの重傷を負わされたエリスが、緊張した声で発言した。

　ルビアは首を横に振り、

「騎士団が聖都を発たったのは、一週間ほど前のことだ。王女とは無関係だろう」

「じゃあ、やっぱりその、〈魔王の墳ふん墓ぼ〉絡みなのね……」

「……」

　クレアの呟つぶやきに、全員が沈黙する。

〈魔王の力〉の眠る墓。

　もし、その伝説が本当なのだとすれば──

　それが〈聖国〉の手に渡れば、きっと取り返しのつかないことになる。

「各自、すぐに旅の準備をしろ。一時間後、港に〈船〉を用意する」

　そう告げると、ルビアは立ち上がり、会議室を後にした。
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　各自、部屋に戻って、旅の準備に取りかかった。

　とはいえ、大したことができるわけでもない。せいぜい、砂避よけの〈加護〉を込めた護符アミユレツトと、暑さをしのぐため、氷の〈精霊鉱石〉を用意する程度である。

　まあ、砂漠でのサバイバル経験は、カミトもそれなりにある。庭園育ちのお嬢様たちにとっては過酷な旅程になるだろうが、それもいい経験だ。

　そんなことを考えつつ、バックパックに水と食糧を押し込んでいると、

「カミト、〈赤死の砂漠グル・ア・バル〉では、〈精霊鉱石〉は役に立たないわよ」

　背後から声をかけられる。

　振り向くと、ベッドの上に、夜色のドレスを纏まとった少女が、ちょこんと座っていた。

　透き通った黄昏たそがれ色の瞳が、カミトを悪戯いたずらっぽく見つめている。

「レスティア……役に立たないって、どういうことだ？」

「そんな〈精霊鉱石〉に封印されるようなランクの低い精霊は、〈赤死の砂漠〉では十分な〈神威カムイ〉を補給できずに消滅してしまうのよ」

「そ、そうなのか……」

　カミトは小さく肩を落とし、せっかく用意した〈精霊鉱石〉を床にほうった。

　どうやら、〈赤死の砂漠〉は、普通の砂漠よりもはるかに過酷な場所のようだ。

　そのとき、ふとカミトはあることに気づく。

「おまえ、ひょっとして、〈赤死の砂漠〉のこと、よく知ってるのか？」

「それなりには、ね──」

　彼女は艶つややかな黒髪をかきあげて、言った

「だって、千年前の〈魔王戦争〉のとき、私は魔王の都にいたんだもの」

「……そういえば、そうだったな」

　会議の最中は、完全に失念していたが──

　彼女はかつて、魔王の武器として使役されていたことがあるのだった。

「もしかして、〈魔王の墳ふん墓ぼ〉のこと、なにか知ってたりするのか？」

「魔王の墳墓？」

　きょとん、とする彼女に、カミトは〈墳墓〉の伝説を話して聞かせた。

　……話を聞き終えたレスティアは、ふぅん、おとがいに手をあて、

「少しだけ、話に聞いたことはあるわ。〈魔王教団〉に古くから伝わる伝承よ。砂漠の果ての都に、魔王の骸むくろを封じた棺があるって──」

「魔王の骸？　そんなものが──」

　千年後の今も遺のこっているとは思えない。だが、たしかに、聖女に倒された魔王が、その後どうなったのか、未いまだ謎に包まれているのも事実だった。

　と、カミトはあることを思い出した。

　以前、ルビアが反魂の禁呪を使い、〈浮遊島ラグナ・イース〉の地下で〈ネペンテス・ロア〉を蘇よみがえらせたことがある。あれはあくまで魔王のなり損ないだったが、それでも、恐るべき闇の力を振るい、〈チーム・スカーレット〉を苦しめたのだ。

（もし、その墳墓に〈魔王〉の骸が遺されていたとしたら……）

　なんらかの方法で、それを蘇らせようとする者もいるかもしれない。

　あるいは、その骸こそ、あの古文書に記された〈魔王の力〉のことなのだろうか──？

「なんにせよ──」

　レスティアは羽根の一本を抜き、床に投げ捨てた。

「かつて、聖女アレイシアによって滅ぼされた魔王の都が、〈赤死の砂漠グル・ア・バル〉に存在したことは事実よ。そこに行けば、その墳墓のことも、何かわかるかもしれないわね」

「……そうだな」

　と、カミトはふと気付いたように顔を上げ、

「あれ、そういや、おまえ、〈魔王の都〉のあった場所を知ってるのか？」

「ええ。おおよその場所でよければ、案内できると思うわ」

　レスティアはこともなげに言った。

「マジか……！」

　カミトは思わず立ち上がった。

「いや助かった。広大な砂漠を、あてもなく彷徨さまようのはしんどいからな」

「ふふ、もっと褒めてもいいのよ」

「偉い偉い」

「もう、おざなりね……」

　レスティアはベッドの上で脚を組み替え、むっと頬ほおを膨らませた。

「けれど、場所が分かっていても、〈魔王の都〉にたどり着けるとは限らないわよ」

「どういうことだ？」

「だって、この千年間、誰にも発見されなかったんでしょう？　あれだけ栄華を誇った都が、遺跡さえも見つからないなんて、そんなことがあるかしら？」

「それは……」

　──たしかに、彼女の指摘する通りだ。

　いかに過酷な死の砂漠とはいえ、これまでに、命知らずの探検家、あるいは盗掘家か何かが遺跡を探し当てようとしたことはあるはずだ。それこそ、魔王の復活を悲願とする〈魔王教団〉などは、血眼になって、伝説の在りかを探し求めただろう。

　だが、今日に至るまで、都の遺跡が発見されたという話は聞いたことがない。

「カミト、前に、私が目覚めた集落のことを覚えている？」

「……〈氷華の森〉のことか？」

「ええ。あの森の集落も、人には発見できなかったでしょう？」

　ローレンフロスト領にある〈氷華の森〉──それは以前、記憶喪失のレスティアを匿かくまっていた、エルフィム種族の集落のある場所だった。その森は、古代の魔術装置によって生み出された濃霧に覆われており、外からの侵入者を頑かたくなに拒んでいたのである。

「つまり、魔王の都にも、同じような〈結界〉がある──と？」

「その可能性は大いにあるわね」

　それはたしかに、道理ではある。〈魔王の骸むくろ〉を封印するとなれば、その程度のことはするだろう。あるいは、ほかならぬ魔王自身が、死後に辱めを受けぬよう、あらかじめ、そのような結界魔術を発動していたとしても不思議はない。

「──そうなると、割とお手上げだな」

　都市の遺跡をまるまる隠蔽するほどの〈結界〉を解除するのは、結界魔術の専門家であるフィアナでも、容易ではないだろう。

（……とすると、砂漠に向かったサラディア・カーンは、なにか〈結界〉を解除する方法を知っているのか？）

　そうでなければ、これほど無謀な行動に出るはずもなく──

「レスティア、なにか、ほかに手がかりになる情報はないか？」

　訊たずねるカミトに、レスティアは静かに首を振った。

「……ごめんなさい、カミト。私があそこにいたのはもう千年前のことだし、その頃だって、魔王に精霊としての自我はほとんど封じられて、ただ武器として扱われていたのよ。例の〈指輪〉に封印されていた間は、まったく意識のない状態だったし」

「……そう、だよな。なんか、悪かったな、いろいろ訊きいちまって──」

「でも、そうね──」

「うん？」

　ぽつり、と呟つぶやく彼女。カミトは顔を上げた。

「ずっと〈魔王〉のそばにいた彼女なら、なにか知っているかも──」

「彼女？」

「ええ、覚えているかしら。魔王スライマンが、唯一、契約を交わした精霊の話──」

「えっと……たしか──」

　カミトは記憶の底を探る。それは、〈モルデス〉に到着したばかりのカミトが、偽魔王に扮ふんする準備をしながら、聞くともなしに聞いた話だ。

　精霊たちを道具のように使役し、誰にも心を開くことのなかった魔王が、たった一人、契約を交わした精霊が存在したと──

「その精霊は、今どこにいるんだ？」

　カミトは訊きいた。

「わからないわ」

　レスティアは首を振り、

「でも、古い伝承によれば──」

　と、どこか遠くを見つめるように呟いた。

「魔王の死と共に、彼女は〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉のどこかへ姿を消したと聞くわ」
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　要塞内に用意された執務室で、フィアナは各国から届く大量の書簡と格闘していた。

　彼女は独立国家である〈正統オルデシア〉の君主として、出立の前に、様々な外交文書への返答を片付けておかなければならなかったのだ。

「帝国議会は、とうとうドラクニアとの国交断絶を決定したようね」

〈正統オルデシア〉の支持を表明する領主たちの書簡に返事をしたためながら、彼女は小さくため息をつく。

　暗愚な兄の考えではあるまい。

　今の帝国議会は、もはや神聖ルギア王国の傀かい儡らいだ。

（聖国の目的は、一体なんなのかしら……）

　オルデシアを利用して、この大陸に戦火を起こそうとしているようにしか思えない。

　しかし、なんのためにそんなことをする必要があるのだろう──？

（……なんにせよ、あの兄が、このまま私たちを放ほうっておくはずもないでしょうね）

　現在、〈正統オルデシア〉に対する各国の反応は様々だ。亡命当初は黙殺されていたものの、ドラクニアの〈竜王〉と同盟関係を結び、〈教国〉の暴挙を食い止めたことで、急速に存在感を増しつつある。

　大陸各国は、シェーラ・カーンの〈戦略級軍用精霊リヴアイアサン〉の使用に対して、次々と非難声明を出し、〈教国〉への武力介入を拒み続けてきたオルデシアを糾弾しているようだ。

（ここはなんとしてでも、サラディア王女を味方につけたいところだけど──）

　と、そんな思案に耽っていると、執務室の扉を叩たたく音がした。

「王女殿下、お茶を淹いれてきたぞ」

「ありがとう、ちょうどひと息ついたところよ」

　扉を開けて入ってきたのは、二人分のティーカップを手にしたエリスだった。

　エリスには、護衛を兼ねた秘書の役目を頼んでいる。護衛としてはこの上なく優秀だし、なにより、真面目でしっかりものの彼女は秘書にうってつけだ。

　エリスがカップを静かに置くと、ミルクティーの芳ほう醇じゆんな香りが鼻び腔こうをくすぐった。

　ひと口啜すすり、ふぅと息を吐く。

「甘くておいしいわね。疲れがとれるわ」

「蜂蜜とショウガを少し入れてみたのだ。リンスレットなどは邪道と言うが──」

　と、エリスは、フィアナが今しがた署名したばかりの書簡を覗のぞき込み、

「この印章……もしかして、クイナ帝国のものか？」

「正式な外交文書ではないわ。個人的なお手紙よ」

「手紙？」

「これが書簡の送り主よ」

　フィアナは手紙の宛名を彼女に見せた。

「リンファ・シン・クイナ……リンファ皇女の親書か！」

　エリスは小さく驚きの声を上げた。

　リンファ皇女は、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の選抜選で戦った強敵チーム、〈四神スーシン〉の姫巫み女こだ。彼女の使役する神獣精霊〈麒き麟りん〉の結界は、フィアナの精霊魔装に匹敵するものだった。

　シェーラ・カーン相手に共闘したこともあり、選抜戦後は、一緒に祝勝パーティーなどもする仲になったのだが──

「リンファ皇女は、〈正統オルデシア〉の支持を表明してくれるそうよ。近いうちに特使を送ってくれるって」

「クイナ帝国が、正統オルデシアを？」

　エリスが鳶とび色いろの目を見開くと、フィアナは苦笑して首を横に振った。

「いいえ、クイナ帝国はまだ、わたしたちを認めていないわ。この文書は、あくまでリンファ皇女の私的なものよ。あっちもいろいろあるようね」

「たしか、リンファ殿は第三皇女だったか。難しいお立場なのだろうな」

　東方の大国クイナは、聖国とはまた別の意味で不気味な存在だ。聖国の傀かい儡らいとされつつあるオルデシアの様子を傍観し、大陸の覇権を虎こ視し眈たん々たんと狙っている。〈正統オルデシア〉に関しては、黙認して泳がせておく、という外交スタンスなのだろう。

　そんな中、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉では敵同士だった相手が友ゆう誼ぎを結んでくれるのは心強い。

「わたしたちを支持してくれる領主は、オルデシア国内にも多くいるわ」

「〈黄金諸島ゴールデン・アイランズ〉のアルフリード家に、ローレンフロストの旗手のボルミスト家、〈黒の湾ブラツク・ベイ〉のダリア家か……大きな家柄ではないが、心強いな」

「いまの宮廷に、兄への忠誠心のある者はほとんどいないわ。このまま支持者が増えていけば、オルデシアの奪還も夢ではなくなる──」

　フィアナは書き終えた書簡をまとめると、エリスに手渡した。

　エリスは書簡の束に目を落とし、きゅっと唇を噛かむ。

「王女殿下、ファーレンガルトは？」

「……」

　フィアナは静かに首を振った。

「……そうか」

　ファーレンガルト公こう爵しやく家は、オルデシア皇帝に絶対の忠誠を誓う、騎士の家柄だ。

　暗愚な主君に対しても、最後まで忠誠を尽くすだろう。

「……ごめんなさい、エリス」

「王女殿下が謝ることではない」

　うつむき加減で呟つぶやくフィアナに、エリスはきっぱりと言った。

「私も義あ姉ね上も、覚悟は決めている。騎士として、後悔のない選択をしたつもりだ」

「……ありがとう」

　そんな、エリスのまっすぐな言葉に──

　フィアナは静かに頭を下げた。
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　──今朝の会議から、きっかり一時間後。

　カミトたちは〈モルデス〉東部にある港に集結した。

　港、と言っても、モルデスは砂漠のど真ん中にある都市だ。当然、海などない。

　砂漠の港といえば、普通は〈砂航船サンド・シツプ〉の停泊地のことを指す。

「これが噂うわさの〈砂航船〉か──」

　背中に大荷物を抱えたカミトは、砂に半分ほど埋まった船体を見上げて呟いた。

　軍船ではなく、砂漠間の交易に使う商船らしく、図ずう体たいだけはやけにでかい。武装は一切搭載していないが、その分スピードはかなりのものだという。

「〈レヴァナント〉を使えればよかったのだがな──」

　風に揺れる前髪を押さえながら、ルビアが言った。

〈煉れん獄ごくの使徒〉の軍船〈レヴァナント〉は、モルデスのドックで整備中だ。飛行することは可能なのだが、精霊の力の供給が安定しない〈赤死の砂漠グル・ア・バル〉では、動力炉の精霊機関がうまく作動しないらしく、墜落の恐れがあるとのことだった。

　いっぽう、〈教国〉で使われている〈砂航船サンド・シツプ〉は、地下深くに眠る〈地脈〉と接して走るため、砂漠での航行が可能なのだそうだ。ただし、〈地脈〉の通っていないところは進めないため、おおまかなルートしか取ることができないのが欠点らしい。

「あたし、〈砂航船〉は初めてだわ」

「わたくしもですわ。意外と大きいんですのね」

　もの珍しそうに船を眺める、クレアとリンスレット。

　二人の鞄かばんはぱんぱんに膨らんでいた。

「……リンスレット、なによその荷物は？」

「もちろん、おやつですわ。ほら、クレアの好きな桃のキャンディーもありますのよ」

「え、ほんと♪」

　クレアのツーテールの髪がぴょんと可愛かわいく跳ねる。

「お前たち、遊びに行くのではないぞ」

　そんな二人にエリスが釘くぎを刺した。

「フィアナは、荷物はいいのか？」

　と、肩掛け鞄ひとつで身軽なフィアナに、カミトは声をかける。

「ええ、全部ゲオルギウスに収納したわ」

　フィアナは片目をつむり、カミトの耳もとでこっそりと囁ささやく。

「ふふっ、カミト君のために、夜のえっちな下着もいろいろ用意しちゃったわ♪」

「……っ、お、おまえな……！」

　カミトも健全な男子である。

　……一瞬、どんな下着なんだろうと想像してしまい、頬ほおを赤くする。

「ほら、急ぐわよ！」

　クレアたちは荷物を手に、さっさと船の中に乗り込んでいく。

「やれやれ……」

　と、カミトは肩をすくめ、ルビアのほうを振り返った。

「あとを任せちまって、大丈夫か？」

「ああ、お前たちが帰ってくるまでは、私とヴェルサリアでなんとかしよう」

　シェーラ・カーンが倒されたとはいえ、〈教国〉の内乱は、予断を許すような状況ではない。このままサラディア王女が戻らなければ、混乱はひどくなるばかりだろう。

「ミュアと、リリィのことも頼む──」

「無論だ。あれは私の貴重な手駒だからな」

　ルビアは冷淡な口調で言った。

〈リヴァイアサン〉の近くで発見された、ミュア・アレンスタールとリリィは、肉体の危険域まで〈神威カムイ〉を失い、いまだ昏こん睡すい状態にある。

　だが、幸いなことに、命に別状はないようだ。それは、二人が〈リヴァイアサン〉に呑のみ込まれたとき、ミュアが無意識のうちに、〈愚者の万力ジエスターズ・バイス〉の異能を発動させたからであった。精霊を狂乱させる異能の力を忌避した〈リヴァイアサン〉は、二人を取り込むことを諦めたのだろう。

（……手駒、ね。あんなに甲か斐い甲が斐いしく世話を焼いてるくせに）

　そっけないルビアの態度に、カミトは内心で苦笑する。

　リリィはともかく、彼女がミュア・アレンスタールに対して妙に世話焼きなのは、どことなく、ミュアがクレアに似ているせいなのかもしれない。

「それじゃ、行ってくる──」

　荷物を持ち上げ、カミトが歩き出そうとする。と──

「……」
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「ん？」

　なにか言いかけるような気配を感じて、カミトは振り向いた。

「どうした？」

「……いや」

　問いかけると、ルビアは逡しゆん巡じゆんするように口籠ごもる。

（……なんだ？）

　彼女が口籠もるなんて。

　眉をひそめ、訝いぶかしんでいると──

「……レン・アッシュベル」

　彼女は、なにか意を決したかのように、カミトに顔を近付けた。

　そして──

「──妹を頼む」

　と、小声で口にしたのだった。





　　　　◇






「ええい、退ひくなっ！　栄光ある聖ルギア騎士団の名に傷をつけることになるぞ！」

「し、しかし、イネーゼ様、この精霊は──ぐあああっ！」

〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉の鎧よろいに身を包んだ騎士の身体が、巨大な槌つちに殴打され、派手に吹き飛んだ。

　砂の丘に頭から突っ込み、そのまま動かなくなる。

「……っ、おのれ、騎士団の精鋭が、全滅……だと……？」

　白地に赤の聖服を纏まとった騎士──イネーゼ・サンドラが、声を震わせて呻うめく。彼女はこの遠征隊の指揮官であった。

　真っ赤な砂の大地に、聖国の騎士たちが累々と倒れ伏している。いずれも、本国では尊敬と賞賛を集める、聖堂騎士のエリートたちだ。

　そんな精鋭の騎士団が、まったく歯が立たない。

　騎士たちを睥へい睨げいするのは、鰐わにのような頭部を持った、巨大な人型の精霊であった。

　筋骨隆々とした四肢に、紅あかく輝く瞳。金色に輝く大おお槌づちを手にしている。

　たった一体の精霊を前に──

〈墳ふん墓ぼ〉の探索任務を負った〈聖ルギア騎士団〉が、為なす術すべもなく蹂じゆう躙りんされている。

　悪夢のような光景だった。

〈──汝なんじ、資格ある者か？〉

　精霊の声が、砂漠の乾いた風に乗って、殷いん々いんと響く。

　精霊の口にした、三度目の問いかけに──

「……っ、資格とはなんのことだっ！　いったい、何が必要だと言うのだ！」

　イネーゼ・サンドラは、苛いら立だたしげに言葉を返した。

　精霊は、無感情な目で彼女を見つめると、

〈──汝なんじ、魔王の地を踏む資格なき者、疾とく立ち去れ〉

　ゴウッ──強烈な風が吹きつけ、精霊がイネーゼ目がけて大おお槌づちを振り下ろした。

　咄とつ嗟さに〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉の聖槍を構え、受けようとするが──

　大槌が振り下ろされる、その寸前。

　彼女の眼前に、小さな影が割り込んだ。

「命は大事にしたほうがいいですよ、騎士団長」

「……っ！」

　精霊の大槌を受け止めたのは──

　瘴気を放つ魔剣を手にした、黒髪の女だった。

〈聖ルギア騎士団〉の聖服ではなく、治癒師ヒーラーの白衣を身に纏まとっている。

　女は、鼻先に乗った小さな眼鏡をくいっと押し上げて言った。

「〈魔王の墳ふん墓ぼ〉の守護者スフインクス──あなたたちの手には余るようですね」

「……っ、ルーリエ卿──！」

　イネーゼは、自分を救った女の名を苦々しく吐き捨てた。

　従軍治癒師、ルーリエ・リザルディア──オルデシア帝国の元〈十二騎将ナンバーズ〉第八位。

　精霊魔術の中でも、とくに癒いやしの業を専門とする、〈聖女〉の位階を持つ女。

　祖国であるオルデシアを裏切った彼女は、〈神聖ルギア王国〉の客将として、枢すう機き卿きよう、ミレニア・サンクトゥスに仕えている。

〈砂竜船〉の中で待機しているよう、言い含めておいたはずだが──

「お下がりください、ルーリエ卿。戦闘の邪魔です」

　彼女に対する嫌悪の情も露あらわに、イネーゼは言った。オルデシアの〈十二騎将〉でありながら、祖国を売ったこの女は、まったく信用できない。

　相手はミレニア卿の側近だが、少なくとも、この遠征隊での立場は、指揮官である自分のほうが上であるはずだ。

「そういうわけにもいかないでしょう。このままじゃ、本当に全滅しますよ」

　ルーリエは首を振ると、魔剣の刃で受け止めた大槌を、軽々とはね除のける。

　精霊はふわり、と浮遊し、新たに現れた敵を見下ろした。そして──

〈──汝、魔王の地を踏む資格なき者、疾く立ち去れ〉

　と、先ほどと同じ言葉を繰り返す。

「悪いけど、それはできませんね」

　ルーリエは肩をすくめ、苦笑した。

「あの御お方かたが、〈魔王の墳ふん墓ぼ〉にあるものをご所望なので──」

（──資格なき者よ、立ち去れ！〉

　精霊の紅あかい瞳が輝き、額の宝石から、一条の熱閃が放たれた。

　瞬間。ルーリエの立っていた空間が激しい爆炎に包まれる。

「──やれやれ、困りましたね」

　だが、すでにルーリエの姿はなかった。

　空中で、彼女は魔剣をすらっと閃ひらめめかせた。〈聖女〉の位階を持つ彼女には似つかわしくない、禍まが々まがしい瘴気を纏まとった魔剣である。

「魂喰くらう魔剣の王よ、我が眼前の敵を屠ほふれ──〈閃血魔雷光ブラツデイ・ストライク〉！」

　血色の刃が真紅に輝き──

　ルーリエ・リザルディアの魔剣が、大おお槌づちごと精霊の腕を斬り飛ばした。

　両断された腕がくるくると宙を舞いながら、光の粒子となって消滅する。

　だが、精霊はそれでも表情を変えず、先ほどと同じ言葉を繰り返した。

〈──汝なんじ、資格なき者、立ち去れ……立ち去れ……立ち去れ……〉

　精霊の巨きよ躯くが、舞い上がった砂の中に消えてゆく。

　ルーリエは、魔剣の刃を足もとに突き立てた。

　その額には、汗一つ浮かんでいない。

　イネーゼ・サンドラは戦慄した。

　これが、〈治癒〉を専門とする〈聖女〉の力だとは、とても思えなかった。

　ルーリエがイネーゼのほうを振り向いた。

「あの〈守護者スフインクス〉は、〈魔王〉の力で生み出される幻のようなもの。〈墳墓〉に入る者を選別する墓守。やはり、オルデシアで〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を奪い損ねたのは痛かったですね。かの聖剣さえあれば、私でも資格ある者と認めてくれたでしょうに──」

「ルーリエ卿……」

　イネーゼはごくりと唾を飲み込み、言った。

「このままでは、栄光ある〈聖ルギア騎士団〉が、あの精霊どもに全滅させられてしまう。一度本国に連絡を取り、撤退すべきだ」

　中隊規模の聖騎士団が、この〈赤死の砂漠グル・ア・バル〉に派遣されて、すでに七日が経たつ。

　当初は楽観視していた〈魔王の墳墓〉の探索任務も、先ほどの守護者──強大な力を持つ、〈魔神級〉の精霊どもに阻まれている。

　無論、こちらも聖国の誇る精鋭の騎士団だ。〈魔神級〉精霊の討伐任務を果たしたことは何度もある。実際、あの守護者の精霊も、最初の数体は倒すことができた。

　だが、あの精霊どもは何度倒しても、無限に現れ、昼夜を問わず襲ってくるのだ。

　総勢十二人いた精霊騎士の中隊は、すでに壊滅状態であった。

「たしかに、〈墳ふん墓ぼ〉の守護者スフインクスは少し厄介ですね」

　ルーリエは指先で眼鏡を持ち上げた。

　負傷した騎士たちのそばに屈かがみ、精霊魔術でつぎつぎと傷を癒いやしてゆく。

「でも、撤退はありえません。〈聖法機関デ・ゼツサント〉の命令は絶対です」

「……っ、では、このまま全滅しろと!?」

　声を荒げる騎士団長に、ルーリエは首を振り、

「手は打ってあります。本国に支援要請を出しました」

「支援要請？」

「ミレニア卿が、ルミナリスの〈聖霊騎士団〉と共にこちらへ向かっています」

「〈聖霊騎士団〉だと？」

　イネーゼは眉根を寄せた。

　たしかに、ルミナリス・セイント・レイシェードは、〈アレクサンドリア〉の名家の出身で、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉準優勝の経歴もある、聖国で最も栄誉ある騎士だ。

　しかし、彼女とその部下が来たところで、あの無限に現れる守護者の精霊が相手では、太刀打ちできないだろう。

「ルミナリスには、あれを運んできてもらいます。試験運用も兼ねて、ね」

「……あれ？」

「ええ、この砂漠ごと吹き飛ばしてしまえば、厄介な守護者どもも消えるでしょう？」

　負傷した騎士たちを癒しながら、ルーリエは顔に冷たい微笑を浮かべた。
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　要塞都市〈モルデス〉を出立して、二日目の昼。

　果てしなく続く砂漠の海を、小型の船が突き進む。

〈地脈〉に沿って走る〈砂航船サンド・シツプ〉は、その性質上、あまり自由な航路をとることができないが、飛行艇などに比べ、操そう舵だする者への負担が少ないという利点があった。

「ずいぶん、おんぼろな船ね……これで本当に砂漠を渡れるのかしら？」

　などと、クレアは心配していたが──この船、なんと、あのヴィヴィアン・メローサが改装しているらしく、中身は意外としっかり作ってあるようだ。

　いざとなれば、動力の切り替えも可能になっているとのこと。なんでも、軍用の〈精霊機関〉を転用し、搭載しているらしい。ルビアが〈骸むくろ連盟〉とのコネクションを通じて手に入れた禁製品であった。

（さて、〈赤死の砂漠グル・ア・バル〉には入ったが──）

　甲板の上で、カミトはとめどなく流れる額の汗をぬぐう。

　精霊の力に見放された、血のように真っ赤な不毛の砂漠。

　本当に、こんなところに〈魔王の墳ふん墓ぼ〉など、存在するのだろうか──？

「……～っ、それにしても、暑いわね～……」

　船ふな縁べりの手て摺すりにもたれかかり、ぐったりした様子のクレアが言った。

　炎精霊使いの彼女でも、やはり、暑いものは暑いようだ。

　汗に濡ぬれた制服の襟元を開き、パタパタと手で扇あおいでいる。

　……さきほどから、チラチラと胸もとが見えそうで、とても危なっかしい。

「……っ！」

　カミトはあわてて目を逸そらした。

　と、その視線の先には──

　浜に打ち上げられた人魚のようなものが寝そべっている。

　リンスレットであった。

「……ううう、暑いですわ～……死んでしまいますわ～」

　伯爵家の令嬢であることなどおかまいなしに、甲板の上をごろごろと転がり回る。

　輝くプラチナブロンドの髪は、可哀かわい想そうなくらい傷んでいた。

　……やはり、雪国育ちのお嬢様に、この灼しやく熱ねつの砂漠は厳しいようだ。

「リンスレット、大丈夫か？　ベッドで休んでたほうがいいんじゃないか？」

　カミトがそう声をかけると、

「うう、カミトさん、お気遣いありがとうございますわ。でも、いいんですの。船の中では、ここが一番マシですの」

「まあ、そうかもな……」

　実際、太陽の光が容赦なく照りつける甲板上よりも、船の中はもっと暑い。〈地脈〉の力を吸い上げる〈精霊機関〉が、激しい熱を放出しているためだ。

　軍船である〈レヴァナント〉には冷却用の設備があったが、このオンボロ船にそんなものはなく、もちろん、〈御祓みそぎ〉をするためのシャワーなどもない。

「フェンリルを召喚しなさいよ。少しは涼しくなるでしょ」

　汗だくになったクレアが言うと、

「フェンリルは、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の中でも極寒の地、〈ニブルヘイム〉で生まれた精霊ですのよ。こんな場所に召喚しては、可哀かわい想そうですわ」

　そう弱々しく答えるリンスレット。

（……本当に気立ての優しいお嬢様だな）

　と、カミトは感心する。ローレンフロストの領民やメイド、はては学院の精霊たちにまで人気があるのも、この優しい性格ゆえだろう。

「それはそうだけど……ってスカーレット、あんたは〈元素精霊界〉に戻りなさいよね」

　クレアの命令に、炎を纏まとう火猫はにゃーと首を横に振る。どうやら、スカーレットはこの灼しやく熱ねつの砂漠が気に入ってしまったようだ。

　スカーレットの纏う炎は、実際の炎ほど熱くはないのだが、やはり、視覚的に暑苦しいものがある。

「二人とも、このくらいの暑さは我慢しなさい」

　と、どこからか、フィアナの声が聞こえてきた。

「……？」

　カミトたちがきょろきょろと見回すと──

　大きな木箱の上に座る、騎士精霊〈ゲオルギウス〉の姿があった。

　騎士精霊の首の部分がガチャンと開き、フィアナが顔を覗のぞかせる。

「あんた、なんてとこに入ってるのよ……！」

「ふふっ、この鎧よろいの中、外界と遮断されているから涼しいのよ」

「たしか、ゲオルギウスの中身は〈元素精霊界〉と繋つながってるんじゃなかったか？」

「今は〈元素精霊界〉との〈門〉を閉じてるもの。私が入っても大丈夫よ」

　……なるほど。なかなか知恵を働かせたようだ。

「王女殿下、ずるいですわ！」

「あ、あたしも入れなさい！」

　クレアとリンスレットは二人して、ゲオルギウスの甲かつ冑ちゆうをぽかぽか叩たたく。

「悪いわね、〈ゲオルギウス〉は王家専用のロイヤルな精霊なのよ」

　そっけなく言うと、フィアナは再び兜かぶとをガシャンとおろしてしまった。

「あっ、ケチ王女！」

「オルデシア建国以来の暴君ですわ！」

　二人は恨めしげに甲かつ冑ちゆうを叩たたくが、騎士精霊の鎧よろいはびくともしない。

「二人とも、そんなことしてると余計に暑くなるぞ」

「そ、それもそうね、はあ……」

「もう限界ですわ～」

　二人はまた、甲板の床にぐったりと倒れこむ。

　と、そこへ──

「まったく、この程度の暑さでへばるとは、日頃の鍛錬が足りないな」

　カミトたちのもとに、涼しい風が吹きつけた。

　跳び下りてきたのは、〈風翼の槍レイ・ホーク〉を手にしたエリスである。

　先ほどから、船室の上で槍やりの訓練をしていたらしく、髪先は汗で濡ぬれそぼっている。

　制服が微妙に透けて、下着の線が見えてしまっているのだが──

「……っ！」

　指摘するのもあれなので、カミトは黙って目を逸そらした。

「あんた、この暑さで、よく訓練なんてできるわね」
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「私には、生来の風の祝福があるからな」

「羨ましいですわ……」

「まあ、夜になれば、また涼しくなるだろう」

「夜は涼しいというか、むしろ寒いのよね……はぁ」

　呟つぶやくと、クレアは見渡す限り真っ赤な〈赤死の砂漠グル・ア・バル〉を見渡して、

「ところで、カミト」

「な、なんだよ」

　なぜか、じーっと睨にらんでくるクレアに、カミトはちょっとあとずさる。

「あんた、船に乗るとき、姉様となにを話していたの？」

「あ、ああ……まあ、いろいろ、な……」

　カミトはあさってのほうに目をやり、誤ご魔ま化かした。

（俺が勝手に言っちまうのもな……）

　彼女のあの言葉は、やはり、彼女自身が伝えるべきものだろう。

「む、なによ、怪しいわね……」

　そんなカミトの態度に、クレアはむむっと不審な眼まな差ざしを向けるのだった。





　　　　◇






　雪のように真っ白な夢の中で──

　エストは目を覚ました。

（……また、あの夢……なのですね──）

　心の中で、冷たく呟く。

　覚醒はしているものの、自由に動くことはできない。

　彼女の意識は、とある祠ほこらにある、岩に突き立った聖剣に封印されているのだった。

　数千年前、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉で起きた戦争で──

　最強の精霊兵器として使役された彼女は、〈元素精霊界〉と〈人間界〉が分かたれたその日、この大陸に堕おとされた。

　何なん人ぴとにも、決して使役されることのない精霊。

　決して抜くことのできない剣として。

　剣精霊──テルミヌス・エスト。

〈元素精霊界〉での力には遠く及ばぬとはいえ、人が手にするには、余りに過ぎた力。

　故に、その剣は、誰にも触れられることなく、ただ畏れをもって崇敬され、この小さな祠で永遠の時を過ごす。

　──そのはずだった。

　彼女が地上に堕おちてより、二千年の刻ときが経たった。

　その日、祠ほこらにやってきたのは、山へ薪まき拾いをしに来た少女だった。

　真っ白な羊毛の服に身を包んだ、可か憐れんな顔立ちの少女。

　おそらく、迷い込んできたのだろう。

　少女は、そこに最強の精霊が封印されていることも知らず──

　なんの気もなしに、彼女を引き抜いた。

　これまで、幾人もの人間たちが、彼女を手に取ろうとしてきた。

　ある者は名声を得るために、またある者は、世界を救う力を求めて。

　けれど、少女は、それまでに来たどの人間たちとも違った。

　少女は、聖剣の力を欲することなく──

　ただ、友達が欲しい、と──そう願ったのだ。

（……だめ……です、私と契約したら、あなたは──！）

　真っ白な夢の中で、エストの意識は叫ぶ。

　しかし、その声が形になることはなかった──





　　　　◇






　カミトたちを乗せた〈砂航船サンド・シツプ〉は、熱砂の砂漠を走り続けた。

　すでに日は傾きかけ、甲板には長い影が落ちている。だが、行けども行けども、広がるのは赤い砂の海ばかりで、オアシスのひとつも見当たらない。

「このままじゃ、今日もなにも見つからなさそうだな……」

　甲板の手て摺すりにもたれ、カミトはため息を漏らした。

「サラディア王女は、本当にこんなところを踏破したのかしら？」

「どうだろうな。案外、もう追い越しちまってるかも──」

「まあ、その可能性はあるわね」

　クレアも小さく肩をすくめる。

「せめて、手がかりのひとつもあればな──」

　カミトは呟つぶやくと、船の手摺りから手を離した。

「どこ行くの？」

「ああ、ちょっと、エストの様子を見てくる」

「ふーん……あいかわらず、エストに甘いわね」

「まあな」

　答えると、制服に着いた大量の砂を払い、カミトは船室に向かった。

　二日前、エストは昔の夢を見た。

　そのとき以来、彼女は、なんだか不安そうな表情をするようになったのだ。

　はた目には、普段と同じ無表情に見えるかもしれない。けれどカミトは、相棒のわずかな表情の変化に気づいていた。

　船室に戻り、ドアを開ける。と──

　自分のベッドが小さく膨らんでいることに気付く。

　シーツの端っこから、輝く銀髪が零こぼれていた。

「エスト、どうしたんだ？」

　エストがカミトのベッドに潜り込んでいることは、そう珍しいことではない。

　いや、まあ、それはそれで問題のような気もするのだが……

　カミトはベッドに近付き、シーツをそっと剥はがした。

「……エスト？」

「カミ……ト……」

　全裸ニーソの剣精霊は、どこかぼうっとした表情で、カミトを見つめると──

　小さな腕で、ぎゅっと抱きついてくる。

　いつものように、ただ甘えているのでないことは、すぐにわかった。

　また、不安になるような夢を見たのだろう。

　普段と様子が違うのは、それだけではなかった。

「エ、エスト、それ、どうしたんだよ！」

　カミトは思わず、驚きの声を上げてしまう。

　いつも穿はいている黒ニーソが、カラフルなしましまニーソになっていたのだ。

「……っ！」

　すると、エストは紫紺ヴイオレツトの瞳を見開き、あわてていつもの黒ニーソを再構築する。

「恥ずかしいところを見られてしまいました」

「いや、そのこだわりはよくわからんが……」

　しましまニーソもかなり可愛かわいかったが──

　……それはともかく、これまでこんなことはなかったはずだ。

　……きっと、それだけ動揺してるってことなんだろう。

「エスト、大丈夫か？　また昔の夢を見たのか？」

　訊たずねると、エストはこくっと頷うなずく。

「今度は、どんな夢だったんだ？」

「──覚えていません」

「そうか……」

　──カミトには、思いあたることがあった。

（前にも、昔のエストの記憶が蘇よみがえったことがあったな……）

　それは、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の予選前日のことだ。ルビアに刻まれた〈呪紋〉を消滅させるため、エストは聖剣としての力を使いはたしてしまった。

　そのとき、一時的にだが、カミトとの精霊契約が途絶え、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉のどこかにある、エストの本体──正真正銘の〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉の記憶が蘇よみがえったのだ。

　もしかすると、今のエストが見ている夢も、あのときと同じように、テルミヌス・エスト本体の記憶が流れこんでいるのかもしれなかった。

　だとすれば──

　と、カミトは右手に刻まれた、剣の〈精霊刻印〉に目を落とした。

（……まさか、エストとの精霊契約が、正常な形に戻ろうとしてるのか？）

　もともと、カミトがエストと交わした契約は、かなり不完全なものだ。今の〈魔王殺しの聖剣〉は、本来、エストが持つ力の十分の一程度の力しか発揮できていない。

　その本来の力が、エストの中に戻ろうとしているのだろうか──？

　エストは、カミトの服の袖をぎゅっと掴つかんだ。

「カミト、怖いです」

　白銀に輝く髪が、儚はかなく揺れる。

「あの夢を見るたびに、私が私でなくなっていくような気がします──」

「エスト……」

　そんな剣精霊の頭を、カミトはそっと撫なでてやり、

「俺にとって、エストはお前だけだ。お前だけが、エストだ」

「カミト──」

　エストがハッと顔を上げ、紫紺ヴイオレツトの瞳を瞬かせる。

　──と、そのとき。

　ゴオオオオオオオオオオオオオオオッ……！

　突然、船が激しく震動し、地鳴りのような轟ごう音おんが響き渡った。

「……っ、な、なんだ!?」
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　あわてて甲板に上がったカミトは、眼前に広がる光景に唖あ然ぜんとした。

　砂の海に広がる巨大な渦が、〈砂航船サンド・シツプ〉を引きずり込もうとしているのだ。

「……おいおい、なんだあれは？」

　船ふな縁べりに身を乗り出し、カミトは叫んだ。

「あ、あたしにも、わからないわよ！」

「突然、船の針路上に現れたのですわ！」

　大きく傾斜した甲板上で、お嬢様たちもパニックに陥っているようだ。

「渦うず潮しおよ……！」

「渦潮？」

　必死に操そう舵だ輪を握るフィアナに、カミトは訊きき返した。

「地脈の流れが滞ることによって生まれる渦。普通は海で起きる現象なんだけど──」

　ギイイイイイイッ──と軋きしむような音がして、船体が更に傾いた。

「きゃあああっ！」

「おわっ！」

　バランスを崩し、ころころと甲板を転がるクレアを、カミトはあわてて抱きとめる。

「よっ……と、大丈夫か？」

「……う、うん……あ、ありがと」

　頬ほおをほのかに赤く染め、頷うなずくクレア。

「……っ、だめ！　船が引き寄せられているわ！」

　フィアナは操舵輪に嵌はめ込まれた精霊鉱石に〈神威カムイ〉を送り込むが、船の針路は変わらない。それどころか、渦の中心に向かってますます引きずり込まれてゆく。

　もともと、〈地脈〉を通る〈神威〉を動力にして走る船だ。姫巫み女こが〈神威〉を籠こめたところで、コントロールできるはずもない。

「このままじゃ、船がバラバラになるわ──」

　クレアが焦った表情で言った。

「エリス、風の精霊魔術で、船ごと浮かせることはできる？」

「……いや、さすがに、これほど大きな船を浮かせるのは無理だ」

　エリスが首を横に振る。それでも、彼女は〈風翼の槍レイ・ホーク〉で風を操り、船の傾きを少しでも戻そうとしていた。

「見て！　渦の中心に、なにかいるわ！」

　フィアナが叫ぶ。カミトは砂嵐の向こうへ目を凝らした。

　渦の中心に、黒光りする巨大なハサミのようなものが見えた。

　ハサミは、カミトたちの船を待ち受けるように、ガチガチと開閉している。

「あれは……精霊？　いや、魔獣か……？」

「──砂漠の大砂蟻〈アントリオン〉ね。通称〈船の壊し屋シツプ・ブレイカー〉よ」

　と、腰に差した〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉が声を発した。

「レスティア、そんなもんがいるなら、もっと早く教えてくれ！」

「千年前の怪物がまだ棲せい息そくしているなんて、思いもしなかったわ」

　今は魔剣の姿のレスティアが、ぺろっと舌を出したような気がした。

「お、おまえな～……」

「あの大顎で挟まれたら、こんなオンボロ船、あっというまに粉々でしょうね」

「ああ、そうだろうな──」

　カミトは髪をくしゃくしゃとかき混ぜると、船ふな縁べりに足を乗せた。

「カミト、どうするの？」

　クレアが尋ねてくる。

「とりあえず、あの怪物を倒す──」

「わかった。あたしたちは援護をするわ」

　炎の鞭むちを手に頷うなずくクレア。エリスとリンスレットも、それぞれ精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエを展開する。

　このあたりは、もう阿あ吽うんの呼吸というやつだ。

　エリスの唱えた〈飛ひ翔しよう〉の魔術が、カミトの周囲に風の渦を形成する。

「行くぞ、レスティア」

「ふふ、任せて──」

　闇の魔剣が、バチバチッと漆黒の雷火を奔はしらせる。

　カミトは〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉を手に、砂の渦へ飛び込んだ。
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「……まったく。どうりで、〈赤死の砂漠グル・ア・バル〉などと呼ばれるはずだ」

「ルビア様も人が悪いわ。教えてくれればよかったのに」

「しかたないわよ。姉様だって、あんな怪物がいるなんて、知らなかったんでしょうし」

　髪に絡まった砂を取りながらぼやくフィアナに、クレアが肩をすくめて言った。

　すっかり日の落ちた、夜の砂漠で──

　カミトたちは砂の上に座り込み、夜の星空を仰いでいた。

　砂の渦に呑のみ込まれた船体は、大きくひしゃげ、ほぼ残骸のような姿になっている。

　剥むき出しになった炉の精霊鉱石が青白い燐りん光こうを放ち、あたりをほのかに照らしていた。

　……こんな状況になったのは、カミトがしくじった──せいでは断じてない。

　リンスレットの〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉で動きを止めた隙に、カミトは〈絶剣技〉の大技を放ち、あの大顎の魔獣を、見事一撃で倒してみせたのだ。

　……だが、そこから、予想だにしないことが起きた。

　なんと、砂の大渦の中から、さらに大きな大顎を持つ〈アントリオン〉が、何十体も這はい出てきたのである。

「まさか、あの渦の中心が魔獣の巣でしたとは、このわたくしの目をもってしても見抜けませんでしたわ」

「ああ、あんな化け物みたいな魔獣がごろごろいるなんて思わないぞ、普通……」

　仲間を倒され、怒り狂った魔獣の群れは、〈砂航船サンド・シツプ〉を粉々に噛かみ砕いた。

　間一髪、カミトたちは船から脱出し、魔獣たちとの戦いに勝利を収めたものの、なにもない砂漠の真ん中に放ほうり出され、そのまま野営をするハメになってしまったのだった。

　あたりを見回せば、カミトたちの船のほかにも、砂に埋まった〈砂航船〉の墓標がいくつもある。〈赤死の砂漠グル・ア・バル〉に向かい、消息不明になった商船の多くは、あの怪物の巣に引きずり込まれてしまったのだろう。

「……完全に日が暮れてしまいましたわね」

「炉に使ってた精霊鉱石は残っているけど、修理はできないかしら」

　クレアが言った。

「これは、さすがに無理だろうな」

　バラバラになった船の残骸に目をやり、エリスが首を振る。

　なにげに工作の得意なエリスは、前にカミトの家を三時間で作ったことがあるが、たとえシムルグの力を借りたとしても、ここで船を修理するのは不可能だろう。

「今夜は、ここで野営するしかないみたいだな」

「そうね……」

　方向もろくにわからぬまま、やみくもに砂漠を歩くのは自殺行為だ。〈教導院〉時代、荒野に放り出されたことのあるカミトは、そのことを身をもって知っていた。

　幸いなことに、荷物のほとんどは、フィアナが〈ゲオルギウス〉の異空間に格納していたため、無事だった。もし、水や食糧までもが呑のみ込まれていたら、全員、砂の藻も屑くずとなって、ここで息絶えていただろう。

「炎よ、踊れ──」

　砂に突き刺した廃材に、クレアが照明代わりの炎を灯ともす。

「あまねく風よ、我われ等らに安らぎを与えたまえ──〈風防の壁エア・ウオール〉」

　エリスが呪文を唱え、風の障壁でキャンプの周りを覆った。

「前途多難ね。サラディア王女が無事だといいけれど──」

　フィアナがため息交じりに呟つぶやく。

　たしかに、あんな魔獣が跋ばつ扈こしているような砂漠で、サラディア・カーンが無事でいる保証はない。王女自身、強力な精霊使いだとは聞くが、それでも、魔獣に立て続けに襲われれば、ひとたまりもないだろう。

「サラディア王女には、用心棒がいると聞きましたわ」

「ああ、噂うわさでは、〈教国〉の親衛隊を一人で相手取ったらしい」

　エリスが頷うなずく。

「相当腕の立つ奴やつなんだろうな──」

　ふと、カミトが足もとに視線を向けると、砂が小さく跳ねるのが見えた。

「……ん？」

　カミトはひょいっと砂に手を突っ込み、砂の下で蠢うごめくものを捕まえる。

　持ち上げてみると、大きなハサミのある、砂色のロブスターのような生き物だった。

「なんだ？　さっきの〈アントリオン〉の子供か？」

「カミトさん、それは〈砂サソリ〉ですわ」

　リンスレットが目を輝かせて立ち上がった。

「ひょっとして、食えるのか？」

「……色が赤いし、なんか怪しいわ。やめたほうがいいわよ」

　クレアが微妙な表情で言う。

「少々の麻ま痺ひ毒はありますけど、尻尾を切って毒抜きすれば大丈夫ですわ」

「ほんとに……？」

「ふっ、わたくしにお任せなさいな──出いでよ、〈フェンリル〉！」

　リンスレットがパチリと指を鳴らすと、虚こ空くうから吹雪を纏まとう魔氷精霊が現れ、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉に繋つながった口の中から、つぎつぎと料理の道具を出現させた。

　ひときわ目立つのは、鈍にび色いろに輝く大きな寸ずん胴どう鍋だ。

「なにを作るつもりなのだ？」

　と、エリスが尋ねる。

「砂サソリを使った、特製のカレーですわ」

「カレー？　なんだそれは？」

「オルデシアではあまり一般的な料理ではありませんわね。もともとの発祥はバルスタン王国ですけど、今では〈神儀院〉の姫巫み女こが作る食事として有名ですわ」

「昔、〈地の精霊王〉に仕えていた〈精霊姫〉様が、過酷な修行に励む姫巫女のために作ったとされる料理よ。滋養強壮の効果があって、〈神威カムイ〉も補給できるの。〈神儀院〉では、週に一度カレーの出る日があるわ」

〈神儀院〉育ちのフィアナが、人差し指をたてて説明する。

「なるほど、それは期待できそうだな」

「まずは香草をたっぷり煮込んだルーを作りますわ。クレア、火猫さんの用意を」

「もう、〈スカーレット〉はコンロじゃないわよ」

　文句を言いながらも、クレアは火猫精霊を召喚する。

　浅く掘った砂の上で、くるんと丸くなったスカーレットの背中に寸胴鍋をのせ、リンスレットは粉状になった香辛料と香草をリズミカルに放ほうり込んでゆく。

　蓋をすると、すぐにぐつぐつと煮える音がした。

　スカーレットの炎を囲むようにして、みんなでカレーができるのを待つ。

「……なんにせよ、このまま〈魔王の墳ふん墓ぼ〉に向かうのは無謀の極みね」

　クレアがため息まじりに呟つぶやいた。

　たしかに、船を失った以上、一度オアシスのある街まで引き返すしかないだろう。

「ここは、〈赤死の砂漠グル・ア・バル〉のどのあたりなんだ？」

「わからないわ。方角のわかる〈精霊鉱石〉も役にたたないし」

「砂漠の中心に近付いてはいるはずなんだが、遺跡のひとつも見当たらないな」

「そもそも、〈魔王の墳墓〉がどんな形をしているのかも、不明ですしね」

　エリスとリンスレットが揃そろって肩をすくめる。

「……どこかで御祓みそぎもしたいわね。穢けがれが溜たまって、〈神威カムイ〉の循環が滞っているわ」

　クレアが砂まみれの制服を見下ろして言った。たしかに、男のカミトはともかく、貴族のお嬢様たちにとって、御祓ができないのは死活問題だろう。

「オアシスを探すか？」

「そう都合良くはないわよ。精霊にも見放された〈赤死の砂漠〉なんだし──」

「それもそうか」

「……」

　そのとき──

　じっとなにかを考え込んでいたフィアナが、ハッと顔を上げた。

「ねえ、〈砂の御祓〉はどうかしら？」

「砂の御祓？」

　クレアたちが怪け訝げんそうに眉をひそめる。

「ええ、太陽の光で浄化された砂は、清浄な水と同じように清められているのよ」

「ほ、本当ですの？」

「そんなの、聞いたことないわよ」

「ものは試しよ、やってみましょう──」

　疑念の声を上げるクレアたちに、フィアナは自信満々に頷うなずいてみせるのだった。
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　真っ暗な視界の中で──

「……な、なあ、もういいか？」

　カミトはおそるおそる、声を発した。

「ま、まだだめよ！」

「だめですわ！」

　と、そんな答えが返ってくる。

「正直、この体勢はかなり辛つらいんだが……」

　カミトは目隠しをされたまま、なんとか身じろぎしようとした。

　だが、全身に重く盛られた砂は、びくともしない。

　まあ、その気になれば抜け出せはするのだろうが──

　その場合、クレアたちの総攻撃を覚悟しなければならないだろう。

「……」

　しゅるっ。すぱんっ。するするするっ。

　……なんだか、いろいろ想像してしまいそうな、衣きぬ擦ずれの音が聞こえてくる。

　ひょっとして、いま下着を脱いでいるのだろうか……？

（……つーか、この格好は、いろいろマズイだろ）

　カミトは心の中で大きなため息をついた。

　全身を砂に埋められ、目隠しまでされている。

　見る者が見れば、立派な変態だろう……。いや、見る者が見なくても変態だ。

　まあ、こうして砂に埋まっているのも〈御祓みそぎ〉の一種らしいのだが。

（俺に目隠しするくらいなら、もっと遠くで着替えればいいんじゃないか？）

　と、そんなことを思ってしまう。

　いや、クレアたちは十分に距離をとっているつもりなんだろうが──

　……こんなときばかりは、〈教導院〉で訓練された聴覚の鋭さを呪いたくなる。

「な、なんだか、妙にドキドキするな、そ、外で裸になるというのは……」

「え、ええ……イケナイことをしている気分になりますわね……」

　カミトには聞こえていないと思っているのか、女の子たちのヒソヒソ声が聞こえてくる。

「でも、開放的でいいわね。ちょっと、癖になりそうかも♪」

「フィアナ、あ、あんた、なに言ってるのよ！」

　しゅるしゅる。すー。ぱっつん。

「……んっ、す、砂が……ヘンなところに入ってきて……ぁんっ……困りますわ」

「なんだか……ぁんっ……気持ち悪い感触ね。み、水の御祓のほうがいいわ」

　すりすりすり……と、太ももを擦こする音が聞こえてくる。

（おいおい、勘弁してくれ……！）

　砂の中でカミトが顔を真っ赤にしていると、

「ふ、ふああっ！　な、なんだこれは……！」

　エリスが悲鳴のような声をあげた。

「エリス、どうしたのよ？」

「い、いや……その、だな……」

「ちょっと、なによその下着！　胸がぱっつんぱっつんじゃない！」

「エリス、真面目だと思ってたのに、意外と大胆なのね……」

「騎士団長、は、はしたないですわ！」

「ち、違う！」

　エリスは涙声で否定した。

「なにが違うのよ」

「こ、これは、義あ姉ね上の水着なのだ！　どうやら、入れ間違えてしまったらしい……」

「ああ、そういうこと……」

「この娘こ、意外と間が抜けてるのよね」

　フィアナがちょっと呆あきれたように呟つぶやく。

「……うう」

　……カミトは、真っ暗な視界の中で、その光景を想像した。

　たしかにヴェルサリアは、わがままボディなエリスに比べると、スレンダーな体型だ。

　彼女の下着をエリスが着れば、どんなことになってしまうのだろう……？

　……なんだかんだで、カミトも年頃の男の子である。

　いま、超至近距離で、同級生の美少女たちがあられもない水着姿になっているのだ。

　目隠しをされてはいるものの、それが余計によからぬ想像を刺激してしまう。

（……っ、だ、だめだ……！）

　思わず、思い浮かんだ煩悩を振り払おうと、カミトはぶんぶん首を振る。

　だが、そんなカミトの努力をよそに、女の子たちは砂浴びの御祓みそぎをはじめてしまう。

「さあ、まずは砂で身体を洗いましょうか」

　と、フィアナが妙に楽しそうに言う。

「あ、あんまり、気が進まないわね……」

「なんだか、変な感じですわ」

　文句を言いながらも、サラサラと砂をすくう音が聞こえてくる。

「……～っ、んっ……あっ……なんだか、砂がもぞもぞしてくすぐったいわ」

「お尻に入って……んっ、くっつきますわね……」

「……ぁんっ、む、胸が……こすれて……ひゃん♪」

「エリス、それじゃ、胸が洗えてないわよ♪」

「お、王女殿下、なにをするのだっ、くぅ……ぁん♪」

　普段は凜り々りしいエリスからも甘い声があがり始める。

（な、なにしてるんだよ……！）

　カミトはごくりと息を呑のんだ。

　……これ以上ここにいたら、いろいろマズイことになりそうだ！

（ひ、ひとまず、砂に潜ってこの場を離れよう……）

〈土門隠行〉──教導院の暗殺技で、砂の中に身を隠そうと身じろぎする。

　──と、そのせいなのか、そもそもあまりきつく結んでいなかったのか、目隠しの布がはらりとほどけ落ちた。

「……っ！」

　焚たき火の炎に照らされた光景が、カミトの網膜に飛び込んでくる。

　砂をかきだすため、パンツをおろしたままの姿勢で固まるクレア。こちらへ向けて、可愛かわいらしくお尻を突きだしたリンスレット。フィアナは、三角の小さな布きれからはみだした、エリスのたわわな胸に、砂を揉もみ込んでいる。

　桃源郷のようなその光景に、カミトの頭は一瞬パニックになり、その場で固まった。

「……～っ、ふ、ふああっ！　カ、カミト、ななな、なにしてるのよ！」

　視線に気付いたクレアが、真っ赤な顔で叫んだ。

「お、おのれ破廉恥な！」

「カ、カミトさん、えっちですわ！」

「ち、違う！　これは目隠しが外れて──」

　身の危険を感じたカミトは、砂の中から立ち上がった。

　しなやかな裸の上半身を見て、女の子たちがきゃあっと悲鳴を上げる。

「な、なに見せてるのよっ、こ、この変態！　露出魔！　淫獣！」

「露出魔って、お前な……」

　クレアに一方的に言われ、カミトもカチンときた。

「そ、そもそもだな、砂浴びをするなら、もっと離れた場所ですればいいだろ！」

「そ、それはっ──」

「だめよ。せっかくの水着姿、カミト君に見て欲しいもの、ね♪」

「な、なな、なに言ってるのよ、ばか王女っ、エロ王女！」

　フィアナをぽかぽか叩たたくクレアだが、未成長の身体を覆うその水着姿は、ドキッとするほど可愛らしい。

「と、とにかく、カミトはあっち向いてなさい！」

「わかったよ……」

　クレアがいまにも鞭むちを振るいそうなので、あさってのほうを向くカミト。

　やれやれと嘆息した、そのとき。

「……は？」

　思わず、そんな間抜けな声が出た。

　振り返ったそこに──

　青白く輝く巨人が浮かんでいた。

「なん──」

　だ──と、カミトが言いかけた、その刹那。

　ズウウウウウウウウウウウンッ！

　巨人が、地面に降り立った。

「きゃああああああっ！」

「な、なんですの！」

　着地の衝撃で周囲のものが吹き飛び、大量の砂が空気中に舞い上がる。

「……っ、な、なんだ、こいつは!?」

　なんとか踏みとどまったカミトは、目をこすり、再び眼前の巨人を見た。

　筋骨隆々とした肉体に、牛のような頭部を持ったその巨人は──

　巨大な両刃の大剣を手に、直立不動のまま、じっとカミトを睥へい睨げいしていた。

「な、なによ、あんた……！」

　砂すな埃ぼこりでけほけほと噎むせながら、水着姿のクレアが声を上げた。

「……っ、せっかくのカレーを……許せませんわ！」

　リンスレットは〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉の弓を素早く展開する。彼女のすぐそばには、吹っ飛んで空になった鍋が転がっていた。……カレーは台無しだ。

「待って、二人とも！」

　攻撃態勢をとる二人を、フィアナが制止した。

「あれは──精霊よ」

「精霊だと？　しかし王女殿下、この砂漠に精霊は存在しないはずでは？」

　エリスがそんな疑問を口にする。

　そう、この〈赤死の砂漠グル・ア・バル〉に精霊は存在しない。……そのはずだった。

（だとすると、こいつは一体……？）

　カミトは胸中で訝いぶかった。

　……いや、目の前にいるこの巨人が、精霊であることに間違いはないだろう。

　それも、かなり人型に近い──高位の精霊だ。たしかに、高位精霊であれば、この砂漠でも存在し続けることはできるのだろうが──

　──と、次の瞬間。

　ブンッ──牛ぎゆう頭とうの巨人が、手にした大剣を振り下ろした。

　カミトの鼻先に、刃の切っ先が向けられる。

「……っ、カミト！」

　クレアが悲鳴を上げた。

　だが、カミトは微動だにしない。殺意をまったく感じなかったのだ。

〈我は、汝なんじに資格を問う者──審判者〉

　巨人が口を開く。唸うなるようなその声は、夜の砂漠に殷いん々いんと響き渡った。

「資格？　なんのことだ？」

〈我が主人が招くは、〈墳ふん墓ぼ〉に至る資格を持つ者──〉

「墳墓だと？」

　カミトはハッとした。

（まさか、この精霊は──！）

「〈魔王の墳墓〉の守護者……？」

　背後で、クレアが驚きの声を上げる。

「……なるほど。あんたが門番ってわけか」

　突きつけられた刃の尖せん端たんを見つめ、カミトは言った。

〈魔王の墳墓〉に守護者のような存在がいることは、ある程度は予想していたことだ。

　まさか、あちらから出向いてくるとは思わなかったが──

（けど、これはいい流れかもな……）

　こんな精霊が出てくるということは──

〈魔王の墳墓〉がこの砂漠に実在する可能性は、かなり高まった。

「それで──」

　と、カミトは精霊を睨にらみ返して、言った。

「俺たちに、その資格ってやつがあるかどうか、どうやって証明すればいい？」

〈──審判の方法は唯ただ一つ。我に汝の力を証せよ〉

「……だろうと思ったよ」

　カミトは肩をすくめると──

　数歩下がって、近くの地面に突き立てていた契約精霊の双剣──〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉と〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉を抜き放った。

　そして、不敵に笑う。

「──望むところだ」

　王家の血が必要だとか、そんな条件を出されたら、正直お手上げだったが──

　力でねじ伏せればいいとなれば、話は単純だ。

『──カミト、あまり油断しないほうがいいわよ』

　闇の魔剣を手にした途端、頭の中にレスティアの声が響いた。

「レスティア、あの精霊のことを知ってるのか？」

『ええ。あれは、かつて〈魔王〉の使役した七十二柱の精霊のひとつ──守護精霊〈スフィンクス〉よ。人間の等級分けでは、〈魔神級〉に分類されるわね』

「〈魔神級〉か──」

　アレイシア精霊学院の任務では、最高ランクの討伐対象。主に〈精霊の森〉の最深部にのみ存在すると言われる精霊だ。あのヴェルサリア・イーヴァも、単独での〈魔神級〉精霊を倒すのに、数週間かかっている。

　だが、カミトはまったく動じることなく、

「〈伝説級レジエンド〉でも〈神話級ミシツク〉でもないんだろ？　だったら、問題ない──」

　言い捨てて、双剣に〈神威カムイ〉を込めた。

　鋼の聖剣が白銀の輝きを放ち、闇の魔剣が漆黒の魔光を刃に纏まとう。

「カミト、あたしたちも一緒に戦うわ」

「わたくしも、カレーの恨みを晴らしますわ！」

　それぞれ〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉を手にしたお嬢様たちが、駆け寄ってこようとする。

　だが、カミトは首を振り、

「いや、気持ちはありがたいが、みんなは下がっててくれ──」

「ど、どうしてよ！」

「わたくしたちだって、十分力になれますわ！」

「ああ、それはわかってる。けど、ちゃんと御祓みそぎを済ませてない状態じゃ、契約精霊の力を発揮できないだろ？」

「それは……」

　クレアはむっと口をつぐんだ。

　彼女の手にした〈炎の鞭フレイムタン〉の炎は、普段の数分の一ほどしか勢いがない。エリスやリンスレットのそれも似たようなものだった。

「みんな、ここはカミト君に任せましょう」

「わ、わかったわよ……」

　しかたないわね──と呟つぶやき、クレアは〈炎の鞭〉を消滅させる。

「カミト、負けたら承知しないわよ」

　カミトは無言で頷うなずくと、足を前に踏み出した。

　実のところ、カミトが一人で戦うことを選んだのには、もう一つ理由があった。

　この精霊は、力を証明しろ──と言った。

　全員で倒してしまっては、資格ある者として認められないかもしれない。

　オオオオオオオオオオオオッ！

　審判者──〈スフィンクス〉が、地を揺るがすような咆ほう哮こうをあげた。

　空気がビリビリと震え、強烈な覇気が肌を刺す。

「上等だ。俺にその資格者があるかどうか、試してみろ──」

　カミトは唇の端を吊つり上げると──

　脚に収しゆう斂れんさせた〈神威〉を爆発させ、一気に踏み込んだ。





　　　　◇






（大型の〈魔神級〉精霊──〈破ノ型〉で一気に仕留める！）

　剣舞を演じるときと、精霊を狩るときの戦闘スタイルは、大きく異なる。

　前者は多彩な剣技を駆使した読み合いが華だが、後者は力と力の衝突だ。

　渾こん身しんの〈神威カムイ〉を〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉に込め、一気に叩たたきつける──

　それが、グレイワースに実地で教わった、狩りのやり方だった。

「おおおおおおおおっ！」

　全身から放たれる〈神威〉の輝きが、砂漠の夜を煌こう々こうと照らしだす。

　繰り出す技は、双剣による〈絶剣技〉──〈烈れつ華か螺ら旋せん剣けん舞ぶ・迅じん雷らい千せん撃げき〉。

　対人剣技ではない。大型の精霊を倒すために生み出された技だ。

　スフィンクスが大剣を真一文字に薙ないだ。

　砂混じりの颶ぐ風ふうが吹き荒れ、カミト目がけて襲いかかる。

（小手先の技だ──）

　荒れ狂う無数の風刃の中を、カミトは敢あえて突っ切った。

　その太刀筋を視認することはできない。

　が、大気中に躍る砂の動きを視みれば、回避はさほど難しくない。

　風刃が頬ほおをかすめ、血が舞った。かまわず、巨人の懐に飛び込む。

「絶剣技〈破ノ型〉──〈烈華螺旋──」

　刹那。絶剣技の発動を解除キヤンセル。双剣を交差させて防御の構えをとる。

　重ねた剣の側面を、真紅の熱閃が音も無く穿うがった。

（……なっ!?）

　ドオオオオオオオオオオンッ！

　炸さく裂れつ。衝撃で吹っ飛ばされる。

「くっ──」

　受け身を取りつつ砂地に着地──そこへまた熱閃が撃ち込まれる。

　脳が判断するより先に、右手が〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を振り抜いた。

　ギィンッ──と、耳障りな音が響く。

　弾はじかれた熱閃はあさっての方向に着弾し、轟ごう音おんと共に大きな火柱を上げた。

　もし直撃すれば、一瞬で消し炭となっていた。否、防御したとしても、最強の剣精霊でなければ、完全に防ぐことはできなかっただろう。

　恐るべき威力と攻撃の精度──

（……っ、なんだ今の攻撃は──）

　眼前の〈スフィンクス〉の動きは、完全に見切っていた。

　攻撃の予備動作はなかった──はずだ。

　だとすると──

　カミトはハッとして空を見上げた。

　そこに──

　錫しやく杖じようを手にした、犬の頭部を持つ巨人が浮かんでいた。

「……っ、もう一体、だと!?」

　カミトの表情が引き攣つった。

「まてまて、聞いてないぞ……」

　近接攻撃タイプの牛頭スフィンクスに対し、犬頭のほうは、遠距離からの攻撃を得意とするタイプのようだ。

『──スフィンクスは、同系統で役割の違う個体が四体いるのよ』

「なんだよそれ、後出しでずるくないか？」

『カミトなら、なんとかなるでしょう』

　レスティアは他ひ人と事ごとのように言った。

　……三年前、グレイワースに森へ放ほうり出されたときにも言われた台詞せりふだ。

　もっとも、〈魔神級〉の精霊を二体同時に相手取るというのは、グレイワースの非人道的な訓練を受けていたあの頃にもなかった試練だが──

『あのような下級精霊、カミトの敵ではありません』

　と、エストもそんなことを言ってくる。

（下級精霊って……）

　エストからすれば、〈魔神級〉の精霊もその程度の扱いなのかもしれないが──

　胸中で苦笑しながら、カミトは双剣を構えた。

　……まあ、自分一人でやると、クレアたちに大おお見み得えを切った手前もある。

　相手が増えようが、やるしかないだろう。

（こっちにも、最強クラスの精霊が二人いるんだしな──）

　牛頭の巨人が、咆ほう哮こうを上げて突進してきた。

　こちらは、力を象徴する〈スフィンクス〉なのだろう。

　パワータイプの近接型──カミトにとっては与くみし易やすい相手だ。

（問題は、あっちの犬頭か──）

　空中に浮遊する犬頭は、あくまで牛頭の援護に徹するようだ。そう簡単に隙を見せたりはしないだろう。

　オオオオオオオオオオッ！

　スフィンクスの振り下ろしてきた渾こん身しんの一撃を──

〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉の背で弾はじき、受け流す。

　単純な力比べでは、さすがに分が悪い。カミトは軽やかにステップを踏み──

「〈絶剣技〉三ノ型──〈影月円舞・大双輪〉！」

　流れるような乱撃を見舞う。

　一瞬で繰り出される黒と白の斬撃の嵐。〈スフィンクス〉を形作る〈神威カムイ〉の粒子が、まるで血ち飛沫しぶきのように赤い砂漠に舞い散った。

　だが、魔神級の精霊相手に、致命的なダメージを与えるにはいたらない。

（削りきれない、か──）

〈影月演舞〉は、対集団戦闘用の〈絶剣技〉だ。

　手数では圧倒できるものの、やはり、威力は劣ってしまう。

（いや、そうじゃない──）

〈スフィンクス〉が大剣を薙なぐ。カミトはわずかに腰を落とし、間一髪で回避した。

（俺は、無意識に〈神威〉を使うことを恐れてるんだ──）

〈絶剣技〉は、攻撃の動作に〈神威〉の操作を組み込んでいる。不用意に〈神威〉を消耗しすぎれば、カミトの中に眠る〈闇の精霊王〉の力が目覚めてしまうかもしれない。それを恐れるあまり、意識にブレーキがかかってしまっているのだ。

　だが、それでは、莫ばく大だいな耐久力を持つ精霊を倒しきることはできない。

（一瞬だ。この一瞬だけ、〈神威〉を爆発させる──）

　大振りの一撃を躱かわしつつ、カミトは相手の間合いに踏み込んだ。

（十秒──いや、七秒、全力で行く。耐えてくれるか？）

　心中で二人の契約精霊に語りかける。

『はい、カミト──』

『任せなさい──』

　最強の双剣が、それぞれ白と黒の光で応えてくれた。

　眼前の〈スフィンクス〉が、颶ぐ風ふうを帯びた大剣を振り下ろす。紙一重で躱したカミトは、地面に突き立った大剣の刃を蹴りつけ、敵の頭上に跳躍した。

　そして──

「〈絶剣技〉弐ノ型──〈流星〉！」

〈紫し電でん〉の発展系──一撃必殺の剣技を頭部に叩たたき込む。

　渾こん身しんの〈神威〉を込めた〈魔王殺しの聖剣〉は──

〈スフィンクス〉の角を粉々に打ち砕いた。

『カミト──！』

　レスティアが警告の声を発した。無論、カミトは察知している。空中の〈スフィンクス〉の予備動作は、先ほどの攻撃ですでに見切っていた。

　着地すると同時に、瞬転。牛頭の背後に回り、その巨きよ躯くを盾にする。

　雨のように降りそそぐ熱閃が、〈スフィンクス〉の全身を穿うがった。

　ドオオオオオオオオオオオンッ！

　爆発。たとえ精霊を盾にしたとしても、巻き込まれればただではすまない。

　だが、そこにはすでに、カミトの姿はない。熱閃の着弾と同時、カミトは砂すな埃ぼこりに紛まぎれ、空中の〈スフィンクス〉に接近していた。

　犬頭が振り向き、錫しやく杖じように無数の火球を灯ともす。

（遅おせえよ──）

　カミトは〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を、無造作に投げ放った。

　ただし、〈スフィンクス〉のいる頭上にではなく、ほんの数歩先の地面に。

　錫杖の尖せん端たんに集った火球が熱閃に変わり、灼しやく熱ねつの雨となって降りそそぐ──

　刹那、カミトは跳躍。突き立った聖剣の柄に足をかけ、〈神威カムイ〉を爆発させた。

　足に収しゆう斂れんした〈神威〉を炸さく裂れつさせる、通常の〈縮地〉ではなく──

〈魔王殺しの聖剣〉に込めた〈神威〉をフィードバックさせる、乱暴なやり方で。

「〈絶剣技〉七ノ型──〈咬こう竜りゆう〉！」

　引き絞られた矢の如く──

　真上に向かって撃ち出されたカミトは、空中で闇の魔剣を一いつ閃せん。

　手にした錫杖ごと、〈スフィンクス〉を真っ二つに両断する。

　光の粒子となって虚こ空くうに消える、犬頭の精霊。予想通り、こちらの〈スフィンクス〉の耐久力は、それほどでもなかったようだ。

　そのまま、空中でくるりと身体をひねると、カミトは砂の地面に着地した。

「これで、一対一──」

〈魔王殺しの聖剣〉を抜きつつ振り返り、牛頭の〈スフィンクス〉と再び対たい峙じする。

「次で、蹴りをつけてやるよ──」

　双剣に〈神威〉を込め、最強の〈絶剣技〉──破ノ型を放つ構えをとる。

　と──

〈──汝なんじの力、たしかに理解した〉

〈スフィンクス〉は握った大剣を降ろし、そう告げてきた。

「……？」

　動きをとめ、眉をひそめるカミト。

〈──〈墳ふん墓ぼ〉の道は開かれた。魔王の後継者たる汝に、女王への謁見を許可する〉

〈スフィンクス〉の身体が、光の粒子となって消えてゆく──

「お、おい……！」

　カミトが呼び止める間もなく──

〈スフィンクス〉は、虚こ空くうの彼方かなたに消えてしまった。

　……あとにはただ、風に吹かれる砂だけが残される。

「えっと、認めてもらえた、ってことなのか……？」

　あまりにあっさりとした、その引き際に──

　カミトは拍子抜けしたように、その場に立ち尽くした。

「カミト！」

「カミト君！」

　船の残骸の陰で見守っていたクレアたちが、ぱたぱたと駆け寄ってきた。

「カミトさん、大丈夫ですの？」

「ああ、まあな……」

　と、カミトは曖昧に頷うなずいた。

〈魔神級〉の精霊が二体──それなりに強敵ではあったものの、ドラクニアで剣を交わした、全盛期のグレイワースなどとは比べるべくもない。

「それにしても、資格ってのは一体……」

　カミトがぽつりと呟つぶやいた、そのときだ。

「あれはなんだ!?」

　エリスが声を上げ、砂の吹き荒れる砂漠の向こうを指さした。

「……？」

　全員が、同じ方向に視線を向ける。

　と──

「な、なによあれ──」

　はるか地平線の彼方に、巨大な影が現れた。

「さっきまで、あんなのなかったのに……」

「ですわ……」

　呆ぼう然ぜんと呟き、顔を見合わせるお嬢様たち。

　ややあって──

「ねえ、もしかして……」

　と、おもむろにフィアナが口を開いた。

「……あれが、〈魔王の都〉なのかしら？」
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　真夜中。小さな明かりを灯ともした執務室で──

　ルビア・エルステインは、〈魔蠍宮スコルピア〉で押収された機密文書を読んでいた。

　機密文書のほとんどは、〈ランバール戦争〉に関するものだ。

　オルデシアと神聖ルギア王国の、ほんの些さ細さいな領土争いに端を発し、やがては大陸全土を巻き込むこととなった大戦争。両国間の恒久的な和平が結ばれ、二十年あまりが経過した今となっても、その爪痕はいたるところに残されている。

（精霊の力をヒトに移植する実験、精霊を自壊させ、そのエネルギーを暴走させる実験……か。想像以上におぞましい──）

　指先に灯ともした炎で、ルビアは資料の束を消し炭にした。

　精霊さえも戦争の道具とする、その業の深さに、吐き気さえ覚える。

〈教国〉だけではない。あの時代は、どの国家も似たようなことをしていた。

　彼女の祖国であるオルデシア帝国も、〈呪じゆ装そう刻こく印いん〉や、破壊兵器として調律された〈戦略級軍用精霊〉の研究に邁まい進しんしていたのだ。

（私も、その愚かさを嗤わらうことはできない、か──）

　ルビア・エルステインは、紅玉の瞳を細め、自嘲した。

〈呪装刻印〉に蝕むしばまれ、力と引き換えに、清らかな姫巫み女ことしての資格を失った身体。

　無論、後悔はしていないが──

（このような穢けがれた肉体では、もはや、妹の手を握ることも叶かなわぬ──）

　そのことだけは、唯一の心残りだった。

（しかし、あの男は──）

　ふと、脳裏にカミトの顔が思い浮かんだ。

　生まれて初めて、男に裸身をさらしたあの夜のことを思い出し、カアッと頬ほおが火照る。

　それは、彼女がこれまでの人生で、まったく抱いたことのない感情だった。

　あの男のことを考えると、なぜか胸がかき乱される。

（どうして──？）

　──そのとき。不意に、右手に鋭い痛みが走った。

　燃えるような激痛に顔をしかめ、右手に目を落とす。と──

　炎を象かたどった真紅の刻印が、煌こう々こうとした輝きを放っていた。

「……な……に……？」

　ルビアは、紅玉の瞳を見開く。

　それは、彼女が姫巫女としての資格を失った今も、決して消えることのない烙らく印いん。

　──〈火の精霊王〉と交わした、精霊契約の刻印だった。
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　砂嵐の向こうに、突如として現れた都市。

　その城門が見えてきた頃には、もう夜明け近くになっていた。

「ねえ、カミト……あたしたち、幻覚を見てるのかしら？　それとも蜃しん気き楼ろう？」

「だといいけどな──」

　カミトは呟つぶやくと、眼前の光景に、ただ唖あ然ぜんとして立ち尽くした。

　……目の前で見ても、信じられなかった。

　堅けん牢ろうな城壁に囲まれたその場所は、太古の遺跡などではなく──

　大勢の人々の活気と喧けん噪そうに満ちた、目も眩くらむほどの大都市だったのである。

「……う、嘘うそよ、砂漠の真ん中に、こんな都市があるなんて、ありえないわ」

　まばたきを繰り返しつつ、カミトの頬ほおをつねるクレア。

「……痛いからやめてくれ」

　頭の中に、無数の疑問符を浮かべたまま──

　カミトたちは、門の中に足を踏み入れた。

　城門から続く大通りには、多くの民家や商店が軒を並べ、露店が立ち並ぶ広場には、荷物を積んだ馬車がひっきりなしに行き交っている。

　街の人々が身に纏まとうものは〈教国〉の衣装に似ているが、装飾品のデザインやターバンの巻き方など、モルデスの住人の服装とは、細かな違いが見受けられる。

「精霊魔術や〈結界〉の類いではないわね──」

　額の汗を拭きながら、フィアナが言った。

「ここにいる人たちは、みんな生きているように見えるわ」

　クレアたちは顔を見合わせた。これが精霊魔術や〈結界〉による幻覚であるなら、フィアナが見破ってくれる──そう思っていたのに。

「そ、そんなはずありませんわ！　だって、ここは死の砂漠ですのよ！」

「そうだな。この目で見ても、にわかには信じられん」

「私も信じられないわよ。こんなこと、どんな精霊にだって──」

「不可能──とは言い切れないわよ、お姫様」

　漆黒の羽が舞い、夜色のドレスを纏った闇精霊が姿を現した。

「レスティア──」

「強大な力を持った精霊──それこそ、〈精霊王〉に〈奇跡〉を願えば、こんなこともできるんじゃないかしら？」

「なによ、心あたりがあるの？　闇精霊」

　クレアが眉根を寄せると、レスティアは首を振り、

「心あたり、というほどでもないけれど。ただ、こんなことができるのは、強大な精霊以外には考えられないということよ」

「ドラクニアの〈竜王〉様とか？」

「ええ、そのクラスの精霊なら、あるいは、ね」

「とりあえず、ここが〈魔王の墳ふん墓ぼ〉だってのは、間違いないのか？」

　と、今度はカミトが訊きく。

「ええ。正確には〈墳墓〉ではなく、魔王の都。ここはまぎれもなく、魔王スライマンの国──ゾルディア王国の〈アルカザルド〉よ。それも、千年前の姿のままの、ね」

　と、少し困惑した様子で頷うなずくレスティア。

　その言葉を疑う余地はなかった。なにしろ彼女は千年前、実際に、〈魔王の都〉を目にしたことがあるのだから──

「えっと、一体、なにが起きてるんだ？」

「さあ……」

　レスティアは首を横に振った。

　彼女も、事態を把握しているわけではないようだ。

　千年前、聖女アレイシアに滅ぼされたはずの〈魔王の都〉。

　それがなぜ、今もそのままの姿で存在しているのか──

「見て！　門の外に出て行った人たちが、消えていくわ──」

　クレアの声に、カミトたちは門のほうを振り返った。

　すると、城門の外へ出た人や馬車が次々と、蜃しん気き楼ろうのように消えてゆく。

「な、なんですの、あれ……」

「や、やはり、彼らは幻の類なのか？　しかし──」

　リンスレットが怯おびえ、エリスが難しい顔で唸うなる。

「……まあ、ここでこうしていても、しかたないわ」

　クレアは肩をすくめると、大勢の人々の集まる広場のほうへ目を向けた。

「とにかく、中に入ってみましょう」

「そうだな──」
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　城門から広場へと続く通りを、カミトたちは足早に進んだ。

　大通りには大きな幌ほろが張ってあり、大勢の人々でごったがえしている。その雑多で活気のある雰囲気は、〈モルデス〉の市場バザールを連想させた。

　可愛かわいい美少女を五人も連れた男というのは、やはり目立つのか、通りに店を構えた露天商の男たちが、野や次じのようなものを飛ばしてくる。

〈教導院〉の教練で、大陸共通語以外の言葉も、ある程度は扱えるカミトだが、商人たちが何を喋しやべっているのか、まったく理解できない。

　なんとなく、〈教国〉で使われている言葉に似てはいるのだが──

「レスティア、なんて言ってるかわかるか？」

　と、横を歩くレスティアに訊たずねると、

「ええと、淫獣とか、淫王とか、催眠術師とか……」

　……そんな、聞きたくもない答えが返ってくる。

「なんでだよ！　その淫王って、学院でのあだ名じゃねーか！」

「ふふっ、カミトの夜の魔王ぶりは、時空を超えて噂うわさになっているのね」

「そんなわけあるか！」

　憮ぶ然ぜんとして言い返すと、レスティアはくすくすと笑いはじめた。

　と、周囲をきょろきょろと見回していたクレアが、難しい顔で呟つぶやいた。

「……こうしてみると、やっぱり、普通の人たちに見えるわね」

「そうね。触れることもできるようだし、幻とは思えないわ」

　フィアナがおとがいに手をあてて頷うなずく。

「……一体、誰が、なんのためにこんなことを？」

　幌ほろの張られた大通りを抜けると、太陽の照りつける青空の下に出た。

　と、そこでエリスが何かに気付き、声を上げる。

「……あれは、なんだ？」

　彼女の指差した先にあったのは──

　都市の中心にそびえ立つ、巨大な三角錐の構造物だ。

　灰色がかった壁面は金属質の光沢を放っており、太陽の光を反射している。

　雑多な都市の風景に比べ、そのモニュメントの姿は、あまりに異様だった。

「遺跡……かしら？　こんな都市の真ん中に？」

「あんな遺跡、大陸のどこにもないわよ」

　訝いぶかしむクレアに、フィアナが言った。

「お城、ではなさそうですわね」

「レスティア、なにか知ってるか？」

　カミトが訊ねると──

「いいえ。あの場所には、かつて〈魔王〉の宮殿があったはずよ」

　レスティアは首を横に振る。

「どういうことだ？」

　この都市は、千年前の〈魔王の都〉の姿を、忠実に再現したものだと思われた。

　しかし、あの〈巨大な三角錐ピラミツド〉の存在は、その推測に反している。

　中心にわざわざあんなものを配置したということは、なにか、この都を創り出した者の意図があるはずだが──

「ねえ、ひょっとして、あれが〈魔王の墳ふん墓ぼ〉なんじゃない？」

「……その可能性は高そうだな」

　クレアの意見に、カミトも同意する。

　本来、宮殿のあった場所に配置された巨大構造物。

　そこが、魔王の墓であると考えるのは、自然な推測だ。

「まずは、あの〈ピラミッド〉を調べたほうがよさそうだな」

「そうね──」

　と、そのとき。カミトは気付く。

　レスティアが、なにか考え込むように顎に手をあて、ピラミッドを見据えていた。

「レスティア、どうしたんだ？」

「なんだか、あの建物が妙に気になって──」

　彼女は歯切れ悪く言葉を濁した。

「あれが〈魔王の墳墓〉なんじゃないのか？」

「ええ、それは間違いないんでしょうけど──」

　レスティアは漆黒の翼を広げると、ふわり、と宙に浮かび上がった。

　ふぁさっと地面の砂が舞う。

「少し、近くを探ってくるわ──」

「お、おい、レスティア!?」

　カミトが止める間もなく──

　闇の精霊は夜色のドレスを翻し、彼方かなたへ飛んで行ってしまう。

　その姿を見送り、カミトはやれやれと苦笑した。

「……あいつ、気ままなのは昔と変わらないな」

「もう、集団行動はチームワークの基本よ！」

　舞いあがった砂にまみれたクレアが、怒りにツーテールの髪を逆立てた。

「ともあれ、私たちも、少しこの都市の情報を集めたほうがよさそうだな」

　エリスが言った。

「……そうだな。ここは、あまりに謎が多すぎる」

　と、頷うなずくカミト。

　それに、サラディア王女がここにいるのかどうかも、気になるところだ。あの〈スフィンクス〉の審判を受けなくては、この都を発見することさえできないのだから。

「その前に、どこか拠点となる場所を決めて、身体を休めましょう」

「うむ、ちゃんとした御祓みそぎもしたいしな──」

「さ、賛成ですわ！」

　砂漠の暑さに参っていたリンスレットが、ちょっと食い気味に頷うなずいた。
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　漆黒の翼を広げた闇精霊は、上空から巨大な〈ピラミッド〉を見下ろした。

　伝説にある魔王の城──〈ゾハール宮殿〉は、聖女アレイシアの率いる〈救世軍〉の手により、徹底的に破壊されたはずである。

　とすると、やはり、あの〈ピラミッド〉は〈魔王〉を祀まつる墓標なのか──

（……入り口はどこにもないわね。壁の材質は魔光銀オリハルコンかしら？）

　レスティアは羽根を一枚抜くと、眼下の巨大構造物へ向けて投げ放った。

〈ピラミッド〉の表面で、漆黒の雷光が炸さく裂れつし──

　何事もなかったかのように、霧消した。

（この私の、最高位の精霊魔術を弾はじくなんて……）

　ほんの少し、プライドを傷つけられた表情で、レスティアは独りごちた。

　高位精霊の本気の攻撃を、無効化する結界が張られている。

　やはり、ただの巨大なモニュメントなどではなさそうだ。

「……さて、どうしたものかしらね」

　レスティアは腕を組み、ため息を漏らした。

「私の魔術が効かないとなると、結界を破れそうなのは、カミトの本気の〈神威カムイ〉を込めた聖剣さんか、火猫娘のあの炎くらいかしら──」

　もう少し調べてみましょう、と──地上に降下しようとした、そのときだ。

『闇精霊レスティア・アッシュドール……？』

「……っ!?」

　突然、脳裏に声が響く。

（……なに？）

　周囲を警戒するが、声を発した存在は見あたらない。

　と──

『あなたを、お待ちしていました──』

　また声が響く。

　同時、先ほど彼女が攻撃を放った壁面に、変化が現れた。

「……え？」

〈ピラミッド〉の表面がぐにゃりと歪わい曲きよくし──

　ぽっかりと口を開けた、大きな穴が出現したのである。

　その穴は、まるで、彼女を招き入れようとしているかのようだった。

「私を、呼んでいるの？」

『はい。あなたと、あなたの選んだ後継者を──』

　ここにきて、レスティアはようやく察した。

　この奇妙な〈魔王の都〉の支配者が、一体誰なのかを。

「そう、だったのね──」

　黄昏たそがれ色の瞳を細め、ぽつりと呟つぶやくと──

　闇の精霊は漆黒の翼をはためかせ、口を開けた穴の中へ降りていった。





　　　　◇






「あぁ!?　いい加減にしろよ、なんなんだよ、この街は！」

　街の一画で、少年の苛いら立だった声が響きわたった。

「どいつもこいつも、死んでるのに生きてやがる！　気にくわねえ！」

「落ち着きなさい、ジオ・インザーギ」

　ヴェールで顔を覆った少女が、騒ぎ立てる少年を嗜たしなめる。

「ここは、千年前の〈魔王の都〉そのものなのです。この都が現に存在していることこそ、この地に〈魔王の力〉が眠っていることを証するものでしょう」

「……っ、んなこたぁわかってんだよ、お姫様」

　ジオ・インザーギは、少女に向かって獰どう猛もうに牙を剥むいた。

「だが、その〈棺〉とやらは、あのばかでっかい墓の中だ。入り口もねえ、ぶっ壊すこともできねえ、どうすんだよ、あぁ!?　ここに来て、もう丸二日だぞ！」

　そう、彼らがこの奇妙な都市に足を踏み入れたのは、今から二日前のことだ。

〈赤死の砂漠グル・ア・バル〉を延々と歩き続けていた二人の前に、例の〈スフィンクス〉が現れた。

〈墳ふん墓ぼ〉の守護者を名乗るその精霊に、ジオ・インザーギはまるで歯が立たなかった。

〈呪じゆ装そう刻こく印いん〉に頼った、小手先の技が通じる相手ではなかったのだ。

　彼は〈墳墓〉に至る資格者とは認められなかった。

　だが、サラディア・カーンは違った。

　力であの強大な精霊をねじ伏せたわけではない。

　彼女が〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉の本──〈千億の夜と百億の昼アルフ・ライラ・ワ・ライラ〉を召喚して見せ、なにごとか、合い言葉のようなものを唱えると、精霊はなにもせずに退散したのである。

　そして、砂漠の向こうに忽こつ然ぜんと、この都市が出現した。

　カーン王朝の血を引く第二王女は、〈墳ふん墓ぼ〉に入るための鍵を持っていたようだ。

　あの精霊が、魔王の後継者である自分を認めなかったことは、不可解だったが──

　ともあれ、この〈魔王の都アルカザルド〉へ入ることには成功したのである。

　だが、その先が問題だった。王女によれば、〈魔王の棺〉が眠るのは、都の中心にある〈魔王の墳墓〉の地下だそうだ。

　しかし、ピラミッドのどこにも入り口らしきものはなく──

　しかも、その外壁は強力な〈結界〉に覆われているのだった。

「くそっ、〈魔王の力〉を前にして、なぜ、この俺が──」

　巨大な〈ピラミッド〉を見上げ、ジオ・インザーギは拳を震わせた。

「カーン王朝の血だけでは、〈墳墓〉を開く鍵が足りないのかもしれません」

「あぁ!?　それじゃ、俺は、なんのためにてめえを連れてきたんだ？」

「あ、あなたに、助けてくれとお願いした覚えはありません！」

　サラディア・カーンはむっとして言い返した。

「はっ、ほざくんじゃねえよ、この役立たずが！」

「なんですって！　無礼者っ、私は由緒あるカーン王朝の──」

「待て」

　不意に──

　ジオ・インザーギがサラディアの口を塞いだ。

「……っ、むーっ、むむ、むーっ！」

「ちょっと黙ってろ。おい、あれはなんだ？」

「……？」

　ジオ・インザーギは、真上を見上げていた。

　サラディアは眉をひそめ、その視線の先を追う。と──

〈ピラミッド〉の上空に、奇妙な人影があった。

　漆黒の翼を広げた、美しい少女だ──

「あれは、精霊……？」

　ジオの手を引き剥はがし、サラディアが呟つぶやく。

　ジオ・インザーギは眼を見開き、その少女の姿を睨にらんでいた。

「……う……知ってる、ぞ……俺は、あの精霊を……知って──」

「どうしたのですか？」

「……あいつは、俺の記憶、を消した、精霊だ……」

　彼の喉から、唸うなるような声が漏れた。

　かつて組んだこともある、〈教導院〉の闇精霊。

　それが、なぜこんな場所にいるのか──

「……闇、精霊……レスティ……ア……レスティア・アッシュドール！」

　ジオ・インザーギの怒りに満ちた咆ほう哮こうが、街の中に響き渡った。
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〈ピラミッド〉を迂う回かいし、宿を探して大通り沿いにしばらく進むと──

　これまた特徴的な形をした、巨大な建物が視界に現れた。

「あれは、なんですの？」

「なんだか、妙な建物だな」

　エリスが首を傾かしげる。

「あれは〈バルネア〉ね。〈祭殿〉と一体化した、大昔の複合宿泊施設よ」

　フィアナが人差し指を立てて言った。

「つまり、ホテルってこと？」

「まあ、それに近いわね。大きな浴場もあるはずだから、御祓みそぎもできるわよ」

「え、ほんとに！」

　クレアが嬉うれしそうに顔を輝かせる。

「砂風呂では、ないですわよね？」

「もちろんよ」

〈神儀院〉育ちで、異国の文化に通じたフィアナによれば、〈バルネア〉とは、精霊を祀まつる祭殿を中心として、浴場や食堂、宿泊施設を備えた、大型の複合施設であるようだ。オルデシアなど、大陸西部ではあまり見かけることのない施設だが、〈教国〉では、むしろこの種類の祭殿が一般的だという。

　そういえば、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の際、〈浮遊島ラグナ・イース〉に建造された、貴族専用のホテルなども、これによく似たものが多かった。レオノーラと組んで〈水霊祭〉に参加したのも、このタイプの施設に併設された湖のプールである。

「ひとまず、ここに拠点を構えるか？」

「そうね。でも、宿泊費が高いんじゃないかしら？」

　クレアが元公こう爵しやく家のお嬢様らしからぬ、庶民的な不安を口にした。

　……たしかに、普通の宿を取るよりも値段は張りそうだ。

「ふっ、なにかと思えばそんなこと。このわたくしにお任せなさいな」

　リンスレットが、プラチナブロンドの髪をふぁさっとかきあげ、得意げに宣言した。

「こんなこともあろうかと、お金は実家からたくさん持ってきましたわ」

　彼女がパチリと指を鳴らすと、足もとにお座りした〈フェンリル〉の口から、ジャラジャラと帝国金貨が溢あふれ出す。

「高位精霊を貯金箱にしてるのか……」

「備えあれば憂いなし、ですわ」

　自信満々に胸を張るリンスレット。

「しかし、この街でオルデシア帝国の通貨が使えるのだろうか？」

　と、そんなまっとうなエリスの指摘に──

「……」

　リンスレットは決めポーズのまま、ピシッと固まった。

「そ、それは、思わぬ盲点でしたわ！」

「……まったく。最初に気付きなさいよね」

　クレアが大きなため息をつく。

　カミトは、周囲の露店を見回した。一応、貨幣は使われているようだが、やはり、大陸で流通している通貨とは異なるようだ。

「うう、せっかく持ってきましたのに……ここでは役に立ちませんの？」

　しょんぼりと肩を落とす主人の頬ほおを、フェンリルがぺろぺろと舐なめる。

「なあ、たしか、オルデシアの帝国金貨には、本物の金が含まれてたよな？」

　ふと思いつき、カミトは言った。

「ええ、正真正銘、本物の金貨ですわ」

「じゃあ、金として買い取ってもらったらどうだ？」

「カミトにしては名案ね。買い叩たたかれるでしょうけど、しかたないわ」

　と、クレアも頷うなずく。

「そ、その手がありましたわね！」

　リンスレットは、気を取り直すように顔を上げた。

「金だけじゃなくて、〈護符アミユレツト〉や〈精霊鉱石〉も買い取ってくれないかしら」

　カミトたちは周囲をきょろきょろと見回し、金を買ってくれそうな商人を探す。

　できるだけ、高く売れそうなところが望ましいが──

「やめたほうがいい。〈アルカザルド〉の商人は強欲だ。君たちのような素人では、足もとを見られるのがオチだよ」

「……!?」

　突然、聞こえてきた声に、ハッとして振り向くと──

　いつのまにそこにいたのだろう。砂漠の商人の出いで立たちをした青年が、にこやかな微笑を浮かべて立っていた。

「……あんたは？」

　カミトは訝いぶかしげに問とい質ただした。

　年齢は、カミトよりもやや上の、二十歳はたちほどだろうか。浅黒い肌に、漆黒の瞳。野生の鷹たかを思わせる、精せい悍かんな顔立ちをしている。

「これは失礼。私は〈ゾハール〉の商人──サフィアーン」

　と、青年は腰をかがめ、カミトたちに丁寧にお辞儀した。

「〈ゾハール〉ですって!?」

　クレアが驚きの声を上げた。

　現在の〈教国〉の都は、千年前の魔王の時代には存在しなかったはずである。

　それに、この男には、〈魔王の都アルカザルド〉の住人たちとは決定的に異なるところがあった。

（……俺たちと同じ言葉、大陸共通語を話してる）

　カミトは、クレアと素早く視線を交わし合った。

　クレアが短く頷く。ようやく、手がかりらしき人物と出会えたようだ。

「あんた、この都市の住人じゃないのか？」

　すると、男は頷いて、

「ああ、やっぱり君たちも、外から来た人間なんだね」

「……そうだ」

　と、男の目を見据えつつ、慎重に頷くカミト。

「私に、訊ききたいことがありそうだね」

　青年はにこっと微笑ほほえむと、〈バルネア〉のほうへ視線を向けた。

「まあ、こんなところで立ち話もなんだ。食事でもしながら話そうじゃないか」
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　突然、現れた謎の商人のことを不審に思いつつも──

　カミトたちはひとまず、彼の話を聞くことにした。

　……なにしろ、この右も左もわからぬ不可思議な状況下での、唯一の手がかりだ。

　ひょっとすると、サラディア王女の行方についての情報や、あの奇妙な〈ピラミッド〉のことについても、何か情報を持っているかもしれない。

「あんまり、信用しないほうがいいわね。どう見ても怪しいわ」

　クレアが、カミトにこっそり耳打ちする。

「あんまり見た目で判断するのもどうかと思うぞ」

「そうだけど……あたし、これでも人を見る目はあるんだから」

「そうか？　お前と初めて会ったとき、いきなり淫獣呼ばわりされた記憶があるぞ」

「その印象は、あながち間違ってなかったわね」

「おまえな……」

「ねえ、クレア、カミト君となに話しているの？」

　フィアナも話に加わろうと、二人のそばへ寄ってくる。

　そんなカミトたちのことを気にとめることもなく──

　商人の青年はまっすぐ、巨大な〈バルネア〉の門の中へ足を踏み入れた。

　門の先には、噴水のある美しい庭園があり、彩り豊かな花が咲き誇っている。

「この〈偉大な親方の家クサイル・アムラ〉は本来、都市の精霊たちを祀まつるための施設でね。供物を奉納する祭殿に、姫巫み女こたちの御祓みそぎ場と休憩所、精霊を喜ばせるための小劇場──どんどん増改築を繰り返した結果、今のこんな姿になってしまったんだ」

　サフィアーンが、目の前の巨大建築物を見上げて言った。

「……なるほど」

〈偉大な親方の家クサイル・アムラ〉というのは、この〈バルネア〉の名前のようだ。この特徴的な外観は、なにか芸術的な意図があるわけではなく、無計画な増改築の産物らしい。

　建物の一階部分に、庭園に面した大きな食堂があった。それほど混んではいないようだ。

　サフィアーンはカミトたちを奥のテーブルへ案内する。

「どうぞ──」

　うながされ、カミトたちは横に長いソファのような席に座る。

　お嬢様たちは全員、カミトの横に並んで座った。商人の男の隣は空いているのだが、誰もそちら側に座ろうとしない。最近、少しは慣れてきたようだが、箱入り育ちのお嬢様たちは、基本的に男というものが苦手なのである。

「カミト、な、なんだか、まわりに見られている気がするのだが……」

　エリスがぎゅっと縮こまり、そわそわとあたりのテーブルを見回した。

　たしかに、この席は注目を集めているようで、ヒソヒソと囁ささやき声が聞こえてくる。

「君たちの身なりが珍しいからね。それに──」

　と、サフィアーンは苦笑を浮かべ、

「こんな美び姫きが五人もいれば、それは目立って当然だ」

「……おい、俺は男だぞ」

　カミトは目の前の商人を鋭く睨にらみつけた。

「冗談だよ。しかし、もったいないな。少し化粧すれば、絶世の美少女に──」

「てめえ──」

　カミトが本気の殺意を込めた視線を送る。だが、サフィアーンはまったく動じることなく、にこやかな笑みを浮かべるのみだ。

「とりあえず、ご飯を食べましょう。お腹なかが空すいたわ」

「賛成ですわ！」

　空腹をアピールするクレアの提案に、リンスレットが強く同意した。
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「さて、なにから話そうか──」

　サフィアーンはカミトたちを見回し、ゆっくりと口を開いた。

「……あなたは、この都市の住人ではないのね？」

　と、まずはクレアが質問する。

「その通りだ。私はここの人間ではない。もっとも、この都市の住人が人間なのかどうかは、議論の必要がありそうだがね」

　門の外へ消えた住人たちのことを思い出し、カミトたちは顔を見合わせた。

　やはり、彼らは本物の人間ではなく、幻のような存在なんだろうか……？

「どうやってここに来たんだ？　普通の人間じゃ、ここにはたどりつけないはずだろ」

　カミトが訊たずねると、

「ああ、それについては、私も不思議に思っているんだよ──」

　サフィアーンは仰ぐように天井を見上げて、そのときのことを話しはじめた。

「今から、数ヶ月も前のことだ。〈ゾハール〉を出立した私と隊商の仲間は、クイナ帝国に向かう途中の砂漠で、突然、大きな砂嵐に巻き込まれたんだ──」

　──それは、ある商会の仕事で、クイナ帝国の〈煌都〉に〈精霊鉱石〉を運搬する旅路の途中だったという。

　砂漠を航行中、彼らの船は〈地脈〉の乱れに巻き込まれ、大きくルートを外れてしまった。砂漠地帯では、まれに起きる事故ではあるらしい。

　気がつけば、船は〈赤死の砂漠グル・ア・バル〉に迷い込んで座礁し、巨大な魔獣の餌食となった。

　彼は命からがら逃げおおせたものの、船の仲間たちとはぐれ、幾日も砂漠を彷徨さまようことになったのだ。

　それから、数日後。水も食糧も尽きて、死にかけていたところに──

「……あの精霊が現れたんだ」

「精霊？」

「ああ、牛のような顔をした、巨人精霊だよ」

　カミトたちは視線を見交わした。

　……その精霊には、もちろん心当たりがある。

　あの砂漠でカミトと戦った、〈スフィンクス〉だろう。

「その精霊は、瀕ひん死しの私の身体を癒いやし、この奇妙な都市に連れてきた。それから、もう半年以上もここに住み、商売をさせてもらっている。不思議なもので、住んでいるうちに言葉もわかるようになってきたんだ」

　サフィアーンは苦笑して、肩をすくめた。

「……そうか。あんたも、大変だったんだな」

　と、相槌を打ちつつも、カミトはどこか腑ふに落ちなかった。

　あの〈審判者〉を名乗った精霊──〈スフィンクス〉。

〈魔王〉の資格がどうのこうのと、問答無用で襲いかかってきたあの精霊が、ただの人助けなどするだろうか──？

（まあ、気まぐれな精霊の考えなんて、人間には理解できないもんだが……）

　ふと、気まぐれさにかけては定評のある、どこかの闇精霊のことを思い出し、左手の〈精霊刻印〉に注意を向ける。まだ〈ピラミッド〉を調べているんだろうか──

「あなたのような人は、ほかにもいるの？」

　と、今度はフィアナが訊たずねる。

「えっと、その、精霊に連れて来られた人は──」

「ああ、すでに何人か会ったことがある。その人たちも、私と同じように〈赤死の砂漠〉で遭難して、ここに連れて来られたと言ってたな」

「ここから、出ることはできないんですの？」

「ひょっとして、街から出ようとすると、消えてしまうとか──」

　クレアが緊張した声で呟つぶやくと、サフィアーンは笑って首を横に振る。

「それは大丈夫だよ、門の外には自由に出られる。ただ──」

「ただ？」

「外は恐ろしい魔獣の棲せい息そくする、〈赤死の砂漠〉だ。ここには〈砂航船サンド・シツプ〉もないし、街を出たところで、今度こそ砂漠でミイラになるのがオチだろう」

「……なるほど、な」

　たしかに、精霊使いでもない普通の人間が、あの砂漠を踏破できるとは思えない。〈砂航船サンド・シツプ〉の商人は、文字通り命がけで商売をしているのだ。

「それじゃあ、あなたは、ずっとこの都市で暮らすつもりなの？」

「それも悪くないと思っているよ。住んでみれば、ここもなかなか快適でね」

　サフィアーンは小さく肩をすくめてみせた。

　……まあ、意外とそんなものなのかもしれないが。

「私たちは精霊使いだ。もしここを出たいのなら、手助けはするぞ」

「それはありがたい、考えておくよ」

　責任感の強いエリスの申し出に、サフィアーンは曖昧に頷うなずいた。

「ところで、最近、俺たちみたいに外から来た女の子を見かけなかったか？　ここ数日のことなんだが──」

　と、カミトがさりげなく、サラディア王女のことを訊たずねてみるが──

「……いや、最近出会った外の人間は、君たちだけだよ」

　サフィアーンは小さく首を振る。

　とぼけている様子はなさそうだ。

　だとすると、王女は、まだここにはたどり着いていないのだろうか？

　──と、そのうちに、テーブルに料理と飲み物が運ばれてきた。

「ふああ、おいしそう……」

　クレアのお腹なかがぐぅと可愛かわいい音をたてる。

「まあ、話はあとにして、まずは食べようじゃないか」

　サフィアーンはワインのグラスをとると、闊達に笑った。

　薔ば薇らの香りをつけたビール。窯から出したばかりの焼きたてパン。たっぷりの香辛料を練り込んだ羊肉の燻くん製せい。数種類のピクルスに、肉と卵の炒いため物もの……。

　いくつか、見たことのない野菜もあるものの、出てくる料理のレパートリーは、〈教国〉で食べたものとそれほど変わらない。

「うまそうだな」

「え、ええ……でも、本当に食べても大丈夫なのかしら？」

　クレアがそんな一抹の不安を口にする。たしかに、この街で出てくるものが、普通の食べ物と同じものかどうかは、カミトも少し疑問だった。

「味つけは悪くないですわよ」

「はむ……食べれるときに食べておくのが、騎士のつとめだぞ」

　……砂漠を歩き通しで、よほどお腹が空すいていたのだろう。リンスレットとエリスは、さっさと肉料理の皿にとりかかっている。

（……まあ、大丈夫か。この商人の男も食ってるみたいだしな）

　お嬢様たちに食べられてしまう前に、カミトもパンに肉をはさんで食べはじめた。

「この串焼きのお肉は、なんですの？」

　真っ黒な肉の串を手にしたリンスレットが、首を傾かしげる。

「それは砂鯨の肉だよ。このあたりではよく獲とれるんだ」

「嘘うそでしょ、砂鯨はとっくの昔に絶滅したはずよ」

　と、物知りなクレアが小声で呟つぶやく。

　カミトはためしに砂鯨の肉を食べてみた。

「……これは、あんまり、旨うまくはないな」

　肉は硬く、香辛料でも誤ご魔ま化かしきれない臭みがある。

「うーん、肉質は、ドラクニアで食べた地竜の肉に似てるかな……」

「カミト、君はドラゴンを食べたことがあるのか？」

「ああ、ドラクニアのレストランで、レオノーラと……痛いててて！」

　隣に座るクレアに、むぎゅっと足を踏まれていた。

「な、なにするんだよ！」

「あ、あたしたちが〈竜の峰〉で必死に修行してる間に、デ、デートしてたなんて！」

　ゴゴゴゴゴゴゴ……！

　クレアのツーテールの髪が炎のように逆立つ。

「レ、レオノーラ殿のことは、騎士として尊敬しているが──」

「油断大敵、ですわね！」

　エリスとリンスレットも、恨めしそうにカミトを睨にらんでいた。

「──ごちそうさま」

　ひとしきり食事をおえると、テーブルの上は空っぽのお皿でいっぱいになった。

　積み上がったお皿の山を見て、周囲のテーブルから驚きの声が上がる。

　精霊使いの女の子は、みんなよく食べる。それでも太らないのは、精霊の使役に〈神威カムイ〉を消耗するためだ。

「ここは私がご馳ち走そうしよう」

　サフィアーンが懐から金袋を取りだした。

　すると、リンスレットが立ち上がり、ふぁさっと髪をかきあげた。

「ふっ、わたくしたちは貴族ですのよ。庶民に奢おごられるほど落ちぶれてはいませんわ」

「亡命中だけどな」

「そ、それはそれはそれとして、ここはローレンフロスト伯爵家が持ちますわ。この帝国金貨を両替してくださいまし」

「ああ、わかったよ」

　サフィアーンは苦笑すると、帝国金貨をこの都市の通貨と交換してくれた。

　渡されたのは、若い男の肖像が彫られた、少し歪いびつな形の貨幣だ。

「大陸では、見たこともない通貨ですわね」

「きっと千年前の通貨ね」

「……」

　ふと、カミトは奇妙な違和感を覚え、通貨をじっと眺めた。

「カミト、どうしたの？」

「ああ、いや……」

　貨幣に彫られている彫像が、なんだか、どこかで見た顔のような──

（……気のせい、か？）

「この施設、身を清める〈御祓みそぎ場〉はあるのかしら？」

　と、フィアナがサフィアーンに訊たずねた。

「姫巫み女この御祓場は、少し離れた場所に併設されているよ」

「よかった。ようやくまっとうな御祓ができるわね」

　クレアがほっと安あん堵どの息をつく。

「カミト君は、どうする？　わたしたちと一緒にお風呂入る？」

　フィアナが胸の谷間をチラッと見せ、からかうように言った。

「お、俺は部屋に荷物を置いて、〈ピラミッド〉を見てくるよ」

　頬ほおを赤く染め、あわてて目を逸そらすカミト。

「え、一人で〈ピラミッド〉に行くの？」

「散歩がてら、あたりの様子を見てくるだけだ。近くにレスティアもいるだろうしな」

　カミトはサフィアーンのほうに向きなおり、

「……そうだ。あんた、あの〈ピラミッド〉について、なにか知らないか？」

「うむ、あれに関しては、私もよくわからないんだ」

　サフィアーンは残念そうに首を振った。

「誰が、なんのために作ったのか、ここの住人たちも知らないようだ。前に調べてみたことはあるんだが、入り口らしきものも見つからなかった──」

「……そうか。やっぱり、地道に調べてみるしかないみたいだな」

「それじゃ、あたしたちは〈御祓〉がおわったあとで合流するわ」

「わかった」

「よければ、宿のある建物まで案内しよう。〈偉大な親方の家クサイル・アムラ〉の中は迷うからね」

「……それは、助かる」

　頷うなずくと、カミトは〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を手に立ち上がった。

　実際、それはありがたい申し出だった。

　カミトには、ひとつ、確かめておきたいことがあったのだ。





　　　　◇






　サフィアーンに案内され、複雑に屈折した〈偉大な親方の家クサイル・アムラ〉の階段を上る。アレイシア精霊学院の学舎にも似た、目眩めまいのするような構造だ。もっとも、学院の特異な構造には、精霊工学上の意味があるらしいが。

（……きっと、ここも無計画な増改築を繰り返しただけなんだろうな）

　先を歩く商人の背中をじっと見据えつつ、そんなことを思う。

　階段を上り、また別の通路を渡ってようやく宿のある棟に到着した。

「ここが宿泊施設だ。フロントで手続きを済ませばいい」

「……いろいろ助かった。感謝するよ」

「なに、この街に迷い込んでくる人間は、とても珍しいからね。少しでも助けになれたのなら、よかっ──」

　瞬間、カミトはすっと距離を詰め──

　トン、と彼の首筋に親指を押しあてる。

「……？」

　困惑の表情を浮かべる青年に、

「あんた──本当は何者だ？」

　と、冷徹な声で囁ささやく。

　押しあてた親指は頸けい動どう脈みやくの上だ。幼少時に覚えた、〈教導院〉の暗殺技──このまま彼の命を奪うのは、児戯にも等しい。

　だが──

　サフィアーンは平然と、余裕の笑みさえ浮かべていた。

　まさか、状況が呑のみ込めていないわけでもあるまい。素人でもわかるほどあからさまに、殺気を込めているのだから。

「ただの商人──なんて言い訳が通用すると思うなよ？　最初にあんたが俺たちの前に現れたとき、まるで気配を感じなかった」

　そう。通りでこの男に声をかけられたとき、カミトは決して周囲の警戒を怠ってはいなかった。意図して彼女たちに近付く者があれば、すぐに察知できたはずなのだ。

　だが、この男は、なんの気配も感じさせることなく、カミトたちの前に現れた。

「そんな真ま似ねができる奴やつなんて、口はばったいが、そうはいない。俺の師匠とか、あとはせいぜい、隠おん密みつに長たけた〈十二騎将ナンバーズ〉くらいだろうな。そんな奴がただの商人？　行き倒れてあの〈守護精霊スフインクス〉に連れて来られた？　そんな与よ太た話が信じられるかよ」

「……なるほど、ね」

　サフィアーンは苦笑して肩をすくめた。

「しかし、気配がないことに関しては、私のせいじゃない──」

「……!?」

　刹那、カミトは目を見開いた。

「私は、もとより存在しない人間なのだから」

　いつの間にか──

　目の前のサフィアーンは姿を消し、カミトの背後に立っていた。

（……っ、意識の外に消えた、だと!?）

　冷たい汗が頬ほおをつたう。

　……ありえない。カミトは目の前の男から、一瞬たりとも意識を逸そらしてはいない。

　だが、現に彼はカミトの手を逃れてみせた。

（……空間移動の精霊魔術？　いや、そんなものじゃない──）

　この男は、カミトの意識の空隙に移動した。それだけのことだ。

　硬直したままのカミトに、サフィアーンは言った。

「本気で脅すつもりなら、〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を使うべきだったな」

「……っ、どうして、エストのことを知っている！　お前は、一体──」

「私は残ざん滓しだよ」

「……残滓？」

「そう、この〈魔王の都アルカザルド〉に遺のこされた、彼の悔恨の残滓──」

「……？　なにを言って──」

　サフィアーンは微笑ほほえむと、カミトに背を向けたまま、もと来た階段を下りていく。

「会えてよかったよ。〈魔王の後継者〉にして、〈聖剣〉の所有者。君たちがここに来たことも、また彼女の導きなのだろうな」

「……っ、待て、どういうことだよ──」

　カミトはすぐに追うが──

　階下へ下りたはずのサフィアーンの姿は、すでにあとかたもなく消えていた。





　　　　◇






〈聖ルギア騎士団〉の幕営に、大型の〈砂航船サンド・シツプ〉が到着した。

　商船ではない。〈聖国〉に配備されている、歴れつきとした軍船だ。

　ランバール戦争時代は砂漠での物資の輸送に活躍したが、今ではほとんどが退役し、現存しているのは、〈砂漠艦隊〉とは名ばかりの七隻のみである。

〈聖国〉の旗を掲げた〈砂航船サンド・シツプ〉は大量の砂を巻き上げ、幕営の近くに碇てい泊はくした。

　乗船しているのは、〈聖国〉の最高意思決定機関である〈聖法機関デ・ゼツサント〉の枢すう機き卿きよう。そして、護衛の〈聖霊騎士団〉が八人──

　ルーリエ・リザルディアが、船の下で枢機卿を出迎えた。

「予定より遅かったね、ミレニア──」

「あれの調律に手間取ったのよ。覚醒と同時に、軍用精霊三体が消し炭になったわ」

　タラップを下りてきたのは、純白の聖服を纏まとった、可か憐れんな少女であった。

　その外見は、十三、四歳ほどに見える。燦さん然ぜんと輝く黄金の髪。白磁のように滑らかな白い肌。そして、透き通った紫紺ヴイオレツトの瞳。しかし、彼女の左眼は、可憐な少女にはあまり似つかわしくない、シンプルなデザインの眼帯で覆われている。

　ミレニア・サンクトゥス──〈聖法機関〉の第十三位。

　機関での序列はさほど高くはない。しかし、彼女は軍の中枢と密接に繋つながっており、秘密主義の〈聖法機関〉の中でも、ひときわ不気味な存在感を放っている。

「あなたこそ、手を焼いてるみたいじゃない」

「厄介な〈結界〉があるんだよ。それに、〈守護精霊スフインクス〉もいる」

　ルーリエは軽く肩をすくめてみせた。〈聖法機関〉の枢機卿は、客将のルーリエよりも上の立場のはずだが、この二人の間には、気安い友人のような空気があった。
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「あら、〈結界〉の解呪なんて、あなたなら簡単でしょう？」

「それが、かなり特殊な〈結界〉でね。〈人間界〉と〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の間に存在する、わずかな次元の歪ゆがみ──〈魔王の都アルカザルド〉は、そこに時間ごと固定されているようなんだ」

　以前、〈アレイシア精霊学院〉の地下に、魔王の精霊たちを封じた〈玄室〉が出現したことがあったが、この〈結界〉は、それと同じ性質のものなのだろう。

　結界魔術に長たけたルーリエといえど、手を出せる代物ではない。

「なるほど、ね──」

　ミレニア・サンクトゥスは、蜃しん気き楼ろうの揺らめく砂漠の彼方かなたへ、視線を向けた。

　と、その薔ば薇らの蕾つぼみのような唇が、嬉うれしそうにほころぶ。

「いるわ、あそこに──」

「……？」

「私の姉──いえ、妹かしら。感じるのよ。私と彼女は同じものだから」

「まさか、ここに来ているの？　レン・アッシュベルが？」

「間違いないわ。一体、どこで〈墳ふん墓ぼ〉のことを知ったのかしら」

　唇に指先をあて、ふふっと微笑ほほえむミレニア。

「……あの男とは、また剣を交えることになりそうだな」

　ルーリエ・リザルディアの瞳に、昏くらく淀よどんだ光が灯ともった。

「それは楽しみだわ。〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉と、十五年前の〈精霊剣舞祭〉優勝者──本気で剣舞を舞えば、どちらが勝つのかしら？」

「──わかっているくせに」

　言い捨てて、ルーリエは船のほうに目を戻した。

「〈王〉の覚醒は完全なのかな？　予定よりも、急がせてしまったようだけど」

「いいえ。せいぜい、半覚醒といったところね」

「それで大丈夫なのか？」

「〈結界〉をこじ開けるには十分よ」

　くすっと微笑み、ミレニアは錫しやく杖じようを鳴らした。

　船の側面が開き、〈聖霊騎士団〉が、ロープで大型の箱を降ろしはじめる。

　真っ白な金属製の箱だ。その形は棺を連想させた。

　ルミナリスをはじめとする聖騎士たちは、顔に緊張の色を浮かべている。

　彼女たちは、この棺に眠るものが、軍用精霊を一瞬で消し炭にしたところを、〈聖都〉の実験施設で目の当たりにしているのだ。

　ミレニア・サンクトゥスがそっと、棺の縁に触れた。

　そして、〈精霊姫〉が口にする、召喚の詞ことばを紡ぐ。




「其は偉大にしてラ・ウーラ・メ・暴虐なる者アルアーラ・シン、永劫の炎の中に在りエルール・ラグナ・ヴオルカス──

　善悪の理を超えしイグ・アルシアージ・イム、裁きの執行者イース・アレイシア──」




　それは、ほとんどの人間には理解することのできない、〈古代精霊語ハイ・エンシエント〉。

　遙はるか古代、〈精霊戦争〉の時代に喪うしなわれた、力ある言葉──




「──この世すべてのフイルグ・フオーマルハウト炎の化身・ヴオルカニクス」




　詠唱が途絶えた、その瞬間。

　棺の蓋が一瞬にして赤熱化し、紅ぐ蓮れんの焔ほのおが噴き上がった。

　全身の肌が焼けるような凄すさまじい熱に、周囲の騎士は思わずあとずさる。

　と──

　燃えさかる紅蓮の焔の中に──それは姿を現した。

　それは──

　鮮やかな緋ひ色いろのドレスを身に纏まとった、少女であった。

　腰まで伸びた真紅の髪。煌こう焔えんを宿した紅玉ルビーの瞳。

　その頭には、ねじくれた二本の角が生えている。

　硝子がらす細工のようなその肢体は、今にも儚はかなく折れそうだ。

　焔を纏う少女は、冷たく無機質な表情で、周囲を囲む騎士たちを見回した。

　そして、不機嫌そうな声で、

「余の眠りを覚ましたのは、お前たちか──？」

　と、告げた。
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　なんだか、精霊に化かされたような心地のまま──

　フロントで手続きを終えたカミトは、宿の部屋に入った。

　窓際にベッドがひとつと、貴重品をしまう小さな棚の置かれた、簡素な部屋だ。そう広くはないが、庶民の宿泊する宿には珍しく、ベッドシーツは清潔で、床も綺き麗れいに掃かれている。お嬢様育ちのクレアたちも、これなら不満に思うことはないだろう。

（……一体、なんだったんだ、あの男は？）

　もちろん、ただの商人であるはずがない。しかし、精霊だとも思えなかった。人の姿で顕けん現げんできる高位精霊など、そういるものではない。

（……精霊使い？）

　──まさか。それこそ、あり得ない話だ。

　男の精霊使いは、カミト以外には存在しないはず。まあ、昔戦ったジオ・インザーギのような、人工的に魔王を模した存在はいるのかもしれないが──

　考えるべきことは、ほかにもいろいろある。

　誰が、何の目的で、千年前に滅びたこの〈魔王の都アルカザルド〉を出現させたのか──

　サラディア王女の行方。辺境の砂漠に騎士団を派遣した、〈聖国〉の目的。

　そして──

　カミトは、窓の外に視線を向けた。

　視線の先にあるのは、街のどこからでも見ることのできる、巨大な〈ピラミッド〉だ。

（……やっぱり、踏み込んでみるしかない、か）

　荷物をその場に降ろすと、カミトは手にした聖剣に呼びかけた。

「エスト、起きてるか？」

『はい、カミト──』

　刃を輝かせて返事をするエストに、カミトは言った。

「今から、デートに行くぞ」

『……!?』





　　　　◇






　そのまま、エストを連れて宿を出た。

　普段、学院都市の買い物などでエストを連れ歩くときは、剣の姿のことが多いのだが、今は人間の姿をとらせている。この街で剣を持ち歩くよりは、女の子を連れていたほうが、人々に警戒されないだろう。

　それに、最近エストが見るという、夢のこともあった。

　エストを街に連れ出して、ちょっと気分転換させてやりたかったのだ。

「カミトは本当に、夜の魔王です……魔王です」

「いやいや、デートってのは、言葉のあやだからな」

　ごった返す人混みではぐれないよう、カミトはエストの手をしっかり握っていた。

　……はたから見れば、たしかに、契約精霊を使役する精霊使い、ではなく、恋人どうしのデートに見えるかもしれない。

　あるいは、仲睦むつまじい兄と妹。いや、それとも──

（……幼女を連れ歩く変態、とか思われてないだろうな？）

　炉端の女の子たちが、カミトのほうを見て、なにやらヒソヒソと囁ささやき交わしているのは、きっと、エストの可か憐れんさを褒めそやしているのだろう。……そうであってほしい。

「ですが、こうしてカミトとお出かけするのは、とても久しぶりです」

「ああ、そうかもな……」

　学院にいた頃は、休日にエストと学院都市を散歩することもあったのだが、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉が始まってからは、慌ただしいこと続きで、なかなかそういう機会もなかった。

　剣舞祭直後のカミトは記憶喪失で、エストは封印状態にあったし、ローレンフロストから学院に戻ったときは、もう片方の手にレスティアがいた。二人きりで、ゆっくり街を歩くのは、本当にしばらくぶりだ。
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「カミト、あれはなんですか？」

「蛇使いの芸だな。あれくらいなら、俺でもできるぞ」

「あれは？」

「ナイフ投げの曲芸だ。〈教導院〉じゃ、必須科目だったな」

　雑多な街の雰囲気が珍しいのか、今日のエストはなんだか楽しそうだ。はた目には、普段と変わらぬ無表情に映るのだろうが、カミトにはそれがわかる。

「それにしても──」

　と、カミトはにぎわう広場を見回して、呟つぶやいた。

「……なんだか、イメージしてた〈魔王の都〉の印象とは、随分違うな」

　古い御お伽とぎ話ばなしに出てくるような、茨いばらの森に囲まれた、おどろおどろしい〈魔都〉を想像していたわけでもないが、こんなに栄えた都市だとは思わなかった。〈モルデス〉や〈ゾハール〉どころか、オルデシアの帝都にも並ぶような繁栄ぶりだ。

　それに、人々の表情はみな明るく、魔王の圧政に怯おびえている様子は見られない。

「……ミト、カミト──」

「うん？」

　くいくいっと袖を引っぱられ、カミトは振り向いた。

　紫紺ヴイオレツトの瞳が、じーっと上目遣いに見つめてくる。

「カミト、私はお腹なかが空すきました」

「ああ、そういや、さっきは寝てたもんな」

　最強の剣精霊の唯一の弱点は、その燃費の悪さだ。精霊は本来、人間と同じ食事を必要とすることはないのだが、エストの場合、契約が不完全なため、ある程度、ご飯を食べることで〈神威カムイ〉を補う必要があるのである。

「そうだな……どこかで軽く食べるか？」

　近くに食べ物の店はないかと、カミトはあたりを見回す。

　と、エストが広場の真ん中を指差して、

「カミト、あれを見てください──」

　紫紺ヴイオレツトの瞳をキラキラと輝かせた。

　見ると、なにやら、露店の前に人だかりができている。

　屈強そうな男が、大きな串に刺した肉を、ぐるぐる回しながら焼いていた。

　砂漠地方の名物料理、ケバブである。店の主人が適当に切り落とした肉を、たっぷりの野菜と一緒に、クレープ生地にのせて食べるのだ。

「うまそうだな」

　焼けた肉の匂いが鼻び腔こうを刺激し、食欲をそそる。

　エストの目は、すでにくるくると回る肉に釘くぎ付づけになっているようだ。

　カミトは苦笑すると、先ほど、あの謎の商人に両替してもらった通貨を店主に渡し、串焼き肉を買ってやる。

「これは、とても美味です、カミト」

　両手に持った肉の串を、はむ、はむ、と無表情に頬ほお張ばるエスト。

「そりゃ、よかった」

　エストの満足げな無表情に、カミトはほっと安あん堵どした。

　そのまま、二人は〈ピラミッド〉のほうへ歩きはじめた。

　魔王の都アルカザルドは、あの〈ピラミッド〉を中心にして整備されているようだ。

（レスティアは、あそこには本来、魔王の宮殿があったと言ってたが──）

　ふと気になって、カミトは左手の〈精霊刻印〉に意識を向けた。

　リンクは繋つながっているのだが、先ほどから、呼び出しには応じる気配がない。

　まあ、レスティアに関して言えば、それは割といつものことではあるのだが──

「カミト──」

　と、エストが手をぎゅっと握ってきた。

「ん、どうしたんだ？」

「今、カミトは私とデート中です」

　どうやら、カミトがレスティアに意識を向けていたことに気付いたらしい。

　……なんと、独り占めの宣言だった。

「エスト……」

　じーっとカミトを見つめてくるエストに、カミトは思わず、苦笑して、

「わかったよ、今はエストだけだ」

　冷たく小さな手を、そっと握り返した。

「それじゃ、もう少し、デートっぽいことをしてみるか──」

　そう呟つぶやくと、カミトは通りの市場バザールを見渡し、装飾品を商う露店のほうへ歩き出す。

　絨じゆう毯たんの上に、宝石や精霊鉱石の加工品、護符アミユレツトなどを並べた店だ。

「……エスト、どれがいい？」

「……？」

「プレゼントだよ」

　少しはにかみながら、カミトは言った。

「あんまり、エストにこういうの買ってあげたことなかったしな」

　なにしろ、彼女は服でもなんでも、一度見たものを再構築できてしまう。なので、こういった装飾品よりも、食べ物なんかのお土産を買ってやることが多かったのだ。

　すると、エストは瞳を大きく見開いて、

「嬉うれしいです、カミト」

　と、小声で言った。

「カミトが、私に似合うものを選んでください。私はそれを大切にします」

「俺が選んじまっていいのか？」

「はい、カミト。あなたの望むままに」

「うーん、エストに似合うものか……」

　すぐに思い浮かんだのは、やはりニーソだろうか。

　……だが、ここにニーソはなさそうだ。

「カミトの選んだものなら、なんでも嬉しいです」

「そ、それじゃあ……これとか、どうだ？」

　と、カミトは、剣の意匠の施された、小さな指輪を手に取った。宝石の象ぞう嵌がんされた華美なものよりも、シンプルなデザインの方が、エストに似合うと思ったのだ。

　指輪を手渡すと、エストはそれをためつすがめつ、無表情に眺めた。

　そして、古来より精霊との契約を意味する、薬指に嵌はめる。

「……えっと、気に入ってくれたか？」

「カミト──」

　エストはカミトの顔を見上げて、

「私はずっと、いつまでも、カミトの〈契約精霊〉です」

　と、いつもの無表情で告げるのだった。





　　　　◇






「余の眠りを覚ましたのは、お前たちか──？」

　真紅の髪の少女は、跪ひざまずく聖騎士たちを見下ろし、言った。

　すさまじい熱気が空気を炙あぶる。その少女の全身から放たれる、圧倒的な気配に、ルミナリス麾き下かの〈聖霊騎士団〉はおろか、ルーリエでさえ、息を呑のんだ。

（半覚醒の状態とはいえ、やはり、〈王〉なのですね……）

〈王〉と呼ばれる存在には、十五年前に一度、拝謁したことがある。そのときに覚えた、底知れない畏怖の感情を、彼女はまざまざと思い出していた。

「王よ。我が主との盟約により、あなたを覚醒させました」

　言って、ミレニア・サンクトゥスは、少女に拝礼の形をとる。

「ふむ──」

　王、と呼ばれた少女は、不機嫌そうに息を吐き、

「盟約か。たしかに、余はかの王と盟約を交わした」

　ゆっくりと、周囲の景色を見渡した。

「ここはどこだ？」

「ここは〈赤死の砂漠グル・ア・バル〉。かつては、ゾルディア王国と呼ばれし土地──」

「余は、そのようなものは知らぬ」

「王は、記憶を喪失しておりますので」

「──そうか。そうであったな」

　少女はつまらなそうに言った。

「それで、お前たちの請願はなんだ？」

「王のお力で、〈結界〉を焼却して頂きたく──」

「ほう、結界──」

　少女は、なにかに気付いたように、砂漠の彼方かなたに視線を移した。

　紅玉ルビーの瞳の奥で、煌こう焔えんがわずかに揺れる。

「次元の裂け目、か。あれほど大きなものは珍しいな」

「破れましょうか」

「──愚問。貴様は、余を試しておるのか？」

「滅相もありません」

　ミレニアは微笑ほほえみ、静かに首を振った。

「食えぬ、混じりものめ」

　呟つぶやくと、少女はおもむろに、砂漠の彼方へ向けて手を差し伸べた。

　そして──

「舞え、破滅呼ぶ紅ぐ蓮れんの焔ほのおよ──〈炎王の息吹ヘルブレイズ〉」

　掌てのひらに、赤く輝く極光が生まれた。

　収しゆう斂れんした劫ごう火か球が、一条の光閃となって放たれる。

　ドオオオオオオオオオオオオオオオオオンッ！

　まるで、隕いん石せきが落ちたかのような、巨大な爆発が起こった。

　爆風が辺り一帯を巻き込み、砂の大地を抉えぐる。

　地鳴りのような轟ごう音おんが鳴り響き、聖騎士たちの顔が青ざめた。

「こ、これが、あのエルステインの地を火の海に変えた、王の……炎──」

　騎士団長のルミナリスが、喘あえぐような声を漏らす。

　否、あの少女は、完全な〈王〉ではない。

　本体より分離された〈王〉の化身──〈人間界〉での現うつし身に過ぎぬ存在だ。

　この世界の火の元素を統べる、〈精霊王〉──ヴォルカニクス。

　その現し身でさえ、この力──

　燃えさかる精霊魔術の焔ほのおが、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉に消えた。

　その彼方かなたに──

　蜃しん気き楼ろうのように歪ゆがむ、〈魔王の都アルカザルド〉が姿を顕あらわした。





　　　　◇






　無計画な増改築を繰り返した〈偉大な親方の家クサイル・アムラ〉は、迷路のように複雑だった。

　クレアたちは女性の給仕に案内され、別棟にある公衆浴場ハンマームにようやくたどり着く。

　アレイシア精霊学院にある御祓みそぎ場は、ほとんど飾り気のない、静せい謐ひつな雰囲気だったが、ここの公衆浴場ハンマームは、色鮮やかな花が飾られ、壁には美しい自然の風景が描かれている。

「……立派な御祓場ね。エルステインの温泉みたいだわ」

　未発達の胸を布で隠したクレアが、感嘆の声をあげた。

　湯気で煙る浴場には、石でできた巨大な浴槽が六つもあり、数人のうら若き〈姫巫み女こ〉の少女たちが気持ちよさそうに身を浸している。〈教国〉の御祓場は、蒸気で身体を清めるサウナ型のものが主流だが、ここは湯に浸つかる様式のようだ。

「火の〈精霊鉱石〉を使って、お湯を沸かしているのだな」

「ローレンフロストの温泉と同じ仕組みのようですわね」

　リンスレットが浴槽にぴちゃん、と指先を浸ける。

「でも、おかしいわね」

　と、フィアナが首を傾かしげて言った。

「なにがよ？」

「だって、ここは精霊に見放された〈赤死の砂漠グル・ア・バル〉なのよ。なのに、こんなに大きな浴槽を温めるだけの〈精霊鉱石〉を、安定して使えるなんて──」

「そういえば、そうね……」

　砂漠でも〈精霊機関〉が安定して機能するなら、あんなオンボロな〈砂船〉で来る必要もなかったはずだ。

「やはり、この都市には、なにか埒らち外がいの力が働いているのだろうな……」

「まあ、それはそれとして、御祓を済ませてしまいましょう」

「そうね」

　お嬢様たちはするっと布をはだけ、まずは身体を清めるための御祓場に向かった。

「……ふあぁ～、やっぱり、温泉は最高よね。たんに身を清める以上の効能があるわ」

　御祓場で身体を清め、髪に絡まった砂を洗い流したクレアたちは、乳白色の湯を張った、一番大きな浴槽に浸かった。

　温かいお湯に肩まで浸かると、全身がほぐれるような感覚に満たされる。

「うむ、砂風呂はあまり〈神威カムイ〉が補給できた感じはしなかったな。〈赤死の砂漠グル・ア・バル〉だからかもしれないが……」

　ポニーテールをほどいたエリスが、気持ちよさそうに目を細めた。

「ねえ、エリス……あんた、また胸が育ったんじゃないの？」

　クレアがエリスの胸をじろっと睨にらんだ。

「……っ、な、なにを言う！　そ、そんなことは……ないと思う……」

　恥ずかしそうに顔を赤らめ、ごにょごにょと口ごもるエリス。じつのところ、最近、〈風王騎士団シルフイード〉の甲かつ冑ちゆうが少しキツくなってきたような気がしていたのである。

「あら、クレアもほんのちょっとだけ、大きくなってるわよ」

「ひゃんっ！」

　背後からフィアナに胸を触られ、クレアは可愛かわいい悲鳴をあげる。

「……な、ななな、なにするのよ、エロ王女！」

「あら、図星かしら？」

「ふっ、わたくしの教えてあげた豊胸術の成果が、ようやくでてきましたわね」

「……[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」

　クレアの紅ぐ蓮れんの髪がぶわっと燃え、湯の温度が一気に上昇した。

「あ、熱いぞっ……！」
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「公共のお風呂ですのよ！」

　リンスレットがあわてて精霊魔術を唱え、湯船に氷塊をドボドボと落とす。

　すると、騒ぎを聞きつけたのか、マッサージなどのサービスをする世話役の少女が飛んできて、異国の言葉で遠慮がちにクレアたちを注意した。

　……そんな姦かしましい主人たちをよそに、契約精霊たちはのんびりと休息している。

　水の苦手なスカーレットは真っ赤に燃える〈精霊鉱石〉の上に寝そべり、ときおり噴き上がる炎をチロチロと舐なめている。シムルグは観葉植物の上で羽づくろいをし、水風呂で泳ぐフェンリルは、ほかの姫巫み女このグループの人気者になっていた。鋼属性のゲオルギウスは水気が苦手なため、顕けん現げんせずに〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉でお休みだ。

「んん～……まるで天国ね……」

　サービスの薔ば薇らの香りをつけた水を飲みながら、クレアが猫のようなのびをした。元お嬢様育ちのクレアにとって、やはり、過酷な砂漠の旅は相当なストレスだったのだ。

「ええ、あの商人の方に、感謝しなくてはですわね」

　リンスレットがそう呟つぶやくと──

「……」

　クレアたちは、なんだか気まずそうに沈黙した。

「……な、なんですの？」

「じつは、そのことなのだが──」

　エリスが声を鋭くして言った。

「あの商人の語ったことは、すべて真実なのだろうか？」

「そうね──」

　と、クレアも真剣な表情で頷うなずく。

「悪い人ではなさそうだったけど、彼の話をそのまま信じるのは危険だわ。〈ゾハール〉の商人だって言ってたけれど、どうにも腑ふに落ちないもの」

　お人ひと好よしなリンスレットは、ともかくとして──

　クレアたちは、あの商人のことを、かなり不審に思っていた。

　砂漠に現れた守護精霊〈スフィンクス〉──あの精霊には、〈魔王の都〉に入る資格ある者を、選別する役目があるはずだ。

　それが、ただの行き倒れの商人を助けたりするだろうか？

「彼以外にも、ここに連れて来られた人がいると言ってたわ。とりあえず、その人たちの話も聞いてみるべきね──」

「……その話が本当だとしたら、ね」

　フィアナの提案に、クレアは肩をすくめて答えた。

「そ、それにしても……」

　と、エリスが、歯切れ悪く口を開く。

「なに、エリス？」

「うむ、先ほど、あらためて思ったのだが……や、やはり、お、男は苦手だ」

「え、ええ……よくわかるわ」

「そうですわね……」

　……エリスの実感のこもった言葉に、頷うなずくクレアとリンスレット。

　カミトと過ごしてきたおかげで、少しは慣れてきたものの──

　やはり、箱庭育ちのお嬢様たちなのだった。

「ふーん、カミト君は大丈夫なのに？」

　ふよんっ。と、フィアナがエリスの腕をつつくと、

「カ、カミトは特別……って、な、なにを言わせるっ！」

　真っ赤になったエリスは、頭から湯気をたてて叫んだ。

「……もう、素直じゃないのね」

　濡ぬれた髪をきゅっと絞り、フィアナは呆あきれたように言う。

「……～っ、お、王女殿下こそ、どうなのだ……」

「どう──って？」

「……それは、そ、その……カ、カミトの……こと、を……だな──」

　まっすぐに見つめ返され、普段は凜りんとしているエリスがごにょごにょと口ごもる。

　フィアナはため息をつき、小さく肩をすくめると──

「──私は、カミト君が好きよ」

　きっぱりと言った。

「お、王女殿下!?」

　エリスが鳶とび色いろの目を見開く。クレアとリンスレットもドキッとした。

　フィアナは、赤くなってお湯をぶくぶくさせる二人にも視線を向けて、

「……みんな、結局のところどうなの？」

「……わ、私は……その……カ、カミトを、好ましくは、思っているが……」

「わ、わたくしも……えっと、その……」

　リンスレットは、なにかを気にするように、チラッとクレアを見る。

　頬ほおを染めたクレアは、口をぱくぱくと動かして、

「あ、あたしは、カミトなんて、べつに……す……す──」

「す？」

「……[image: ][image: ][image: ]っ、う、ううっ……わ、わかったわ、言うわよ！」

　クレアはほとんど自暴自棄になって、叫んだ。

「あ、あたしはカミトが好──」

　ドオオオオオオオオオオオオオンッ！

　その瞬間。ものすごい轟ごう音おんが鳴り響き、激しい震動が公衆浴場ハンマームを揺らした。

「な、なに!?」

「なんですの!?」
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「──にしても、意味がわからんほどデカイな、これは」

　開口一番、カミトはそんなことを口にした。

　真下から見上げるピラミッドは、想像よりもはるかに巨大だった。その規模は、オルデシア帝国の〈ネフィスカール宮殿〉と同程度だろうか。

　ピラミッドの周辺は、広大な庭園となっており、かつて、この場所に宮殿があった──というレスティアの言葉を裏付けているように思える。

　それにしても、いったい誰が、庭園の手入れをしているのだろう。これほどの広さの庭園を維持するには、それなりの人手がいるはずだ。それとも、この〈魔王の都アルカザルド〉では、植物が育つことはないのだろうか──

「材質は……金属、なのか？」

　真っ白な壁面に触れると、冷たい感触があった。

　少なくとも、石やレンガではなさそうだ。

（……あのゾハール商人は、入り口はないとか言ってたな）

　周囲を見回してみるが、入り口どころか、壁面の継ぎ目すら見当たらない。

　一応、外周をぐるりと回ってみる必要はあるだろうが、おそらく、入り口が存在しないというのは本当だろう。

「さて、と。どうしたもんかな……」

　あまりに巨大な構造物を前に、カミトは途方にくれた。こんなに途方に暮れたのは、グレイワースに、広大な屋敷の掃除を召し使ったとき以来である。

　しかし、このピラミッドが〈魔王の墳ふん墓ぼ〉であることは、間違いないはずだ。

「なにか、合い言葉でもあるのか……それとも、入るのに条件があるのか──？」

　また、あの〈スフィンクス〉が出現して、〈墳墓〉に入る資格を試されるのかとも思っていたが、どうやらそれもないようだ。

（……そっちのほうが、手っ取り早いんだがな）

　カミトはエストのほうを振り返り、

「エスト、これ、いけるか？」

「はい、私はカミトの愛剣。故に、この世に斬れないものはありません」

「なにが故に、なのか微妙にわからんが……ま、ものは試しだな」

「任せてください」

　エストは小さく胸を張り、こくっと頷うなずいた。

　カミトはエストの手を握り、〈神威カムイ〉を込める。

「冷徹なる鋼の女王、魔を滅する聖剣よ──

　いまここに、鋼の剣となりて、我が手に力を！」

　エストの身体が虚こ空くうに消失し、カミトの手に〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉が顕けん現げんする。

〈──カミト、魔王を滅ぼした私の力、いまこそお見せしましょう〉

　まだそれほど〈神威〉を込めていないのに、白銀の刃が煌こう々こうと輝きを放つ。

　……今日のエストは、なんだか機嫌がいいようだ。

「それじゃ、いくぞ──」

　カミトは壁の前に一歩近付くと、

「はああああああっ──！」

　気合一いつ閃せん。〈魔王殺しの聖剣〉を振り下ろした。

　ギイイイイイイイイイインッ！

　耳をつんざくような音がして──

　白銀に輝くエストの刃が、ピラミッドの壁に突き立った。

（よし──！）

　手応えはあった。少なくとも、破壊不可能なものではないようだ。

『──どうですか、カミト』

　ちょっと得意げなエストの声が聞こえてくる。

「ああ、さすがエスト……ん、あれ？」

　と、そこで、カミトはあることに気付く。

「エ、エスト……ぬ、抜けないぞっ！」

『……!?』

　深々と突き立った聖剣の刃は、壁に突き立ったまま、ぴくりとも動かない。

「ま、まずくないか、これ……」

『……カミト、助けてください』

　エストが珍しく、焦ったような口調で言った。

「ま、待ってろ、いま抜……く、おおおおおおおおおっ！」

　壁を蹴って足を踏ん張り、渾こん身しんの力で聖剣を引き抜こうとするカミト。

　──と、そのときだ。壁に押しつけていた足が、突然、空を切った。

（……は？）

　違和感を覚えたのは、一瞬のこと。

「……っ、うわああああああああああああああああっ！」

　突然、壁にぽっかりと開いた穴に、カミトは吸い込まれるように落下した。
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「──っ、ああああああああああああああっ！」

　どこまでも続く真っ暗な縦穴を、カミトは吸い込まれるように落ち続けた。

　風の唸うなる音。風圧でうまく呼吸ができない。

（……っ、マジでヤバイぞ、これは──！）

　ローレンフロストで、氷壁の谷に落ちた時とは違う。

　剣を突き立てて減速しようにも、周囲に壁が存在しないのだ。

（〈神威カムイ〉を放出して、落下速度を落とすことはできるが──）

　それをしたところで、せいぜい時間稼ぎにしかなるまい。

（……っ、どうすれば──！）

『カミト、闇精霊を呼んでください──』

「……っ、そ、そうか──！」

　カミトは左手を真上に掲げ、〈神威〉を込めた。

「──来てくれっ、レスティア！」

　月を象かたどった左手の〈精霊刻印〉が、暗闇の中で眩まばゆい輝きを放つ。

「……」

　……だが、召喚の〈門〉が開く様子はない。

（……～っ、あ、あの気まぐれ精霊っ！）

　カミトは胸中で叫んだ。

　思えば、彼女は肝心なときに、だいたいそばにいない。三年前、グレイワースの修行で魔神級の精霊に追い回されていたときも、彼女は〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉でおやつを食べながら、のんびり微睡まどろんでいたのだ。

　しかし、今はそんな恨み節を言っている場合ではない。この穴がどこまで続いているのかは不明だが、このまま底に落ちれば、待ち受ける運命は……

（……やばい、詰んだかも）

　と、そんなことを思った、そのとき──

「……っ!?」

　突然、ふわっと身体が浮き上がった。

「……な、なんだ？」

　まるで、急に重力が消えたかのようだ。

　そのまま、カミトはふわふわと暗闇の中を落ちてゆく。

「……た、助かった……のか？」

　無窮の暗闇の中を、ゆっくりと下降して──

　やがて、カミトの足が地面に着地した。

「……」

　静寂。自身の発する音以外は、一切の音が聞こえない。

　カミトはひと息つくと、エストの刀身を光らせた。

　輝く白銀の刃が、暗闇を眩まばゆく照らしだす。

　周囲は、無機質な金属にでも囲まれているのかと思ったが──

「……っ、なんだ、ここは!?」

　聖剣の光に照らされ、浮かび上がったのは──

　カミトが想像していたものとは、随分違う光景だった。

　天井に無数の〈精霊鉱石〉の象ぞう嵌がんされた、巨大な〈大だい伽が藍らん〉のホールだ。中央に太い石柱が並び立ち、壁には精密な彫刻のほどこされたレリーフがある。

　千年前の〈墓〉には、とても見えない。

　その印象は、まるで──王の宮殿だ。

『──カミト、私はここを知っています』

　エストが刃を明滅させた。

「……エスト、まさか、記憶が戻ったのか？」

『いえ、そうではありません。でも、この場所は──』

「──〈天魔の大伽藍〉。千年前に、魔王と聖女が、最期の戦いを演じた場所よ」

「……!?」

　頭上から聞こえてきた、その声に──

　カミトはハッと頭上を見上げた。

　漆黒の羽が舞い落ち、虚こ空くうから、夜色のドレスを纏まとった少女が姿を現す。

「レスティア──！」

　驚きの声を上げるカミトの前に、闇精霊の少女は、静かに降り立った。

「カミト、地上での観光は、楽しめたかしら？」

「……お前な、何度も呼んだんだぞ」

　カミトは彼女を半眼で睨にらんだ。

「それはごめんなさい。この〈墳ふん墓ぼ〉の中にいると、外とのリンクが繋つながりにくくなってしまうの。でも、さっき呼んでくれたのは、ちゃんと聞こえたわよ」

「だったら、もっと早くに来て欲しかったけどな」

「あなたが落ちないことは、わかっていたもの。スリルを楽しめたでしょう？」

　ふふっと可愛かわいく微笑ほほえむレスティアに、カミトは小さくため息をつく。

「……で、ここはなんなんだ？　墓にしては、随分と豪華な内装だが──」

「ここは魔王の宮殿よ。いえ、正確には、宮殿を再構築した場所ね」

　天井の〈大だい伽が藍らん〉を見上げて、彼女は言った。
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「なにが違うんだ？」

「本物の宮殿は、もう存在しないわ。この空間は、もとの宮殿の姿を模して、彼女が〈魔王の墳ふん墓ぼ〉の中に作り上げたものなのよ」

「──彼女？」

　カミトは聞きとがめた。

「ええ、この〈魔王の墳墓〉の主よ」

「なっ──」

　レスティアはくすっと微笑ほほえむと、ホールの奥に続く扉に視線を移した。

「ついてきて、カミト。〈魔王都市の女王〉が、あなたに逢あいたがっているわ」
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「……なあ、まだなのか、レスティア？」

「もうすぐよ──」

　聖剣の刃の切っ先に明かりを灯ともし──

　永遠に続くかと思われるような回廊を歩き続ける。

　カミトを招き入れた〈墳墓〉の主は、この〈ピラミッド〉の最奥部にいるらしい。

　この都を支配するというその存在は、一体、どんな姿をしているのだろう？

　レスティアは、彼女と口にしたが──

　そのまま、十分ほど歩き続けたところで、目の前に石の扉が現れた。

　扉の中央には、大きな〈精霊鉱石〉が嵌はめ込まれている。レスティアが手をかざすと、扉は重い音を響かせ、ゆっくりと両側に開く。

　扉の奥には、真っ暗な空間が広がっていた。

「ここよ、カミト」

「入って、いいのか？」

　カミトが緊張気味に訊たずねると、レスティアは無言で頷うなずいた。

　ぼんやりと光を放つ聖剣の切っ先をおろし、ゆっくりと足を踏み入れる。

　と──

「──お待ちしていました、〈魔王〉の後継者よ」

「……!?」

　玻は璃りのように透き通った声が響き、眩まばゆい光が生み出された。

　カミトは、眩まぶしさに思わず手をかざす。

　カミトの頭上に現れたのは──

　虚こ空くうの闇に浮かぶ、透明なクリスタルの石柱だった。

　石柱は、虹色の輝きを放ちながら、ゆっくりと回転している。

「これは、まさか、〈精霊鉱石〉!?」

　カミトは目を見開き、驚きの声をあげた。

　虹色に輝くそのクリスタルは、まぎれもなく〈精霊鉱石〉の塊だ。

　だが、大陸で発掘された最も大きな〈精霊鉱石〉でも、そのサイズは、せいぜい両手で持てる程度の大きさだ。こんな石柱が存在することはありえない。

　カミトが、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていると──

　やがて、虹色の輝きに変化が現れた。

　透明なクリスタルの中心に、人の姿が浮かび上がってきたのである。

（……なんだ？）

　カミトは、虹色の光に目を凝らした。

　光の中から現れたのは──

　真っ白な肌に、薄衣のドレスを纏まとった、美しい女の姿だった。

　カミトよりもやや年上だろうか。エメラルドのような紺こん碧ぺきの髪に、白はく皙せきの美貌。

　その瞳は血のように紅あかく、耳は優美な流線型に尖とがっている。

　その神々しいほどの美しさに、カミトは思わず息を呑のんだ。

「……精霊、なのか？」

　呟つぶやいて──すぐにそれが、間の抜けた言葉であることに気付く。

　──こんな存在は、精霊以外にはありえない。

　カミトが、完全な人の姿をとれる精霊を見たのは、これで六体目だ。

　エストにレスティア、〈浮遊島ラグナ・イース〉で出会った〈水の精霊王〉の化身、イセリア・シーウォード。スカーレットの真の姿である〈オルトリンデ〉。そして、ドラクニアの竜王〈バハムート〉──いずれも強大な力を持つ、最高位の精霊だった。

　だとすれば、目の前に現れたこの精霊も──

　輝くクリスタルの中で、彼女は唇を震わせた。

「──〈魔王〉の後継者よ。私はあなたが訪れるのを、ずっと待っていました」

　慈母のように穏やかな、それでいて、少女のように純真な声。

　直接心に触れてくるようなその声に、カミトは思わず、警戒心を解き、

「……俺を、待ってた？」

　と、素直に訊きき返した。

「はい、この〈墳ふん墓ぼ〉の中で、一千年間──」

「い、一千年……？」

　彼女は、一体なにを言っているのだろう？

　カミトは、うしろのレスティアを振り返り、

「……えーと、わかるように説明してくれるとありがたいんだが」

　と、助けを求める。

「……つーか、二人は知り合いなのか？」

「知り合い──と言えば、まあそうね」

　レスティアは、ちょっと困ったように小首を傾かしげた。

「なんか曖昧な感じだな」

「ええ。じつのところ、彼女とは、あまり話したことがなかったもの」

「はあ……」

「──それは、無理もありません」

　と、クリスタルの中の精霊が喋しやべった。

「彼女は〈彼〉の使役した最優の武器の一つで、その身は常に戦場にありました。それに対し、私はずっと、この宮殿の中にいたのですから──」

「……彼？」

「〈魔王〉スライマンのことよ」

　訊きき返したカミトに、レスティアが答えた。

「……なっ!?」

　目を見開くカミト。レスティアは肩をすくめると、カミトの耳もとで、

「〈モルデス〉にいるときに話したでしょう。〈魔王〉スライマンが、ただ一人、精霊契約を交わした精霊がいる──って」

「あ……」

　カミトは思い出した。

　たしかに、船で出立する直前、彼女はそんなことを言っていた。

「それじゃあ、彼女は──」

「ええ、そうよ。彼女こそ──精霊イリス。一千年もの間、この〈魔王の墳ふん墓ぼ〉を守り続けてきた、〈魔王都市の女王〉よ」
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「精霊イリス──」

〈魔王〉スライマンが唯一、心を開き、精霊契約を結んだ精霊──

（……それが、彼女だと？）

　カミトは、虚こ空くうに浮かぶ〈精霊鉱石〉のクリスタルをじっと見つめた。

　イリスと呼ばれた精霊は、ただ静かに微笑し、カミトを見下ろしている。

「……待ってくれ。たしか、お前の話じゃ、その精霊は〈魔王〉の死と共に、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉のどこかに姿を消したんじゃなかったか？」

「ええ、正直、私もそう思っていたわ」

　レスティアは頷うなずいた。

「でも、真実は違った。彼女は、〈人間界〉でも〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉でもない、この場所で、ずっと〈魔王の棺〉を守っていたのよ──」

「それじゃあ……」

　と、カミトは息を呑のみ、クリスタルの中の精霊に問いかけた。

「あんたが、この〈魔王の都アルカザルド〉を生み出したのか？　その、ここの住人たちも……」

　もし、そうなのだとすれば──

　それはもはや、〈精霊王〉にさえ比肩するほどの力だ。

　しかし──

「いいえ。この都を生み出したのは、私の力ではありません」

　魔王都市の女王は、ゆっくりと首を横に振った。

「この都は、魔王の力によって、〈人間界〉と〈元素精霊界〉の狭間はざまに固定された、記憶の残ざん滓し。私はただ、〈墳ふん墓ぼ〉の力を利用して、それを維持しているに過ぎません」

「……記憶の残滓？」

　女王の口にしたその言葉が、カミトは妙に引っかかった。

　……偶然だろうか。たしか、あのゾハールの商人も、同じ言葉を口にしていた。

「〈魔王の都〉の正体は、次元の狭間に固定された、千年前の〈魔王〉の記憶。そして、〈ピラミッド〉は、都市を維持するための巨大な魔術装置、というわけね」

「はい、この都も、住人たちも、そして私も……〈次元の狭間〉でしか存在することを許されない、泡沫うたかたの夢のごとき存在でしかありません」

「……正直、魔術の話は、なにがなんだかさっぱりなんだが」

　と、頭をかきながら、カミトは言った。

　ここにフィアナがいれば、いろいろ解説してくれたのかもしれないが──

「この都は、千年前に滅びた〈魔王〉が残したもので、あんたはそれを維持してる──ってことでいいんだな？」

「大筋は、その理解で間違いありません」

　城壁の外に出ると消えてしまう、都市の住人たち。あたかも生きているように見えた彼らは、魔王の記憶によって再現された存在なのだという。

　──そして、どうやらここは、カミトの知る〈人間界〉ではないようだ。

〈魔王〉スライマンの契約精霊。

　彼女は千年もの間、〈魔王〉の棺と、彼の記憶を守り続けてきたという。

　それは〈魔王〉への忠誠心ゆえなのか、それとも──

　と、カミトは、まだ肝心なことを訊きいていなかったことに気付いた。

「──それで、女王様はどうして、俺をここへ招き入れたんだ？」

　彼女は、この魔王都市の存在を誰にも知られたくなかったはずだ。

　だが、〈スフィンクス〉はカミトの資格を問い、この次元の狭間はざまへ導き入れた。

　一体、なんの目的で──

「それは、彼の後継者であるあなたに、伝えるべきことがあるからです」

　と、女王は言った。

「伝えるべきこと？」

「はい。私はただ、あなたに真実を伝えたい。あなたが、彼と同じあやまちを繰り返さぬように──」

（……あやまち？）

　カミトは胸中で訝いぶかった。

　魔王の契約精霊である彼女が言う、あやまちとは、一体なにを指すのだろう──

「クリスタルに触れてください、カゼハヤ・カミト」

　と、女王は初めてカミトの名前を呼んだ。

「心配することはありません。少し、あなたと精神を同調させるだけです」

　カミトは、レスティアのほうを振り向いた。

　レスティアがこくっと小さく頷うなずく。

「……」

　少し躊躇ためらったあと、カミトはゆっくりと、頭上に手を差しだした。

　正直なところ、まだ警戒心はあったが──

　レスティアの判断を信じることにした。

　指先がクリスタルの表面に触れると、虹色の輝きがいっそう強くなる。

（……っ!?）

　その瞬間。カミトの目の前が真っ白になった。

　同時に、頭の中に膨大なイメージの奔流が流れ込んでくる。

（これは……！）

「どうか、知ってください。千年前に、ここでなにがあったのかを──」

　精霊イリスの声が反響し──

　カミトの意識は彼方かなたへと飛ばされた。
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　千年前──

〈赤死の砂漠グル・ア・バル〉と呼ばれるこの場所が、まだ緑豊かな大地だった頃。

　ゾルディア王国辺境の小さな村に、一人の少年が生まれた。

「少年の名は、スライマン・イェルシオン。彼は男の身でありながら、まるで〈姫巫み女こ〉のように精霊たちを使役することができました──」

　カミトの視界に、様々な姿の精霊を使役する、少年の像が映し出された。

　映像は不明瞭だが、カミトと同じ年頃にみえる。黒い長髪で、背は高く、カミトよりもがっしりした体格をしているようだ。

（……これが、〈魔王〉スライマン？）

　カミトは、映像を食い入るように見つめた。

〈モルデス〉で、カミト自身が扮ふんした、あの髑どく髏ろの仮面を見ていたせいだろうか。その姿は、カミトの想像していた〈魔王〉の姿とは、あまりに異なるものだった。

「彼は善良で、知恵と勇気に溢あふれた若者でした。精霊の力を私欲のために振るうようなことはせず、その力で、人間に仇あだなす魔獣や精霊と戦ったのです──」

　頭の中に映るイメージが、次々と移り変わっては消えてゆく。

　少年は人々の村を救い、悪あしき精霊を討伐し、欲深き征服者から国を守った。

　やがて、彼は英雄と呼ばれるようになり、王に次ぐ地位を与えられることになる。王は彼の偉業を賞賛し、ついには自分の一人娘を娶めとらせたのだ。

　王国の民は英雄を褒ほめ称たたえ、彼を次の王にと望んだ。

　英雄スライマンがいる限り、王国の繁栄は続くと、誰もがそう信じていた。

　しかし──

「そんな彼の活躍を嫉そねみ、こころよく思わぬ者たちもいました。王国に古くから使える、家臣や将軍たち、精霊を使役する〈姫巫女〉の長たちです──」

（……当然、だろうな）

　と、カミトは胸中で呟つぶやく。

　人の心のありかたは、千年前も今もそう変わらない。それは、つい先日、オルデシア帝国や〈教国〉で起きた政変が物語っていることだ。

「彼らは英雄を貶おとしめようと、様々な奸かん計けいを用い、その罪を見つけようと躍起になりました。ですが、彼らのは徒労に終わりました。高潔で清廉な英雄に、悪しきところなど、なに一つ見つからなかったのです──」

　王の家臣たちは、英雄の悪評を捏ねつ造ぞうしたが、その試みは、英雄自身の行動によって、ことごとく覆された。ある者は暗殺者を使って彼を殺そうとしたが、すぐにそれが無謀な計画であることを悟った。英雄スライマンは、常に精霊たちの加護に守られていたのだ。

　やがて、奸かん臣しんたちの悪辣な計略は、王の知るところとなった。

「王の怒りは奸臣たちに対して燃え、彼らを精霊への生いけ贄にえに捧ささげるよう命じました。しかし、スライマンは王をとりなし、寛大な処罰を懇願したのです。奸かん臣しんたちは、憎んでいた英雄によって命を救われました」

　英雄は彼らをこころよく許した。人は誰でも心の弱さに負け、あやまちを犯すことがある。これからは共に手を携え、王国の繁栄のために尽くしてほしい、と──

「彼を陥れようとした者たちは、大いに恥じ入り、改心しました。しかし、一部の者たちは、このことでますます彼を敵視するようになりました──」

　家臣たちは改心した振りを装い、虎こ視し眈たん々たんと英雄の失墜を待ち続けた。ある者は英雄の忠実な部下となり、ある者は友として振る舞い続けた。

　──そして、数年後。とうとう、念願のその機会がやってきたのだ。

「精霊の愛いとし子ご、スライマン・イェルシオン。清廉潔白にして、完全無欠の英雄であった彼は、ひとつの大きな禁忌を犯しました──」

　言って、女王は深い吐息を漏らした。

「……禁忌？」

「彼は、王国の敵であった、妖精種族エルフの少女を愛してしまったのです──」

　目の前の映像が切り替わる。

　そこに現れたのは、紺こん碧ぺきの髪と真紅の瞳を持つ、〈森の少女〉の姿だった。

「……これは、エルフィム種族？」

「今の世では、そう呼ばれているようですね──」

　精霊イリスは儚はかなく微笑ほほえんだ。

「はるか太古に、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉より渡ってきた原初の人々。その末まつ裔えいは当時、妖精種族エルフと呼ばれていました。千年前、妖精種族エルフたちは〈原初の森〉を守るため、精霊と共に、人間たちの王国と敵対していたのです──」

　ゾルディア王国と妖精種族の戦は幾度も行われた。妖精種族の数は少なかったが、森の精霊の力は強大で、何年も頑健な抵抗を続けていたのだ。

　英雄と森の少女は、戦場で幾度も敵としてまみえ──

　その中で恋に落ちた。

　少女は生まれ育った森の村を裏切り、スライマンは王国を裏切った。

　王の娘を娶めとった身でありながら、妖精種族エルフを愛し、子をなしたのだ。

　この事実を掴つかんだ奸臣たちは、嬉き々きとして王の耳に密告した。

　英雄は妖精種族エルフと内通し、この王国を売り渡すつもりだと──

「英雄の裏切りに、王は激怒しました。そして、その〈森の少女〉の住む妖精種族の村を討伐するよう、家臣の将軍たちに命じたのです──」

　紅ぐ蓮れんの焔ほのおが森を焼く光景が、カミトの目に映し出される。

　妖精種族エルフの悲痛な叫びと怨えん嗟さの声が響き渡った。

「村は焼き払われ、〈森の少女〉と英雄の子供は……殺されました」

　その日、英雄と呼ばれた青年は、憤怒の化身と化した。

　彼は王国に叛はん旗きを翻し、数多あまたの森の精霊と共に戦った。

　たった一人で、各地を転戦するかつての英雄に、王国軍は苦戦を強いられた。

　だが、数ヶ月にわたる戦の末──

　彼は罠わなに嵌はめられ、ついに捕らえられてしまう。

　英雄は激しい拷問を受けた。喉を潰され、全身に刻まれた〈精霊刻印〉を剥はぎ取られ、その力を完全に奪われた──

　そして、無力な姿で、王国の民の前に引き出された。

　彼を英雄と称たたえていた民たちは、その同じ口で一斉に彼を罵り、石を投げつけた。

　このとき、英雄と呼ばれた若者は初めて絶望し、自身の愚かさを嘆いた。

　これまで、自分の守ってきたものはなんだったのだろう、と──

　彼は処刑台の上で、天に向かって人間たちを呪った。

「──そのとき。彼に応える声がありました」

「……声？」

　カミトはハッとした。〈魔王〉に聞こえてくる声。それは、カミトに呼びかけてくるものと同じ、あの〈闇の精霊王〉の声なのか──

　しかし、以前レスティアは〈モルデス〉でカミトに言った。

　私の知る魔王は、〈闇の精霊王〉の力に覚醒してはいなかった、と──

「──いいえ、〈闇の精霊王〉の声ではありません」

　と、女王は否定した。

「──え？」

　英雄スライマンに聞こえてきた声が、〈闇の精霊王〉のものでないとするなら──

　その声は、一体……？

「彼に接触したのは、この世界を支配する〈精霊王〉の一柱──」

　精霊イリスは──囁ささやくような声で、その名を告げた。




〈五大精霊王エレメンタル・ロード〉の盟主──聖王アレクサンドロス。




「……!?」

　予想もしていなかったその言葉に、カミトは息を呑のむ。

　聖王アレクサンドロス。

〈五大精霊王〉の中でも、最も偉大な存在とされる──〈光の王ロード・オブ・ライト〉。

　三年前、カミトが優勝した〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉では、なぜか空位だった〈精霊王〉。

　──その名が、なぜここで？

「死の際で、世界を呪う彼に、聖王はある契約を持ちかけました──」

　と、精霊イリスは言葉を続けた。

「……契約？」

「聖王は彼に告げました。この世ならざる〈奇跡〉の力を用いれば、汝なんじの愛した少女を蘇よみがえらせることができると。そして、その力は彼に力を与えるだろう、と──」

　処刑台の上で、英雄スライマンは、その声に訊きき返した。

『俺を惑わす者よ、その代償はなんだ──』

〈聖王〉は彼に答えて告げた。

　──汝が、世界に破滅と混沌をもたらす〈魔王〉となることだ、と。

（……っ!?）

　カミトは混乱した。頭の中に、無数の疑問符が浮かぶ。

　聖王は、彼が、敵である〈闇の精霊王〉の転生者であることを知っていたはずだ。

　世界の安定を担うはずの〈精霊王〉が、なぜ世界の破滅と混沌を望むのか──？

「彼は、〈聖王〉と契約を交わし、この世ならざる〈奇跡〉の力を受け入れました。その後のことは、今の歴史に伝わる通りです──」

〈奇跡〉の力を得た彼は、その場にいた王国の民を皆殺しにした。

　そして、王を殺し、家臣を殺し、妻であった姫を殺し──

　燃え落ちたゾルディア王国の宮殿で、彼は咆ほう哮こうした。

　かつて、英雄と呼ばれた精霊使いの少年は──

　史上最悪の〈魔王〉として再誕したのだ。





　　　　◇






　──視界が真っ白になった。

　カミトが目を開けると、精霊イリスを封じたクリスタルが、目の前に浮かんでいた。

「──これが、私が伝えたかった真実です、後継者よ」

「……」

　カミトは、クリスタルに触れた指先をそっと離し、彼女の顔を見つめた。

　森の新緑を思わせる紺こん碧ぺきの髪。血のような真紅の瞳。

　優美に尖とがった耳は、あの種族に特徴的なものだ。

「〈聖王〉は、〈魔王〉との契約を守ったみたいだな──」

　カミトは、複雑な表情で呟つぶやいた。

　彼女の正体は理解した。……つまりは、そういうことなのだろう。

「お察しの通りです。〈聖王〉が彼に与えた〈奇跡〉の力で、私は蘇よみがえりました。今度は、決して死ぬことのない、不滅の存在──精霊として」

　死者の復活──そんな〈奇跡〉を起こせる力は、この世界には一つしか存在しない。

　──〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の優勝者に与えられる、〈精霊王〉の褒賞だ。

「──〈聖王〉に力を与えられた彼は、この世界への憎悪に呑のみ込まれ、大陸全土を巻き込んだ戦争を始めました。私は、それを止めることができなかった。彼の心は、すでに滅びに蝕むしばまれていました。私にできたのは、ただ〈魔王〉の唯一の契約精霊として、彼の命が尽きるその瞬間まで、運命を共にすることでした」

　魔王都市の女王は、カミトの目をまっすぐに見つめて言った。

「あなたをここへ招いたのは、この真実を伝えたかったからです。私はあなたに、彼と同じあやまちを繰り返して欲しくないのです──」

　魔王スライマン──かつては英雄と呼ばれた青年。

　しかし、彼は憎悪に蝕まれ、〈魔王〉と呼ばれる存在に堕してしまった。

　……同じことが、カミトの身に起きないとは限らない。

　不可解な〈聖王〉のことは、ともかくとして──

　カミトが、これまで幾度も〈闇の精霊王〉の力に呑み込まれかけたのは、事実だった。

「……それはわかるが、俺はどうすればいい？」

　と、カミトは女王に訊たずね返した。

　自分が、魔王スライマンのようになるとは思わない。しかし──

「──私から、ひとつ提案があります、後継者よ」

　と、精霊イリスは静かに言った。

「提案？」

「この〈魔王の都アルカザルド〉で、暮らすつもりはありませんか？」

「──……は？」

　カミトは思わず、間抜けな声を上げた。

「……えっと、どういうことだ？」

　……話が飛躍しすぎて、理解が追いつかない。

　この都で暮らす──？

「ここは〈人間界〉からも〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉からも隔てられた、次元の狭間はざま。〈精霊王〉や、あなたの敵に見つかることもないでしょう。そうであれば、あなたはもう戦う必要はなく、〈闇の精霊王〉の力に目覚めることもありません。あなたは、永遠の時間を繰り返すこの都で、平穏に暮らし続けることができる──」

「……」

　そんな、精霊イリスの言葉に──

　カミトは息を呑のみ、レスティアのほうを向く。

「たしかに、ここは大陸のどの場所よりも安全かもしれないわね。少なくとも、オルデシア帝国を相手に亡命を続けるよりはマシかもしれないわ」

「……っ、レスティア!?」

「ただ事実を言っただけよ、カミト。あなたがどこへ行こうと、そこがたとえ世界の果てだとしても、私はあなたのそばに居続けるわ──」

　レスティアは黄昏たそがれ色の瞳で、カミトを見つめ返した。

「望むなら、あなたの連れて来たあの寵ちよう姫きたちも、一緒に暮らすといいでしょう」

「……寵姫じゃないぞ」

　と、女王の言葉を訂正しつつ、カミトは足もとに目を落とした。

　──永遠の時間を繰り返す、安寧に満ちた場所。

　たしかに、ここにいれば、安全なのかもしれない。〈闇の精霊王〉のことも、〈聖国〉のことも全て忘れ、平穏に暮らすことができるのかもしれない。

　魔王になどなる気は、毛頭ないが──

　……たとえば目の前で、クレアや仲間のお嬢様を一人でも殺されたら？

　正直、自分を抑えられる自信はない。

　そんなとき、彼女を蘇よみがえらせることができると、甘い言葉を囁ささやかれたら？

　現に自分は、レスティアを探し出すために、すべてを捨てた過去がある──

「俺は……」

　──と、カミトが拳を強く握った、その時。

　頭上で、なにか響くような音がして、〈ピラミッド〉がわずかに揺れた。

「……なんだ？」

「……っ、まさか!?」

　と、精霊イリスが驚きよう愕がくの声を上げた。

「どうしたんだ？」

「──侵入者です。何者かが、〈ピラミッド〉の〈結界〉を破りました」
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　ゴウウウウウウウウウンッ！

　紅ぐ蓮れんの火炎球が、〈ピラミッド〉を直撃した。

　並の精霊魔術では、傷一つつけることのできなかった壁面に、溶解した大穴が開く。

　魔王都市の住人たちが、悲鳴をあげて逃げ惑う。魔王の記憶によって生み出された、仮初めの命であっても、やはり、恐怖は感じるものなのだろうか──

　風に舞う火の粉が、墳ふん墓ぼの正面に立つ少女の瞳に映り込んでいる。

　少女は、ただ無感情に、溶け落ちる壁を見つめていた。

「──今の余の力では、この程度か」

　少女は、自身の掌てのひらに目を落とし、淡々と呟つぶやいた。

　彼女を護衛する〈聖霊騎士団〉の騎士たちが、戦慄の表情で彼女を見つめる。

　軍用精霊さえ一瞬で蒸発させるほどの炎を、この程度とは──

「本来の力がお戻りになれば、あの〈墳墓〉を消し飛ばすこともできるでしょう」

　ミレニア・サンクトゥスが言った。

　王に対して不遜な物言いであったが、少女は気にした様子もなく──

「余は墓などどうでもよい。それよりも──」

　と、反対側に広がる市街に目を移した。

「もっと人間の街を見てみたい」

「〈精霊王〉様が、人間の街を？」

　ルミナリスが思わず、疑問の声を差しはさんだ。

「なにか、おかしいか？」

「い、いえ、申し訳ありません！」

　声を震わせ、跪ひざまずくルミナリス。

　少女は、それを冷たい目で見下ろすと、

「盟約は履行した。あとは好きにさせてもらうぞ」

　言い捨てて、広場のほうへ歩き出す。

「……よ、よろしいのですか、枢すう機き卿きよう!?」

　ルミナリスが慌てた様子で言った。

「その……あ、あのような化け物を、野放しにしては──」

「あれは、簡単に制御できるものではありませんよ」

　答えたのは、ルーリエ・リザルディアだ。

「どのみち、あの御お方かたの盟約に縛られているのですから、せいぜい好きにさせておけばいいでしょう。まあ、一応、護衛──というか、監視はしておいてください」

「承知しました……！」

　ルミナリスは敬礼すると、数人の部下を引き連れて、少女のあとを追う。

「さて──」

　と、ルーリエは振り返り、溶け落ちた〈魔王の墳ふん墓ぼ〉の穴を見据えた。

「道は開かれた。眠れるお姫様を迎えに行こうか、ミレニア」





　　　　◇






「……侵入者？」

　と、カミトは精霊イリスに訊たずねた。この〈魔王の墳墓〉の壁は、そう滅めつ多たなことで破壊することはできないはずだが──

　だが、魔王都市の女王は、真剣な眼まな差ざしで天井を見つめ、

「人間の精霊使いが一人。それに、もう一人は……精霊？　いえ、違う……人間でも、精霊でもない存在が、ここに来ようとしています」

「人間でも精霊でもない存在？」

「はい、本質は精霊に近いのですが、なにか、得体の知れない──」

「──ミレニア・サンクトゥス、ね」

　と、レスティアが口を開いた。

「〈聖国〉の枢すう機き卿きようよ。ドラクニアで〈竜王〉を暗殺しようとした──」

「あいつか……」

　カミトの脳裏に、あの学院襲撃事件の記憶がよみがえった。

　眼帯に覆われた左眼に、〈精霊王〉さえも狂乱させる、〈異界の闇〉を宿した存在。

　たしかに、あの少女は、普通の精霊とはなにか違う感じがしたが──

「〈聖国〉の騎士団に、この都市を発見されたのか？」

「どうやら、そのようね」

「……まさか、あり得ません！」

　精霊イリスは声を震わせた。

「ここは〈守護精霊スフインクス〉の審判を受けた者でなければ、到達することはおろか、発見することさえできないはず──」

「だが、実際にここに来てるってことは、そういうことなんだろうさ」

　カミトは肩をすくめて言った。

「連中が狙ってるのは、おそらく、あんたの守っている〈魔王の棺〉だ」

「……！」

　女王は、真紅の目を見開いた。

　ルビアの報告によれば、〈聖国〉の騎士団は、サラディア王女が砂漠に向かうより前に、〈赤死の砂漠グル・ア・バル〉を探索していたらしい。だとすれば、その目的は、王女の身柄やカミトたちではなく、この〈魔王の墳ふん墓ぼ〉に眠るもののはずだ。

（まさか、棺に眠る魔王の力なんて伝説を、本気で信じてるとも思えないが──）

　カミトは天井を見上げ、〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉の柄に手をかけた。

　それから、女王の目を見つめ、きっぱりと言う。

「さっきの提案だが……悪いけど、断らせてもらう。ここで平穏に暮らすってのは、たしかに悪くないが、どうも、そういうわけにもいかないみたいだしな」

　結局のところ、大切なものと、自分の居場所は、自分で守るしかない。

　それは、グレイワースに教わった、最も基本的な信念だった。

「そう、ですか──」

　魔王都市の女王は、悲しげに首を振った。

「残念です。ですが、あなたの決断を止めることはできません。事実、この都の平穏は破られてしまったのですから」

「たしかに、平穏は破られたようだが──」

　と、カミトは言った。

「安心してくれ。あんたの大切に守ってきたものは、俺が守る」

　どのみち、〈聖国〉の連中は、いずれ決着をつけなければならない相手だ。

　連中は〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉でレスティアをつけ狙い、アレイシア精霊学院を襲撃した。

　おそらく、ここにカミトがいることにも、すでに気付いているだろう。

「感謝します、後継者よ。私は、安らかに眠るあの人を守りたいだけなのです」

　魔王都市の女王は、カミトに対して深く頭を下げた。

「ああ、任せろ。べつに血の繋つながりはないが、魔王スライマンは、俺にとっては、ある意味、ご先祖様みたいなもんだしな──」

　カミトがそんな冗談を口にすると、女王は嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「そうですね。では孫であるあなたに、私からささやかな贈り物を差し上げましょう」

「……贈り物？」

　カミトが怪け訝げんそうに訊きき返すと──

　女王は、聞き慣れない〈古代精霊語ハイ・エンシエント〉の詞ことばを詠唱しはじめる。

　と、次の瞬間。

　カミトのすぐ頭上に漆黒の闇が渦を巻き、何かが腕の中にぱさっと落ちてきた。

「──これをお持ちなさい、魔王の後継者レン・アツシユベルよ」

「これは……？」

　腕の中に現れた、真っ黒な布を見下ろして、カミトは首を傾かしげる。

「……っ、それは〈ガーブ・オブ・ロード〉よ、カミト」

「……ガーブ・オブ・ロード？」

　なんだか、珍しく興奮した声を上げる闇精霊に、カミトは訊きき返した。

「〈魔王〉スライマンが戦場で身に纏まとった、伝説の装身具よ」

「……っ、ま、マジか!?」

　カミトは思わず、その真っ黒な布を取り落としそうになった。

「はい、その黒衣は紛まぎれもなく、あの人が身に着けていたもの。衣に織り込まれた高密度の〈呪じゆ詛そ〉は、あらゆる属性の精霊魔術を吸収し、敵の刃を弾はじくでしょう」

「じゅ、呪詛って……大丈夫なのか？　えっと、なんか、呪われてたりとか……」

「ご安心ください。闇の力を持つあなたには、それほど影響はありませんので」

「そ、そうか……？」

　……闇の力を持ってなかったら、一体どうなるんだろう？

（なんとなく、聞くのが怖いな……）

「これは絶対に貰もらっておくべきよ、カミト！」

　レスティアが、漆黒の翼をバサバサと羽ばたかせた。

　……昔から、〈魔装具アーテイファクト〉関連のこととなると、妙にテンションが高くなるのだ。

「……わ、わかった、ありがたく頂いておくよ」

　カミトは漆黒の衣を広げると、学院の制服の上から首に巻きつけた。

　……一体、どんな素材でできているのか、ほとんど重さを感じない。

　刃を通さず、精霊魔術を吸収するというのは、本当なのだろうか？

「本物を身に着けるとか……なんだか、いよいよ魔王じみてきちまったな」

「ふふ、よく似合っているわよ、カミト」

『ダーク・カミト、とてもカッコイイです』

　レスティアはともかく、エストまでそんなことを言ってくる。

　……なんだ、ダーク・カミトって。

「本当に、お似合いですよ」

　そんなカミトの姿を見て──

　女王はなにかを思い出したように、優しく目を細めた。

「──どうか、ご武運を」





　　　　◇






「──間違いないわ。聖国の騎士団よ」

　広場を見下ろしたクレアが囁ささやいた。

「……っ、一体、どうやってここに!?」

　と、エリスも小声で呟つぶやく。

「さあね。連中もあの〈守護精霊スフインクス〉を倒したのかしら？」

　広場を一望できる鐘楼の上である。

〈偉大な親方の家クサイル・アムラ〉の〈御祓みそぎ場〉で爆発音を聞きつけたクレアたちは、急いで制服に着替え、まずは機動力のあるエリスと二人で、ひと足先に偵察にきたのだった。

　見下ろす眼下に広がるのは、すさまじい破壊の跡だった。

　城門から〈ピラミッド〉まで、街の建物が一直線上に消滅している。

（なんのためにこんなことを……）

　常識では、理解不能だった。

　まさか、〈ピラミッド〉までの道を通しただけ、というわけでもあるまいが──

「なんにせよ、連中の目的は、あそこに眠る〈魔王の棺〉でしょうね」

「そうだな……」

　鐘楼の柱に身を隠しつつ、小声で頷うなずくエリス。風の魔術で音を遮断しているため、気配を悟られることはないはずだが、警戒するに越したことはない。

「数は、ざっと十人ほどか。軍用精霊も連れてきていると考えるべきだろうな」

「ええ、あのルミナリス・セイント・レイシェードもいるわ──」

　広場を見下ろしながら、クレアは冷静に相手の戦力を分析する。

　相手は軍属の精霊騎士。それも、おそらくは精鋭の部隊だろう。

　ドラクニアでの修行で力をつけた二人ならば、精霊騎士相手でもひけは取らないだろうが、あの数を相手にするのは避けたいところだ。

（それに──）

　と、クレアは広場の中央に立つ、一人の少女をじっと見据えた。

　緋ひ色いろのドレスに身を包んだ、真紅の髪の可か憐れんな少女だ。

（なんなのよ、あの娘こ……）

　クレアは息を呑のんだ。

　遠くで見ているだけで、背中に冷や汗が出るほどのプレッシャーを感じてしまう。

「あの娘、高位の精霊だわ。オルトリンデと同格か、それ以上の──」

「……私たちの手に負える相手ではないな」

　エリスも、額に汗を浮かべて頷く。

「カミトとの連絡は、まだつかないの？」

「ああ、先ほどから広範囲に風の使い魔を飛ばしているのだが──」

「……～っ、もうっ、あいつってば、肝心なときになにしてるのかしら！」

「うむ、この事態に、気付いていないはずもないと思うのだが……」

　心配そうに呟つぶやくエリス。

「ひとまず、戻ってフィアナたちと合流しましょう」

「そうだな。王女殿下を安全な場所に移したほうがいい」

　偵察を終えて撤退しようとした、そのときだ。

　──ぞわり。

「……っ!?」

　心臓を素手で掴つかまれるような感覚に、クレアの全身が固まった。

「クレア、どうした？」

「……っ、エ、リス……逃げ──」

「なに？」

　エリスは振り向き、広場の方に視線を移す。と──

　真紅の髪の少女が、じっとこちらを見据えていた。

「まさか、見つかった!?」

　この距離で、風の結界まであるのだ。そんなはずは──！

　少女の掌てのひらに、小さな火球が生まれ──

　パッと放たれた。

「エリスっ！」

「……っ、凶まがツ風よ、狂え！」

　刹那の判断だった。

　放たれた火球が、鐘楼に着弾する、その寸前。

　魔槍より生み出された無数の真空の刃が、それを迎撃した。

　ズガアアアアアアアアアアアアアアアアンッ──！

　爆発。炸さく裂れつした炎が、あたりを一気に呑のみ尽くす。

「きゃあああああっ！」

　爆風に煽あおられ、二人の身体は宙に投げ出された。

「……っ、シムルグ！」

　空中で、エリスが〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉を解除する。虚こ空くうに現れた魔風精霊が、落下する二人の身体をキャッチし、〈風の障壁〉で荒れ狂う炎の熱を霧散させた。

「エリス、助かったわ……！」

「……っ、一体、何が!?」

　視界を覆い尽くす土煙の中、二人は崩れ落ちた瓦が礫れきの上に降り立った。

　燃えさかる炎の中で、クレアは額の汗をぬぐう。

　あたり一帯は、激しい炎に包まれていた。鐘楼の周辺に人の姿はなかったため、死者や怪け我が人にんなどはいないようだが──

「な、なによ、この威力……まさか、精霊魔術なの？」

　爆発の直前、少女の指先に小さな火球が生まれるのが見えた。

　あの小さな火球が、一瞬で、これほどの破壊をもたらしたというのか──

「見た目は〈火炎球フアイア・ボール〉の魔術に近いけど──」

「これが、〈火炎球フアイア・ボール〉だと!?」

　クレアの呟つぶやきに、エリスが唸うなった。

〈火炎球フアイア・ボール〉は、炎属性の精霊魔術の中では基礎的なもので、威力は並程度だ。

　例えば、クレアの唱える〈火炎球〉では、たとえ完全詠唱であったとしても、平屋の建物ひとつを吹き飛ばすのがせいぜいだろう。

「無礼者。今のは〈火炎球フアイア・ボール〉ではない──」

「……!?」

　聞こえてきた少女の声に、二人はハッと後ろを振り向く。

　そこに──

　先ほど広場にいた少女の姿があった。

　長く伸びた真紅の髪。頭の両端にはねじくれた角のようなものが生えている。

　緋ひ色いろのドレスを着たその少女は、崩れた鐘楼の上で、二人を傲岸不遜に見下ろした。

「──〈爆閃雷フレア・バースト〉だ」

「……っ、なっ──！」

「〈爆閃雷フレア・バースト〉ですって？」

〈爆閃雷フレア・バースト〉──掌てのひらから無数の光球を撃ちだし、閃せん光こうで敵の目を眩くらませる、いわば虚こ仮け威おどしの精霊魔術だ。殺傷能力などは、ほぼゼロに近い。

　だが、先ほどのあれは──

（……っ、嘘うそでしょ、あたしの〈炎王の息吹ヘルブレイズ〉よりも、全然威力が上だったわ！）

〈炎王の息吹ヘルブレイズ〉は、クレアが使うことのできる、炎属性では最強の精霊魔術だ。

　ただのはったりよ、と頭の中で否定するが──

　少女の放つプレッシャーは、圧倒的だった。

　姫巫み女ことしては、フィアナに匹敵する才覚を持つクレアである。なまじ直感に優れているせいで、エリス以上に、目の前の存在の強大な気配を感じ取ってしまう。

　だが、クレアは持ち前の気丈さで、この得体の知れない精霊を睨にらみつけた。

「あ、あんた、一体何者？　街を破壊したのもあんたでしょ！」

　と──

「──余に真名を聞くか、小娘」

「……っ!?」

　少女の全身から、激しい炎が噴き上がった。

　砂すな埃ぼこりが舞い上がり、クレアとエリスは、思わずあとずさる。

「余は、お前たちの不ぶ躾しつけな視線を不快に思ったまでのこと。なぜ、王である余を見下ろした？　返答によっては──」

　少女の姿が、陽炎かげろうのようにかき消えた。

　と、次の瞬間。クレアたちの眼前に、忽こつ然ぜんと出現する。

「万死に値する」

「……ぁ……う……！」

　クレアは、猫に睨にらまれたネズミのように固まった。

　あまりの威圧感に、足がすくんで動かない。

　と──

「シャ─────ッ！」

　虚こ空くうに渦巻く炎が生まれ、少女の前に、真紅の火猫が立ちはだかった。

　全身から激しい炎を吹き上げて、目の前の精霊を威い嚇かくする。

「スカーレット！」

「ほう──」

　と、少女は、驚いたように足もとの火猫を見つめた。

「見事な精霊だ。名のある精霊と見受けたぞ」

〈スカーレット〉の格を一目で見抜き、なお微塵も怯ひるむ様子がない。

（……っ、それほどの精霊ってことね──）

　額に汗を浮かべつつ、クレアは必死に頭を回転させる。

　全力で攻撃して隙を突けば、逃げる隙を作れるだろうか──？

　あるいは、風の加護のあるエリス一人なら、逃げきることができるかもしれない。だが、騎士道精神に満ちた彼女が、その案に乗ることはないだろう。

　と──

「ふむ……」

　なにを思ったのか──

　少女の姿をした精霊は、足もとの火猫とクレアを、交互に見つめた。

　そして──

　ひとさし指を、すっとクレアの鼻先に突きつける。

「……っ！」

　その指先から、火球が放たれることを覚悟して、クレアは目をつむった。

「──気が変わった」

「……え？」

　クレアは目を開き、そんな間抜けな声を出した。

「余はお前が気に入った。ゆえに、余を見下ろした罪は不問にしてやろう」

「え、えっと……」

「なんだ、不満か？」

　眉をひそめる少女に、クレアはぶんぶん首を振った。

「ち、違うわ！　で、でも、どうして急に……」

「お前は、似ている……ような気がするのだ」

「似てる？　誰に──？」

「……それは、余にもわからぬ」

「……？」

　クレアは顔に疑問符を浮かべた。

「しかし、余の記憶の中に、お前によく似た〈姫巫女〉の顔があるのだ」

　透き通った紅玉ルビーの瞳で、少女はクレアの顔をじっと見つめた。

（……な、なによ、この娘こ）

　この少女が、規格外に強大な高位精霊であることに間違いはない。

　だが、そんな強大な精霊が──

　どうして、こんなにも不安そうな顔をしているのだろう──？
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（……それに、あたしによく似た〈姫巫女〉って？）

　と、少女はおもむろに、クレアの制服の袖をくいっと掴つかんだ。

「火猫の娘よ、罪を不問にするかわりに、余の望みを聞け」

「……望み？」

　クレアは、思わず身構えた。

　……一体、なにを要求されるのだろう？

（あたしを許すかわりに、エリスを生いけ贄にえにしろとか？）

　そんな要求は、絶対に呑のめないが──

　少女は、クレアをまっすぐに見つめて言った。

「余に、この街を案内せよ──」





　　　　◇






　魔王の黒衣ガーブ・オブ・ロードを身に着けたカミトは、〈天魔の大だい伽が藍らん〉へ続く回廊を足早に進んだ。

　魔王と聖女が、最期の決闘をした場所。

　あの場所でなら、存分に双剣を振るうことができる。

　侵入してきたのは、枢すう機き卿きようのミレニア・サンクトゥス。

　だとすれば、相手は格下のルミナリスなどではないだろう。まず間違いなく、ミレニアと共に学院を襲撃した、あの元〈十二騎将ナンバーズ〉と来るはずだ。

（──ルーリエ・リザルディア、か）

　彼女と剣を交えたのは、たったの一度。

　学院都市の地下、魔王の〈玄室〉と呼ばれる場所で──

　あのとき、カミトは記憶喪失の状態だった。

（──手て練だれの精霊使いだ。俺が戦った、どの〈十二騎将〉の連中よりも強かった）

　だが、グレイワースには及ばない、そんな印象だ。

　もっとも、彼女も、あのときはまだ本気を出していなかったふしはあるが──

「レスティア、あの女王様の話だが──」

　ふと思い出したように、カミトは、手にした闇の魔剣に話しかけた。

『なに？』

「本当なのか？　聖王が、魔王スライマンに契約を持ちかけたってのは」

『私も初めて知った話よ。まさか、〈魔王〉が誕生することになった原因に、〈精霊王〉の盟主が関わっていたなんて──』

「やっぱり、お前も知らなかったんだな」

『ええ、前にも言ったけれど、魔王にとって、私はただの強力な武器でしかなかったもの。常に指輪に封印されて、こんな風ふうに話しかけることは許されなかった。今思えば、彼は、私が〈闇の精霊王〉に生み出された導き手だと、知っていたのでしょうね──』

「伝説では、七十二柱の精霊を使役したとか言われてるが、魔王にとっては、あのイリスさんだけが、本当の契約精霊だったんだな……」

　歩きながら、カミトは神妙な表情で呟つぶやく。

「しかし、彼女の話が本当だとすると、〈聖王〉アレクサンドロスは、一体、なんのために魔王とそんな契約を交わしたんだ？」

〈五大精霊王エレメンタル・ロード〉は本来、世界の安定を司つかさどる存在のはずだ。

　故に、世界のバランスを崩そうとした〈闇の精霊王〉と戦った。

　それが、何な故ぜ……？

（──千年前、〈聖王〉はすでに〈異界の闇〉に蝕むしばまれ、狂乱していた？）

　もしそうなのだとすれば、ある程度、納得はできる。しかし──

（三年前、俺が優勝したあの日、〈聖王〉の座は空位だった──）

　……いつから空位だったのだろう。その前回大会の十五年前か、それとも、グレイワースの優勝した二十四年前からなのか──

　なぜ、〈聖王〉の座だけが空位だったのか？

　パズルのピースが、嵌はまりそうで嵌まらない。

　──〈聖王〉は、本当に〈異界の闇〉に蝕まれているのか？

（……なんにせよ、〈聖国〉の連中に訊きけばわかること、か）

〈神聖ルギア王国〉は、〈聖王〉アレクサンドロスを崇拝する宗教国家だ。

　その行動には、姿を消した〈聖王〉の意思が関わっていると見て、間違いないだろう。

　カミトは双剣の柄に手をかけると、足を早めた。





　　　　◇






〈魔王の墳ふん墓ぼ〉の闇の中を、ルーリエ・リザルディアは、まっすぐに進んだ。

　かつて、〈魔王〉スライマンの居城であったこの場所は、歪ゆがんだ空間に圧縮され、混沌とした迷宮となっていた。

　この〈墳墓〉の管理者の手による仕業だろう。

「簡単には侵入させないというわけですね、小こ賢ざかしい」

　ルーリエは薄く微笑ほほえむと、精霊魔術で目の前の空間を薙なぎ払う。

　空間がぱっくりと斬り裂かれ、また無秩序に構築された通路が現れた。

「焦っているわね、ユグドレア。あなたらしくもない」

「そうだね、たしかに焦ってる。だって、もうすぐ〈願い〉が叶かなうんだもの──」

　ルーリエは、床に向かって峻しゆん烈れつな聖光を放った。

　広間の床が一気に崩落し、真っ暗な奈落が口を開ける。

　ミレニアが力場の球体を生みだし、二人はゆっくりと降下する。

　ユグドレア・セイント・アソリーテス。

　それは、かつて、人々を救う理想を抱いていた頃の、少女の名だ。

　辺境の村で生まれた彼女には、生まれつき備わった〈癒いやし〉の才能があった。

　聖女の生まれ変わりと呼ばれたその少女は、戦火に焼かれた村の人々、戦場で傷ついた者たちを救って回った。

　弱き人々を救うこと、それが、自分がこの世界に生まれた使命だと信じていた。

　だが、あるとき、少女は気付いた。……気付いてしまった。

　ランバール戦争。国家間の軋あつ轢れきに端を発した、最も凄惨な戦争で──

　彼女が救ったはずの人々は、すぐに次の戦場に駆り出され、ある者は息絶え、ある者は、多くの敵の命を奪った。

　結局のところ、彼女の救済は、さらなる死を生むだけの行為であったのだ。

　そんな、狂った世界を変えるために──

　──十五年前。ユグドレアは、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に出場した。

〈精霊王〉の〈奇跡〉の力によって、世界の憎しみを消し去ろうと考えたのだ。

（──すべてが終われば、私の重ねた罪も赦ゆるされるでしょう）

　穢けがれ一つない、純白の聖衣をはためかせ、彼女は奈落の底を見下ろした。

　聖光が闇を照らすとき、世界は正しく生まれ変わるだろう。

（憎しみも、争いも存在しない、そんな世界に──）

　ミレニア・サンクトゥスの掲げる聖杖の光が、奈落の闇を照らし出す。

　広大なホールのような場所に、二人はゆっくりと降り立った。

〈天魔の大だい伽が藍らん〉──かつて、聖女と魔王が剣を交えた、その場所に。

「剣舞を舞うには、おあつらえ向きの場所だね。彼はここに？」

「──ええ、もう一人の私の存在を感じるわ」

　ミレニアの紫紺ヴイオレツトの瞳が、暗闇の中で妖しく輝く。

〈天魔の大伽藍〉に、無数の〈精霊鉱石〉の明かりが灯ともった。

「よお、待ちくたびれたぜ。ルーリエ・リザルディア──」

　同時、暗闇の中から人影が現れた。

　闇の魔剣と、鋼の聖剣を手にした、黒衣の少年が──

「また会いましたね。レン・アッシュベル──」

　ルーリエはくすりと微笑ほほえむと、ゆっくりと手を宙に差し伸べた。

　十五年前の〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉優勝者と三年前の優勝者。

　──二人の〈剣舞姫ブレイドダンサー〉の邂逅だった。
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　──冷徹なる鋼の女王、真なる闇を孕はらみし聖剣よ。

　──今ここに、〈天魔の剣〉となりて、我が手に力を──！




　ルーリエ・リザルディアが、虚こ空くうに手を差し伸べた。

　ミレニア・サンクトゥスの身体が、光の粒子となって消滅する。

　次の瞬間、ルーリエの手に顕あらわれたものを見て──

（……っ、なに？）

　カミトは胸中で訝いぶかった。

　以前、学院都市の地下で、剣を交えたときの記憶が蘇よみがえる。あのとき見た精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエは、グレイワースの剣とよく似た、おぞましい姿の魔剣であったはずだ。

　だが、いま彼女の手に握られているのは、白銀の聖光を放つ、両刃の剣だ。

　ミレニア・サンクトゥス。

　精霊イリスは、彼女のことを、精霊でも人間でもない存在と表現したが──

〈精霊魔装〉に変化したということは、やはり、彼女は精霊なのだろうか？

　カミトは、ルーリエの捧ささげ持つ白銀の剣を睨にらんだ。

　おそらくは、エストと同じ剣精霊。柄の装飾も少し似ている。

　まさか、〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉と同格ということもあるまいが、ミレニアも人の姿をとれる以上、高位の精霊であることは間違いないだろう。

　カミトの首筋に、うっすらと汗が滲にじんだ。

「〈聖遺物〉は、渡してもらいますよ、レン・アッシュベル」

「聖遺物？」

「この〈墳ふん墓ぼ〉の奥に眠るもののことです」

　ルーリエが、精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエの剣をすっと斜めに構えた。

　見たことのない構えだ。オルデシアの剣の型ではない。

「皮肉が効いてるな。聖国じゃ、魔王の棺が〈聖遺物〉扱いされてるのか？」

「──ふふ、何も知らないのですね」

　刹那、殺気が膨れ上がった。

「……っ!?」

　呼気一いつ閃せん。ルーリエが一気に間合いを詰めてきた。

　縮地の法──足裏に集中した〈神威カムイ〉を爆発させる、武術の基礎的な技だ。だが、その疾はやさが尋常ではない。距離の離れたカミトの前に、一瞬で肉薄してくる。

　火花が散った。激しく、鋼の打ち合う音が、大だい伽が藍らんに鳴り響く。

　カミトの〈魔王殺しの聖剣〉が、重い初撃を受け止めた。

（……っ、なんて力だ!?）

　勢いのまま、ルーリエは剣を振り抜く。

　カミトは衝撃で吹っ飛ばされた。

「こ──のっ……！」

　咄とつ嗟さに、床に〈魔王殺しの聖剣〉を突き立て、威力を減衰する。

　ルーリエは獰どう猛もうな笑みを浮かべ、更に踏み込んでくる。

　ゴウッ──と、砲弾を放つような音を置き去りに、突っ込んできた。

　突き立てた聖剣を振り上げ、その反動で刃を弾はじく。

　剣閃が半弧を描くと同時、カミトは跳躍した。

〈月天閃衝〉──神威を消耗しない、絶剣技の出来損ないのような技だ。

　空中で魔王の黒衣が翻る。そして──

「〈絶剣技〉二ノ型──〈流星〉！」

　交差した双剣を撃ち下ろした。

　ドオオオオオオオオオンッ──！

　炸さく裂れつ音と共に凄すさまじい衝撃が放たれる。

　石の床が放射状にめくれあがり、巨大なクレーターを形成した。

　──が、仕留め損なった。ルーリエはすでに跳躍していた。

　追う。乱れ飛ぶ瓦が礫れきの破片を背に、カミトは床を蹴った。

「〈絶剣技〉初ノ型──〈紫し電でん〉！」

　一瞬で爆発的な〈神威カムイ〉を解放。その場に残像を残し、相手の懐に飛び込んだ。

　その初速は、天を裂く雷よりも疾はやい。それ故に付けられた名だ。

　だが、ルーリエはそれを読んでいた。彼女の唇が小さく動く。

「──怒りの日に、剣の使徒よ、疾とく参れ！」

「……!?」

　カミトの眼前に現れたのは、床から生えた、無数の光剣の山だ。

　鋼属性の精霊魔術。〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉の威力に任せ、薙なぎ払うのは容易たやすいが──

（──罠わな、か）

　直感する。ルーリエの剣の構えに、なにか不気味なものを感じた。

　精霊魔術は、こちらを引き込むための誘い水だ。

　ギャリリリリリリッ──！

　床に刃を突き立て、無理に勢いを殺す。そのまま、カミトは真横に跳んだ。

　ルーリエの瞳が微かすかに見開かれる。やはり、カウンターを狙っていたのだろう。

　光剣が一斉に刃先を向け、魚群の群れのようにカミトを追う。

「〈絶剣技〉三ノ型──影月円舞・双輪！」

　三条の剣閃が同時に閃ひらめき、光剣をまとめて叩たたき割った。

　着地。ローブの裾が地面に触れる。刹那、ルーリエが距離を詰めて迫る。

「──ミストレル・アルク！」

　裂れつ帛ぱくの呼気と共に、彼女が必殺の剣技を放ってくる。

　先ほど、カミトの放った〈紫電〉に互するほどの、峻しゆん烈れつな刺突だった。

　受けることはできない。カミトは間一髪、首を捻ひねって回避する。頬ほおが浅く斬り裂かれ、血がほとばしった。一瞬でも回避が遅れていれば、首と胴が離れていただろう。

「……っ！」

　カミトの体勢がわずかに崩れる。そこへ──

「──エイクレア・オラージュ！」

　嵐の如き剣撃が、カミトを襲った。

　咄とつ嗟さに、双剣でガードする。──が、すべては受けきれない。乱舞する白銀の剣閃は、カミトの肩を容赦なく抉えぐった。

「くっ……！」

『──カミト！』

　エストの悲鳴が響く。

「……っ、おおおおおおおっ！」

　カミトは裂れつ帛ぱくの気を放ち、退くかわりに、敢あえて前に踏み込んだ。

　虚を突かれたルーリエが、地を蹴って後退する。

「──穿うがて、〈死を呼ぶ雷閃ヴオーパル・ブラスト〉！」

　魔剣の刃から放たれた漆黒の雷が、ルーリエめがけて降りそそぐ──

「──裁きの日に、印あるものは守られん！」

　彼女の前に魔術方陣が生まれ、光の結界が闇の魔雷を打ち消した。

〈聖王の破法印グラン・アレクサンドロス〉──聖者とよばれる位階の者が使う、最高位の精霊魔術だった。

「──残念でしたね。闇精霊の力は、私には通用しない」

　間合いをとったルーリエは、静かに剣を構えなおした。

　たしかに、闇精霊であるレスティアと、彼女の使う聖属性の精霊魔術は、極めて相性が悪い。三年前の〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉で、レン・アッシュベルが、聖騎士ルミナリスに思わぬ苦戦を強いられたのも、それが原因だった。

（強い──）

　これまで剣を交えてきた中でも、間違いなく、トップクラスの相手だ。

　グレイワースの剣が嵐だとすれば、彼女の剣は疾風だ。

　やはり、以前、学院の地下で戦ったときは、様子見だったのだろう。

「噂うわさに違たがわぬ強さですね。さすが、最強の〈剣舞姫ブレイドダンサー〉」

　ルーリエはそんな賞賛の言葉を口にする。

「それはこっちの台詞せりふだ。なにが〈奇跡の癒し手〉だよ」

　カミトは肩を押さえ、〈十二騎将ナンバーズ〉であった頃の彼女の二つ名を口にした。

「専門は癒し手ですよ。剣は、たしなみ程度です」

「なにが嗜たしなみだ。あんたは、〈十二騎将〉の誰よりも強いだろうが」

　告げて、カミトは足もとに血を吐き捨てた。

「十五年前の〈精霊剣舞祭〉の優勝者──ユグドレア・セイント・アソリーテス」

「ああ、知っていたんですね──」

　と、ルーリエは苦笑した。

「あの頃とは顔を変えたのですが」

　彼女は最高位の癒し手だ。自分の顔を変えることなど、造作も無いだろう。

「〈精霊剣舞祭〉優勝者のあんたが、なぜ〈聖国〉と組んでる？」

　闇と鋼の双剣を両手に構え、カミトは訊たずねた。

「私に勝つことができれば、教えてあげますよ」

　ルーリエもまた、聖剣を斜めに構える。

「私たちは、同じ〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の優勝者。どちらが最強の〈剣舞姫ブレイドダンサー〉の名にふさわしいか、ここで決着を着けましょう」

「……同じ？　冗談はよせよ──」

　カミトは不敵に笑った。

「〈精霊剣舞祭〉の優勝者は何人もいるが──歴代最強は俺一人だ」

　言って、身に着けた魔王の黒衣ガーブ・オブ・ロードを、その場に脱ぎ捨てる。

「……？　なにを──」

　理解不能なカミトの行動に、ルーリエは眉をひそめた。

　カミトは、首を大きくまわし、肩口に手をあてる。

　ルーリエの刃がかすめたはずだが、そこに傷はなかった。

　魔王の黒衣ガーブ・オブ・ロードが防いでくれたのだろう。さすが伝説の〈魔装具アーテイファクト〉、たいした性能だ。

『カミト、なにをしてるのよ──！』

　と、カミトが黒衣を脱いだことに、レスティアが文句を言う。

「……いや、お前、絶対途中で気付いただろ」

『……』

　言い返すと、闇精霊は気まずそうに沈黙した。

「イリスさんには悪いけど、これは俺のスタイルと相性が悪すぎる」

　実のところ、最初に身に着けたときから、微妙な違和感はあったのだが──

　確信したのは、絶剣技──〈紫し電でん〉を放ったときだ。

　どうも、この黒衣に編まれた呪じゆ詛そは、〈神威カムイ〉の流れを乱してしまうらしい。

　たしかに、防御性能は見事なものだが、これでは、精妙な〈神威〉の操作を必要とする、〈絶剣技〉の冴さえが鈍る。

　やはり、これは魔王スライマンにしか使いこなせないものなのだろう。

　着慣れたアレイシア精霊学院の制服に戻ると、カミトは身軽に剣を振り回した。

「やっぱり、婆ばあさんの用意してくれた、こっちのほうがしっくりくるな」

「本当にいいのですか、レン・アッシュベル？」

　と、ルーリエが言った。

「致命傷にならなかったのは、その黒衣のおかげでしょう？」

「そうだな……」

　あっさりと認めて、カミトは頷うなずく。

　彼女の言う通り、先ほどの斬撃、まともに受ければ肩を抉えぐられていただろう。

　だが──

「安心してくれ。もう、あんたの剣は俺に届かない」

「……っ、面白い冗談ですね──レン・アッシュベル！」

　ルーリエの殺気が膨れ上がった。





　　　　◇






「一体、なにを考えているのだ、君は！」

「し、しかたないでしょ。断ったりしたら、あたしたち消し炭だったわよ」

「それはそうだが……」

　街の大通り路地を歩きながら、エリスとクレアはヒソヒソと言葉を交わした。

　チラッと背後に目をやると──

　少女の姿をした精霊は、二人の数歩後ろで、物珍しそうに建物を眺めている。

　あの精霊、なぜかはわからないが、クレアのことを妙に気に入ったらしく、あれこれと街のことを訊たずねたり、人間界の風習などを訊ねてくるのである。

（……一体、なんなのかしら、この娘こ？）

　かなり高位の精霊であることは間違いないが、だとすると、なぜ〈聖国〉の騎士団と行動を共にしていたのだろう。軍用に調律された精霊だとすれば、こんな風ふうに気ままに行動しているのが腑ふに落ちない。

（それとも、連中の仲間ってわけじゃないのかしら？）
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　なんにせよ、今のこの状況は、聖国の騎士団にとって予想外の事態だろう。

　今頃、精霊を使って自分たちを追ってきているに違いない。エリスが風の精霊たちを放ち、追跡を妨害しているが、もし鉢合わせすれば、間違いなく戦闘になる。

（その前に、早くカミトと合流しないと……）

　少女の機嫌をとりながら街を歩きつつ、聖国の騎士団に見つからないようにしながら、カミトを探す。なかなか高難度のミッションだ。

「火猫の娘よ、あの建物はなんだ？　余の眷けん属ぞくたる火の精霊の力を感じるぞ」

　少女は好奇心に満ちた眼まな差ざしで、煙突のある建物を指差した。

「あれは陶器の工房よ。窯の中で、火の精霊に土の器を焼いてもらうの」

　と、なにげに優等生で博識なクレアが説明する。

「ほう、なるほど……土は良い。土は頭は固いが、気の合う奴やつだった」

　少女はふむと満足そうに頷うなずき、よくわからない独り言を呟つぶやいた。

「大きな陶器工房には、水の精霊と風の精霊、それぞれに仕える姫巫み女こもいるわよ。水の精霊は土をこね、風の精霊は土器を乾かすの」

「水か……余は、あの女は苦手だ……」

　クレアはエリスの服の袖をつまみ、耳もとで囁ささやいた。

「まあ、なんか、そんなに悪い精霊じゃなさそうだし、このまま様子を見ましょう」

「それに異論はないが、そもそも、なぜ君だけそんなに懐かれているのだ。なにか、心あたりはないのか？」

「だから、あたしがたまたま、前に契約してた姫巫女と似てたって──」

「そんな偶然、あるものなのか？」

「さあ……」

「お前たち、なにを内緒話をしておる？」

「……！」

　ヒソヒソ話をしていた二人は、びくっと跳び上がった。

「な、なんでもないわ！」

「つ、次はどこを案内しようかと話し合っていたのだ」

「ふむ、それならよい──」

　と、少女はすぐに機嫌を直した様子で、

「それで、次はどんなところへ連れて行ってくれるのだ？」

　期待に満ちた目を向けてくる。

　クレアは少し考えて──

「案内する前に、ひとつ、訊きいておきたいことがあるわ」

「許す。お前は余のお気に入りだ、申してみよ」

　あくまで尊大な態度で、少女は頷うなずく。

「広場で、〈聖国〉の騎士団と一緒にいたわね。彼女たちはあんたの仲間なの？」

「あの者たちか──」

　と、彼女はつまらなそうに髪をいじくった。

「余の力を借りたいと言うので、力を貸してやったまでのこと。あの者たちがなにをしようと、余の知ったことではない」

（……協力関係だけど、使役されているわけではない、ということ？）

　クレアは胸中で首を捻ひねった。

「それじゃあ、街を壊したのは、あの連中に頼まれたからなのね？」

「うむ。正確には、あの〈ピラミッド〉に穴を穿うがてとな」

「そ、そう……」

　やはり、街を一直線上に破壊したのは、ただ最短ルートを作るためだったようだ。

「な、なんだと！　そんなことのために街を壊したのか！」

　予想通り、エリスが怒りだした。

「なにを怒っておる？　建物など、ほかに幾らでもあるではないか」

「……なっ！」

「エリス、落ち着いて！」

　正義感の強いエリスを、クレアはあわてて抑え──

　怪け訝げんそうに首を傾かしげる少女のほうを向く。

「……事情はわかったわ。でも、もう街を燃やすのはやめて」

　クレアはまっすぐに、少女の目を見つめた。

　少女は、クレアと同じ色の瞳を、パチパチと瞬かせ──

「……やはり、似ておるな」

　ぽつりと呟つぶやく。

「よかろう。あれは余が歩くのに邪魔だったから焼却しただけのこと。不要な破壊を行うのは、余の好むところではない」

（……まあ、聞き分けはいいみたいね）

　怒るのではないかと緊張していたクレアは、ほっと胸を撫なで下ろした。

　……そのまま、大通りを歩き続けると、また別の広場に出た。

　広場に人の姿はない。先ほどの爆発で、みな逃げだしたのだろう。

「どうやら、カミトはこの広場に来たようだが──」

　風の囁ささやきを聞いたエリスが言った。

「もう、ほんとにどこ行ったのよ……！」

　まさか、すでに〈ピラミッド〉の中にいるとは、二人は知るよしもない。

　と、精霊の少女が、くんくんと鼻をひくつかせ、

「よい匂いがするな。火猫の娘よ、あれはなんだ？」

　人のいなくなった店を指差した。

「食べ物のお店よ。さっきまで、にぎやかな市が開かれてたはずだけど──」

「みんな、逃げ出してしまったようだな」

「も、もうせぬと言っておろう！」

　少女は、ばつが悪そうに視線を逸そらした。

「ときに、あれはどんな供え物なのだ？」

　緋ひ色いろのドレスをひるがえし、彼女は軽やかな足取りで店に近付いた。

「あっ、だめよ、勝手に盗とったりしたら！」

「窃盗は許さんぞ！」

　クレアとエリスはあわてて後を追う。

　そこは、焼き菓子を売るお店のようだった。

　学院都市のお洒落しやれな店とは違い、ガラスのショーウィンドーなどはもちろんない。

　精霊の少女が、とくに興味を惹ひかれているのは、揚げたパンにたっぷりの砂糖をまぶした、ドーナツのような焼き菓子のようだ。

「火猫の娘よ、余はあれを所望する」

「所望するのはいいけど、ちゃんとお金は払いなさいよね」

「そんなものはない。王である余が所望しているのだ。奉納するのが当然ではないか」

　と、彼女はそんな暴論を口にした。

「余のものにならぬのなら、いっそ燃やし尽くしてくれよう──」

「ちょ、ちょっと、待ちなさい！　なんでそうなるのよっ！」

　掌てのひらに火球を生み出す少女に、クレアは思いっきりつっこんだ。

「さっき、もう街は壊さないって約束したでしょ！」

「む、たしかに……」

　意外なほど素直に頷うなずくと、膨れ上がった炎がすっと消える。

「はあ、なんだか調子が狂うわね……」

　クレアはため息をつき、懐から両替した銀貨を取りだした。

「ちゃんとお金を置いておくわ。それなら、まあいいでしょ」

「……本当はよくないが、今回は見逃そう」

　生真面目なエリスも黙認してくれるようだ。

「……」

　精霊の少女は、揚げたドーナツを、じーっと眺めた。

「なによ、食べないの？」

「これは、どのように食べるのだ？」

「かぶりつくのよ、こうやって──」

　クレアはドーナツにぱくっとかぶりつく。貴族のお嬢様には馴染みのない食べ物だったが、リンスレットがよくおやつで作っていたのである。

　揚げたてではないが、甘くて、サクサクとして美お味いしい。

「ふむ……」

　少女もクレアを真ま似ねして、はむはむと食べはじめる。

「なるほど。これはよきものだ。褒めてつかわそう」

　ドーナツを頬ほお張ばるその姿は、なんだか小動物のようで可愛かわいらしい。

　機嫌がいいのか、ねじくれた角の尖せん端たんに、ちろちろと小さな炎が燃えている。

（……妹がいたら、こんな感じなのかしら？）

　クレアはふと、そんなことを思った。

「ねえ……」

「なんだ、火猫の娘よ？」

「……あんた、名前はなんて言うの？」

「クレア、それは──」

　エリスがあわてた顔になる。

　精霊使いが、高位の精霊に真名を訊たずねるのは、失礼にあたるとされているのだ。

　実際、先ほどクレアが真名を訊ねたとき、彼女は怒りを露あらわにした。

　だが──

「だって、呼ぶときに不便じゃない」

　と、クレアは言い返した。

「べつに真名じゃなくていいわよ。〈スカーレット〉みたいに、愛称でいいわ」

「ふむ、愛称か。それなら──」

　精霊の少女は頷うなずいて、

「余は〈王〉と呼ばれている」

「……はあ？」

「む、なんだ、その反応は」

「あのね、そういうのじゃなくて──」

　と、クレアが文句を言おうとした、その時だ。

「──ヴォルカニクス様！」

　鋭い声が広場に響き渡った。

「……っ!?」

　振り向くと──

　抜き身の剣を手にした聖騎士の一団が、広場をとり囲んでいた。

　声を発したのは、〈聖霊騎士団〉のルミナリスだ。

「……っ、見つかったか──！」

　エリスが、即座に精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ──〈風翼の槍レイ・ホーク〉を展開する。

〈聖霊騎士団〉には、諜ちよう報ほうと追跡を専門とする〈特務兵〉、エイラ・シダールがいる。彼女の影精霊〈シェイドウルフ〉に追われていたのだろう。

　ルミナリスの目が、驚きに見開かれた。

「オルデシアのクレア・ルージュ、なぜ貴様がここにいる！」

「……っ、クレア、どうする──」

　エリスは唇を噛かみ、背後のクレアに言った。

　……だが、クレアはなにも答えない。

「クレア？」

　エリスが振り向くと──

「……──ヴォルカニクス、ですって？」

　クレアは蒼白の表情で、精霊の少女を睨にらんでいた。
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「──イヴェール・デファンス！」

　ルーリエ・リザルディアの突剣技が、雷光の如き軌跡を描く。縮地の法を、極限まで磨き上げた末の技。その速度は〈紫し電でん〉とほぼ互角。

　その刃を──

「さっきまでの俺と思うな──」

「……っ!?」

　すれ違いざま、カミトは魔剣の刃で叩たたき落とした。

　相手の剣速とタイミング、刃の角度まで合わせた、完璧なカウンター。

　初撃を外しても、即座に次の攻撃に移ることのできる突剣技なのだろうが──

　その目もく論ろ見みを、あっさり打ち消した。

　弾はじかれたルーリエの身体が、地面を擦過する。

　闇の中に尾を曳ひく〈神威カムイ〉の光。瞬転、彼女は地を蹴り、鞭むちのような斬撃を放つ。

　だが、その攻撃をカミトは読んでいた。体勢を崩した状態から、無理に繰り出される攻撃は、致命的な隙となる──

　流れるように、カミトは〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を跳ね上げた。

　甲高く鳴り響く金属音。ルーリエの腕が真上に弾かれる。

　カミトは、即座に闇の魔剣を閃ひらめかせ、剣の腹を叩くように打ち据えた。

「くっ……！」

　まるで、華麗な演舞を舞うが如きその動きに、ルーリエは戦慄する。

　先ほどまでとは、まるで動きが違う。

　あの黒衣を脱ぎ捨てただけで、これほどまでに変わるものなのか──

「……っ、なるほど。はったりでは、なかったようですね」

　剣けん戟げきでは押し負けると悟ったか、彼女は地を蹴って後退すると──

　片手で印を切り、精霊魔術を素早く詠唱する。

　バヂバヂッ──と、雷光を放つ光球が虚こ空くうに七つ生まれ、眼前のカミトを襲う。

〈聖雷球ライトニング・ボール〉──聖属性の雷球が追撃する、高位の精霊魔術だ。

　それを七つ、同時に唱えることができる精霊使いは、〈聖国〉にもそうはいない。

「これは躱かわせますかっ、レン・アッシュベル！」

「躱すまでもねえ！」

　気合一いつ閃せん。カミトは〈魔王殺しの聖剣〉を旋回させた。

　輝く白銀の刃が、カミトを取り囲んだ雷球を、まとめて薙なぎ払う。

「剣圧だけで、かき消した!?」

　ルーリエの表情が驚きよう愕がくに歪ゆがんだ。

　聖剣の刃が纏まとう〈神威カムイ〉に触れただけで、高位の精霊魔術が消滅したのだ。

「悪いが、俺に小手先の技は通用しない──」

　カミトは、地に接した足に〈神威〉を爆縮させ、一気に踏み込んだ。

　ズダンッ──と、衝撃よりも速く、剣閃が奔はしる。

「〈絶剣技〉序ノ型──〈桜乱烈華〉！」

　解き放たれた剣撃の雨が、無数の残像と共に降りそそぐ。

　九番目の〈絶剣技〉──破ノ型に連なる番外の技。

　表の奥義〈烈れつ華か螺ら旋せん剣けん舞ぶ〉修得の要となる対人剣技だ。

　乱れ舞う、光と闇の斬閃。

　双剣による尽きることなき連撃は、ルーリエの防御を手数で圧倒する。

　その速度と精度は、先ほどまでとは別次元だ。

　たちまち、防御の構えをこじ開けられ、ルーリエはたたらを踏んだ。

「──待たせたな、ルーリエ」

　と、カミトは告げた。

「──これが、〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉だ」

「……っ!?」

　彼女の掲げた聖剣めがけ、〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉の一撃を叩たたき込む。

　激しい火花が散り、彼女の小柄な身体が吹き飛んだ。

「……かっ……はっ──」

「……」

　地面に蹲うずくまる彼女を見下ろして、カミトは両手の聖剣の刃を突きつけた。

「あんたほどの実力があれば、わかるだろ。あんたは、俺には勝てない」

「まだ、ですよ……レン・アッシュベル……！」

「……!?」

　ルーリエは立ち上がり、聖剣の刃を地面に突き立てた。

　その身が、聖なる光に包まれ、全身の傷がみるみるうちに癒いえていく。

　彼女は凄絶な笑みを浮かべた。

（……っ、そうか──）

　カミトは、彼女の強さを支えるものに気付く。

　人は誰しも──

　武芸を極めた達人でさえ、無意識の内には恐れの心があるものだ。

　だが、彼女は、傷つくことをおそれない。

　生まれつき、奇跡の癒し手としての才能を持って生まれた彼女は、傷ついた肉体を、無意識のうちに癒いやしてしまうのだろう。

　ゆえに、傷つくことへの本能的な恐れが希薄なのだ。

　それはたしかに、ある種の強さではある。

（だが、それは──）

　ひどく歪いびつな強さだ。痛みを知ることで得られる強さもある。

　ルーリエは、光り輝く聖剣を両手に構えた。

「さあ、剣舞を舞いましょう、レン・アッシュベル──」

「……」

　カミトは双剣を構えなおす。

『──カミト、わかってるわね』

「ああ──」

　レスティアの声に、カミトは頷うなずく。

　カミトが終始、圧倒していたが──

　……このまま、戦いを長引かせるわけにはいかなかった。

〈神威カムイ〉を消耗する〈絶剣技〉を連続で放ったことで、カミトの肉体にある本来の〈神威〉が枯渇しかけている。

（早く蹴りをつけないと、マズイな──）
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「……──ヴォルカニクス、ですって？」

　クレアは愕がく然ぜんとして、その場に立ち尽くした。

　大陸に住む人間で、その名を知らぬ者はいないだろう。

〈火の精霊王〉ヴォルカニクス──炎の精霊を統べる、〈五大精霊王エレメンタル・ロード〉の一柱。

（まさか……この娘こが……？）

　混乱する頭の中で、クレアはふと思い出した。

（そういえば、前に姉様が言ってたわ──）

　あれは、たしか囚われの身となったフィアナを、救出に向かったとき──

　飛行艇の中で、姉がその話をしたはずだ。

〈精霊王〉の祭殿で、カミトは〈異界の闇〉に蝕むしばまれた〈火の精霊王〉を解放した。

　その際に、消失した〈火の精霊王〉が転送された場所こそが──

　聖都〈アレクサンドリア〉ではなかったか。

（そうよ、間違いないわ……）

　クレアは唇を強く噛かんだ。

　この少女は──〈火の精霊王〉の化身だ。

〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉に転送されていた、〈水の精霊王イセリア・シーウオード〉の化身と同じ存在。

　だとすれば、一瞬で街を破壊するほどの力があるのも当然だった。

（この娘こが、〈火の精霊王〉……あたしの故郷を、滅ぼした……！）

「ヴォルカニクス様、その者たちからお離れください！」

　広場の入り口で、ルミナリスが叫んだ。

　だが、精霊の少女は彼女を睨にらみ──

「なんだ、お前たちは。余は、この者たちと遊んでおるのだ」

　真紅の髪が逆立ち、炎のごとく揺らめいた。

　その怒気の凄すさまじさに、〈聖霊騎士団〉の騎士たちは、一斉に固まった。

　かろうじて踏みとどまったのは、ルミナリスのみだ。

「王よ、非礼をお許しください。我々は、御身の護衛を仰せつかっております故」

「ほう、お前たち如きが、〈王〉である余の身を案じると？」

「……っ!?」

　荒ぶる〈火の精霊王〉の怒気に、ルミナリスの顔が蒼白になる。

　彼女が、この場で聖騎士たちを消し炭にしなかったのは、先ほど、クレアと交わした約束があるからに過ぎない。

「護衛は不要だ。余はこの者たちと共にいる」

　と、彼女はクレアのほうを向き──

　そこで、初めて気づく。

　彼女を見つめるクレアの目が、先ほどまでとは変わっていることに。

「本当、なのね……」

「……なに？」

「本当に、あんたが〈火の精霊王〉なのね……」

　クレアのツーテールの髪が、燃える炎のように逆立った。

　仇かたきを見るような目で、少女を睨む。

「どうしたのだ、火猫の娘──」

「あんたのっ、あんたのせいで姉様は、あたしの両親はっ……！」

　透き通った紅玉ルビーの瞳に、涙が滲にじんだ。

　降りそそぐ火の雨。燃え上がる街。悲嘆に暮れ、城に詰めかける領民。

　その領民たちに罵られながら、両親と共に故郷の城を追われた、あの日──

「……なにを言っておる？」

　戸惑いの表情を浮かべ、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす精霊の少女。

　と、それを奪還の好機と見たのか──

「その者からお離れください、王よ！」

　抜剣したルミナリスが、素早く駆けてくる。クレアを排除するつもりだ。

「──させるかっ！」

〈風翼の槍レイ・ホーク〉を手にしたエリスが、彼女の前に立ちはだかる。

「どけ、雑兵がっ！」

　ルミナリスが聖剣〈ミュルグレス〉を一いつ閃せんさせた。

　聖光に輝くその刃を──

「……っ！」

　エリスは魔槍の柄で受け止める。

「なに？」

　ルミナリスの碧へき眼がんが驚きに見開かれた。

　手加減なしの一撃を、まさか、受けられるとは思わなかったのだ。

「この程度か、ルミナリス卿きよう──」

「……くっ!?」

〈風翼の槍やり〉の穂先が、風を孕はらんで轟ごう々ごうと唸うなる。

「はあっ──！」

　気勢を放ち、エリスは聖剣の刃を跳ね上げた。

　雑兵と見下していた者の、思わぬ反撃に、ルミナリスの体勢が崩れる。

　間髪入れず、手の中で魔槍を回転させ、雷閃の如き突きを放った。

　魔風を纏まとった槍の刃が、聖騎士の魔導銀ミスリルの籠こ手てを穿うがち、粉々に砕く。

「貴様っ──！」

　ルミナリスは混乱した。

　エリス・ファーレンガルト。

　オルデシア帝国の武家の名門、ファーレンガルト公こう爵しやく家の次女。

　彼女に関しては、その程度の認識でしかなかった。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に出場するにあたり、彼女が警戒していたのは、圧倒的に義あ姉ねのヴェルサリア・イーヴァのほうであり、その妹のことなど、歯牙にもかけていなかったのだ。

「ルミナリス卿、レン・アッシュベルと剣舞を舞ったあなたは、私の憧れでした──」

　風の魔槍を、片手でくるりと回し、エリスは言った。

「──ですが、今の私は、あなたよりも強い」

　踏み込み、一気に距離を詰める。

　烈風を纏った神速の刺突を、ルミナリスは聖剣の刃で弾はじく。

「学生騎士風情が、調子に乗るな！」

「あなたこそ、〈風王騎士団シルフイード〉を甘く見ないでいただきたい！」

　双方の〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉が、ふたたび激突する。

　交錯した刃を中心に、嵐のような風が巻き起こる。

　そんな、二人の熾し烈れつな剣舞をよそに──

　クレアと〈火の精霊王〉は、無言の睨にらみ合いを続けていた。

「火猫の娘よ──」

　と、先に声を発したのは、ヴォルカニクスだった。

「お前は、余を憎んでいるのか？」

「……っ、それは──」

　クレアは言葉に詰まる。

　自分の感情がよくわからなかった。

（……本当に、この娘こが、故郷を滅ぼした〈火の精霊王〉なの？）

　否、この少女が、〈精霊王〉の化身であることは間違いない。けれど──

　クレアは〈浮遊島ラグナ・イース〉で出会った、〈水の精霊王イセリア・シーウオード〉の化身のことを思い出した。

（彼女は〈精霊王〉であった頃の記憶を、ほとんど失っていたわ……）

　だとすると、この〈火の精霊王〉も、記憶を失っているのかもしれない。

　つまり、彼女は自分のしたことを、知らない可能性があるのだ。

「……ひとつ、訊きいていい？」

　クレアは言った。

「あたしに似た、その〈姫巫み女こ〉の名前、覚えてる？」

「……」

〈火の精霊王〉は、静かに首を振った。

「余は、彼女の名を覚えておらぬ。しかし──」

　と、苦しそうな表情で、答える。

「彼女は、大切な余の友であった。それだけは、はっきりと覚えておる」

「……そう。そうなのね──」

　その言葉に──

　クレアは心の中で、ある決意を固めた。

　彼女は、エルステインの地を滅ぼした仇かたきだ。それでも──

「ヴォルカニクス、あんたに会わせたい人がいるわ」

「……なに？」

「ここで決めて。〈聖国〉の連中のところに戻るか、あたしたちと一緒に来るか」

「……！」

〈火の精霊王〉は、クレアの紅玉ルビーの瞳をじっと見つめた。あるいは、クレアを通して、彼女とよく似た、大切な友のことを見ているのかもしれなかった。

　数秒間の沈黙。そして──

「……それは、できぬ」

　彼女は首を横に振った。

「どうして──」

「余は、あの者たちとの盟約に縛られておる。違たがえることはできぬ」

「そんな……！」

〈火の精霊王〉は、儚はかなく微笑ほほえむと、緋ひ色いろのドレスを翻した。

「束の間の現界ではあったが、楽しませてもらったぞ、火猫の娘よ」

　少女の身体が、紅ぐ蓮れんの焔ほのおに包まれて消えてゆく──

　クレアはあっと声を上げるが、彼女を追うことはできなかった。

「……な、なんなのよっ、もうっ！」

　彼女に対する怒りなのかなんなのか、感情の行き場を失い、地面を蹴りつける。

　そこへ──

「クレア──」

　魔槍を手にしたエリスが、たっと降り立った。

「彼女は〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉に帰ってしまったのか？」

「ええそうみたい……」

　頷うなずき、クレアは立ち上がった。

　あたりを見回せば、二人は十人の〈聖霊騎士団〉に包囲されていた。

　……さすがに、この人数の騎士を相手にするのは無理がある。

「包囲を突破して、脱出しましょう」

「……そうだな」

　エリスが〈風翼の槍レイ・ホーク〉を構え、クレアも〈炎の鞭むち〉を展開する。

　二人は同時に駆けだした。
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　剣けん戟げきの音が、〈魔王〉と〈聖女〉の戦いの舞台に鳴り響く。

　奇しくも、一方は奇跡の〈聖女〉と呼ばれた姫巫み女こで──

　もう一方は、〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を手にした、〈魔王〉の後継者だ。

　絢けん爛らんな大だい伽が藍らんの下で舞う、その剣舞は、あたかも伝説の時代の再演であるかのようだ。

「その日、空は嘆き、地は怒りに震えん──」

　純白の聖衣を翻し、ルーリエ・リザルディアが精霊魔術を詠唱する。

　無数の聖光の刃が地を奔はしり、立ち並ぶ石柱を根元から斬り裂いた。

　だが、カミトの姿は、すでに地上にはない。

　倒れる石柱の間を、縦横無尽に跳躍し、ルーリエに肉薄する。

　高次立体移動──〈教導院〉の暗殺技能者のスキル。

　このレベルになると、もはや壁と地面の区別はない。

「──穿うがて、〈死を呼ぶ雷閃ヴオーパル・ブラスト〉！」

　死角より放たれる漆黒の魔雷が、予測不可能な軌道を描き、ルーリエを襲う。

　ルーリエは防御の魔術を唱え、魔雷をかき消した。

「闇精霊の力は、私には通用しませんよ──」

「それは百も承知だがなっ！」

　ズウウウウウウウウウウンッ！

　石柱が倒れ、膨大な砂すな埃ぼこりが舞う。

　閉ざされる視界。その中で、白銀の剣閃が閃ひらめく。

〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉と、ルーリエの〈無銘の聖剣〉が交差し、火花を散らした。

「……っ！」

「騎士の剣ではありませんね、レン・アッシュベル。焦っているのですか？」

「これは観客を魅せる剣舞じゃない、あんたとの果たし合いだ──」

　鍔つば迫ぜり合いながら、カミトは嘯うそぶいた。

　速さ、力、センス、経験、神威カムイ、契約精霊の格──

　すべてにおいて、カミトはルーリエを上回っている。

　しかし──

（追い詰められてるのは、むしろ俺のほう、か──）

　胸中で苦々しく独りごちる。

　ルーリエの聖衣が燐りん光こうを放った。

　彼女が負った傷は、一瞬で癒いえてしまう。その生まれ持った異能の力──もはや呪いとでもいうべきその力は、ルーリエを自動的に守り続ける。

　そこには、彼女自身の意思さえも介在しないのだろう。

　奇跡の〈聖女〉を倒すには、一撃で、致命傷を与えなくてはならない。

　だが、カミトは彼女を殺せない。彼女には、訊きかなければならないことがある。

　……いや、それが本当の理由ではない。

（俺は、もう〈教導院〉の暗殺技能者じゃない──）

　──レスティアが、学院で出会った仲間が、人の心をくれた。

　だから、精霊の力を使って、命を奪うことは決してしない。

　無限に回復し続けるルーリエを倒すには、〈神威カムイ〉が尽きるのを待つしかないが──

　カミトはその手段を取り得ない。

　カミトには、厄介な時間制限タイムリミツトがある。

　このまま、〈神威カムイ〉を消耗し続ければ──

　その身は〈闇の精霊王〉の力に呑のみ込まれてしまうだろう。

　否、すでに闇の力は、カミトの意識を蝕むしばみ始めている。

　もう時間がない。

　決断すべきときだった。

「──剣捌さばきが鈍っていますよ、レン・アッシュベル！」

　ルーリエの聖剣が奔はしった。

　彼女の剣技は、伝統的な騎士の剣ではなく、姫巫み女この舞踏をベースにしたものだ。

　精霊に奉納する剣舞を、極限まで高めたもの。

「──楽しいですね」

「それは、なんかの皮肉か？」

　剣撃を撃ち払い、カミトは言った。

「純粋に、最強の剣舞姫と剣舞を舞うのは、心が躍ります」

「──そうかよ」

　カミトの胸に、小さな棘とげで刺されたような痛みが走った。

　これから、カミトがすることは──

　ある意味で、命を奪うより、残酷かもしれない。

　この絶剣技を使えば、彼女は二度と──剣舞を舞えなくなる。

　それは、グレイワースに禁じられた、ロストナンバーの〈絶剣技〉だ。

　過去に一度だけ使い、もう、二度と使わぬと誓った技。

　カミトは床を蹴り、後方に跳んだ。

　ルーリエは追ってこない。そこで足を止めた。

　距離をとって、対たい峙じする。

「もう、手詰まりですか、レン・アッシュベル」

「いや──」

　カミトは、〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉を床に突き立てた。

『……カミト？』

　と、レスティアが怪け訝げんそうに声をかけてくる。

「──悪いな、レスティア。この〈絶剣技〉は、双剣じゃ使えないんだ」

　それに、闇の属性は、ルーリエには通用しない。

　レスティアも、カミトが何をするのか、察したようだ。すぐに沈黙する。

　カミトは〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を両手に構えた。

「なにをするつもりですか？」

「恨むなよ、とは言わない。覚悟はしておけ──」

　全身の経絡をめぐる〈神威カムイ〉を、刃に集中する。

　──使うのは、三年ぶりだった。

　だが、〈絶剣技〉は身体が覚えている。

　皮肉なことに、最も忌避した技だからこそ──

　そんなカミトの無言の気迫を感じたのか──

　ルーリエもまた、〈無銘の聖剣〉に〈神威〉を込めた。

　そして──

　二人は動いた。

　同時に地を蹴り、疾走する。

「──イヴェール・デファンス！」

　ルーリエが放ったのは──紫し電でんのような技だ。

　傷つくことを恐れぬ者の、無謀にさえ見える突剣技。

「おおおおおおおおおおっ！」

　カミトは──

　敢あえて、左手で受け止めた。

　刃が肉を抉えぐる。激痛が走るが、カミトはそのまま──

　経絡の集中する心臓めがけて、聖剣を突き込んだ。

「かっ──は──」

〈魔王殺しの聖剣〉は、鋼ではなく、純粋な光の刃だ。

　ここまでは、ヴェルサリアの心臓を穿うがったときと同じ──

　あのときは、呪じゆ装そう刻こく印いんを消し去った。

「〈絶剣技〉虚ウツロノ型──〈破魂絶壊〉！」

　カミトの叫びが響いた、刹那。

　解き放たれた神威が、彼女の身体の中を暴れ狂った。





　　　　◇






「──これまでの、ようですね」

　ルーリエ・リザルディアは、聖剣を手にしたまま、その場にくずおれた。

　自身の身に何が起きたのか、すでに理解しているようだ。

　彼女を包む燐りん光こうは消えた。もう、奇跡の力が彼女を癒いやすことはないだろう。

〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー）が刺し貫いた胸に、傷跡は無い。

　だが、精霊使いにとって、なによりも大切なものを、カミトは破壊した。

〈絶剣技〉虚ウツロノ型──〈破魂絶壊〉。

　師によって禁じられた、その〈絶剣技〉は──

〈神威カムイ〉の循環を司つかさどる、肉体の経絡を、ズタズタに斬り裂いたのだ。

　彼女はもう、精霊魔術を詠唱することも、精霊と契約することもできなくなった。

　人々を癒いやす、奇跡の力。これまで、多くの命を救ってきたであろうその力を、カミトはその手で壊してしまった。

　後悔はしていない。この技でなければ、彼女を倒すことはできなかっただろう。

　禁断の〈絶剣技〉を使わざるを得なかったのは、彼女の強さゆえだ。

　カミトは、座り込んだままのルーリエを見下ろした。

　そして──

「俺が勝てば、話してもらう約束だったよな。教えてくれないか、帝国の〈十二騎将ナンバーズ〉にまでなったあんたが、どうして〈聖国〉に仕えてるのか──」

「……そう、でしたね。まあ、いいでしょう」

　ルーリエは俯うつむいたまま呟つぶやいた。

「私には、生まれ持った癒しの力がありました。私は、その力で人々を救うことが、与えられた使命だと考え、戦で傷ついた、多くの人々を癒してきました」

　ですが──と、彼女は力なく笑った。

「私のその考えは、間違っていました。一人の命を救えば、その救った一人が、戦場で二人の命を奪う。そんな愚かなことが、幾度も繰り返された」

　静かな声で語るルーリエ。それがいっそう、彼女の絶望を際立たせた。

「だから、私は変えようと思いました。この愚かな世界そのものを──」

「それじゃあ、あんたが〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に出場したのは──」

「ええ、私は世界を変えるために、〈精霊王〉の叶かなえる〈願い〉に縋すがったのです──」

　ルーリエは顔を上げ、十五年前の過去を思い出すように、虚こ空くうを見つめた。

「その、あんたの〈願い〉は……」

　言いかけて、カミトは口をつぐんだ。

　……今の大陸を見れば、そんなことは一目瞭然だ。

「そう、不可能でした。〈精霊王〉の〈奇跡〉でも、それは叶わなかった──」

「……」

「──ですが、そのとき。失意に沈んだ私の頭の中に、あの方の声が聞こえました」

「あの方？」

　と、繰り返すカミトに、ルーリエは告げた。

「三年前、あなたが優勝したときは、空位だったのでしょう？」

　カミトはハッと息を呑のんだ。

〈光の王ロード・オブ・ライト〉──聖王アレクサンドロス。

　解放したのは、このルーリエなのか──

「〈聖王〉の目的はなんだ？　〈聖国〉を陰で操って、何をしようとしてるんだ？」

　わずかに語気を荒げて、ルーリエに詰め寄った。

　そんな狼ろう狽ばいぶりがおかしかったのか、ルーリエはくすりと笑い、

「あの方は、世界をもう一度やり直し、正しい形に戻そうとしているのですよ。〈闇の精霊王〉のあやまちによって間違えてしまった、この世界を──」

「……っ、なにを言って──」

「いずれわかりますよ、レン・アッシュベル。あなたも、〈精霊王〉の祭殿で、あれを見たのでしょう？」

　カミトは、無言で唾を飲み込んだ。

〈精霊王〉の祭殿で、〈異界の闇〉に呑み込まれた、あのとき──

　カミトは、それを見てしまった。

　──無窮の闇の中にたたずむ、無数の〈天使〉の軍勢を。

「いずれ、あれが、ここに来るのですよ」

　ルーリエ・リザルディアは嗜し虐ぎやく的な声音で言った。

「……なん、だと!?」

　カミトは唖あ然ぜんとして言った。

　……彼女は、何を言っている？

「私たちにできるのは、その来たるべきときに備えた準備。この〈墳ふん墓ぼ〉に眠る〈棺〉は、そのために必要なもの──」

　ルーリエは小さく首を振ると、ゆらりと立ち上がった。

「……っ、ルーリエ、おまえ……？」

　カミトは眉をひそめる。

　今の彼女には、なにもできないはずだった。しかし──

『カミト、なにか嫌な予感がするわ──』

　レスティアが頭の中で警告の声を発した。

　と、カミトは気付く。

　幽鬼のごとく立ち上がった、彼女の心臓が、不気味な輝きを放っている──！

（あれは……！）

　彼女の胸で輝いているのは、拳大の〈精霊鉱石〉の塊だ。

　それも、血のような真紅の〈精霊鉱石〉──

「……〈精霊王の血ブラツド・ストーン〉！」

　カミトは喉の奥で唸うなった。

〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の聖域でのみ採掘される、最高純度の〈精霊鉱石〉。

　以前、ジオ・インザーギが、精霊を支配するために使っていたのを見たことがある。

　通常の〈精霊鉱石〉より、はるかに強大な精霊を封じることのできる代物だ。

「〈霊爆〉という兵器を知っていますか？」

　言って、ルーリエ・リザルディアは、凄絶な笑みを浮かべた。

「……!?」

　〈霊爆〉──国家間の条約で封印指定されている、ランバール戦争時代の兵器だ。

　何百もの精霊を閉じ込め、圧縮し、反応させることによって大爆発を引き起こす。

　小さな街程度なら、簡単に吹き飛ばすこともできるだろう。

　戦争の生み出した、狂気の産物。

「この〈ピラミッド〉は、〈棺〉の封印を守るためのもの、であれば、〈ピラミッド〉そのものを、壊してしまえばいい」

「……っ、おまえ、最初から、それを──」

「……奥の手、でしたけどね」

　ルーリエは微笑ほほえんだ。

「……最強の剣舞姫と、剣舞を舞えて光栄でした。それは本当ですよ」

　彼女が、自身の心臓に聖剣を突き立てる。

　瞬間。真紅の閃せん光こうが炸さく裂れつした。
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　凄すさまじい轟ごう音おんが、〈魔王の墳ふん墓ぼ〉を揺らした。

　最も強力な〈結界〉で守られた、この玄室にさえ響くほどの破壊力。

　虹色に輝くクリスタルの中で、精霊イリスは、絶望の吐息を洩もらした。

「……っ、まさか、この〈墳墓〉そのものを崩壊させるなんて──」

　ピシッ──と、〈精霊鉱石〉のクリスタルに、大きな亀裂が入る。

　結界を維持するための魔術装置──〈ピラミッド〉の崩壊は、すなわち、その管理者である彼女の消滅を意味していた。

　それは、彼女が守り続けてきた〈魔王の棺〉の封印が解ける、ということだ。

　魔王スライマンが、最後の力で封印した、決して解き放ってはならないものを──

　そう、彼女が守ってきたのは、魔王の骸むくろ──などではない。

　彼の肉体はすでに無に帰し、今はただ、その魂の残ざん滓しだけが、この都に在る。

　魔王の棺。そう呼ばれるものに、眠るのは──

　ピシッ、ピシピシッ──無数の亀裂が、クリスタルの表面を覆い尽くす。

　そして、その亀裂から、眩まばゆく輝く虹色の光が溢れだし──

　クリスタルは、粉々に砕け散った。





　　　　◇






「マスター」

「なに、エスト？」

　ある日、珍しく自分から話しかけてきた剣精霊に、少女は小首を傾かしげた。

「マスターに、両親はいないのですか？　ほかの人間たちと同じように──」

「……うん」

　ほんの少し、憂いを浮かべた表情で、頷うなずく少女。

「私は、子供の頃、この村の長老に拾われて育ったの。親の顔は顔は知らないわ」

　それほど珍しい境遇でもない。むしろ、心ある人間に拾われて、大切に育てられたことこそ、ほとんど奇跡といえるだろう──

　少女の両親が、なぜ彼女を捨てたのか、それはわからない。長老や村の人間たちに尋ねてみたこともあったが、誰もが口を閉ざし、教えてはくれなかった。

　知る必要はない、と長老は言った。

　温厚な長老が、少女に厳しい声を出したのは、それがはじめてだった。

　その日以来、村の中で両親の話をすることは禁じられた。

「でもね、寂しくはないわ──」

　と、少女は相棒の剣精霊に微笑ほほえみかけた。

　長老も村のみんなも、温かく優しい。

　それに、なによりも──

「今は、エストがいるわ──」

　少女は剣精霊の頭にぽんと手をのせ、白銀に輝く髪を優しく撫なでる。

　ずっと無表情だった剣精霊の瞳が、かすかに揺れた。

「──私も同じです、マスター」

「……うん？」

　と、少女は訊きき返す。

「私も、私がどこから来て、どこから生まれたのか、知りません」

「そう──」

　精霊は、この世界とは別の場所から来ると、そんなことを聞いたことがある。人間たちの祈りや願いが元素の結晶となり、その世界で精霊として生まれ変わるのだと──

　……エストは、ほかの精霊たちとは、違うのだろうか？

「それじゃあ、私と同じだね、エスト」

「──はい、マスター」




　──それは、在りし日の〈聖女〉と〈聖剣〉の夢だった。






あとがき









　──私はずっと、いつまでも、カミトの〈契約精霊〉です。




　こんにちは、志し瑞みず祐ゆうです。大変お待たせいたしました。精霊使いの剣舞一七巻『魔王都市の女王』をお届けします！

　砂漠に姿を消したサラディア王女を追って、〈砂航船サンド・シツプ〉に乗り込んだカミトたち。その先に待ち受けていたのは、千年前に滅びたはずの〈魔王の都〉だった──!?

　そんなわけで、今回は、これまでたびたび名前の登場してきた、伝説の魔王〈スライマン〉を中心としたお話です。彼が魔王になった真相、そして、その歴史の裏で暗躍した、ある存在のことが明かされます。

　シリーズもあと三冊で完結ということで、物語も核心に近付いてきました。枢すう機き卿きようミレニア・サンクトゥスの正体、空位だった精霊王、カミトの見た〈天使〉の軍勢、闇精霊レスティアが生み出された理由、七千年前に〈精霊戦争〉が引き起こされた本当の理由──。数々の謎が明かされるラストまで、一気に突っ走りますので、どうか最後までお付き合いくださると嬉しいです！

　さて、一七巻にもなると、さすがにストーリーを追うのが大変、細かいところは忘れてしまった、という方も多いと思います。そこで編集部様に、簡単なストーリーや設定、キャラクター紹介などを載せたスペシャルブックを作っていただきました。ライトノベルを扱っている書店さんなどで配布しておりますので、ぜひお手にとってみてください。




　恒例の謝辞とご報告です。仁に村むら先生がご多忙ということで、今回より、イラストのほうを〆しめ[image: ]さばコハダ先生にお願いすることとなりました。『星刻の竜騎士ドラグナー』や『聖樹の国の禁呪使い』などでご活躍されているイラストレーター様です。表紙のエスト、口絵のクレアたち、めちゃくちゃ可愛かわいいですね！　本当にありがとうございました！

　担当編集様、校正者様、デザイナー様、いつもお世話になっております。

　そして、長い期間、待ち続けてくださった読者の皆様、諸般の事情でお待たせしてしまい、大変申し訳ありませんでした。次の一八巻は早めにお届けできると思います。




　そして、最後に大発表です。

　なんと、『精霊使いの剣舞』が、オーディオドラマになります！

　詳細はまだ発表できないのですが、シナリオは書き下ろしになる予定です。アニメのキャストさんに、また剣舞のキャラを演じていただける、魂を吹き込んでもらえるということで、とても楽しみです。どうかご期待ください！

　そんなわけで、次は第一八巻、『帝都奪還（仮）』でお会いしましょう！





二〇一八年一月　志し瑞みず祐ゆう






　※追記。遅ればせながら、ツイッターをはじめました。剣舞の情報なども呟つぶやいていますので、よかったらフォローしてくださいませ。
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　著者

　志瑞祐（しみず・ゆう）

　　[image: ]きゃわたん！　きゃわたん！

　　今回もお待たせしてしまい、大変申し訳ありません……！

　　17巻よりイラストを〆[image: ]コハダ先生にお願いすることになりました。僕の大好きな『星刻の竜騎士』シリーズの挿絵などでご活躍されているイラストレーター様です。

　　エストちゃんマジ聖剣。




　　そしてそして、このたび『精霊使いの剣舞』のオーディオドラマ化が発表されました！　どんなお話になるのかはまだ内緒ですが、キャストさんたちの素晴らしい演技がまた聴けると思うと、僕もとても楽しみです！　ひゃん！




　イラストレーター

　〆[image: ]コハダ（しめさば・こはだ）

　　インドア派のイラストレーター、〆[image: ]コハダです。

　　好きなものはゲーム、漫画、可愛い女の子。

　　将来の夢は出世魚になること。

　　ＨＰ「ぐずぐず帝国」

　　http://kohadax.jugem.jp/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／〆[image: ]コハダ

　　装丁／ムシカゴグラフィクス











精霊使いの剣舞ブレイドダンス17




魔王都市の女王








志瑞祐





ＭＦ文庫Ｊ





2018年2月25日　発行





©Yu Shimizu 2018





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ＭＦ文庫Ｊ『精霊使いの剣舞17　魔王都市の女王』

2018年2月25日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





メディアファクトリー　カスタマーサポート

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）










本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/kuchie-004.jpg





item/image/kuchie-005.jpg
@11 FRINIHHRS e mo,
wilE RRORE 8

BEE RSN - 8

QAN Wi BHOR -
TS

“%/ R QU e
i ®YHE RHSE - g
R BHBROM e z

Contents

BRE 2—DH-DPRARR o F
IS
B | [<CTEE oo S
I”_LD|d ....... m





item/image/kuchie-002.jpg





item/image/kuchie-003.jpg
BERSH OSSRk






item/image/kuchie-001.jpg





item/image/p061.jpg
\\‘\





item/image/cover.jpg





item/image/p175.jpg





item/image/p229.jpg





item/image/p021.jpg





item/image/p189.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		Contents



		プロローグ



		第一章　エストの夢



		第二章　消えた王女



		第三章　赤死の砂漠



		第四章　墳墓の守護者



		第五章　魔王の都



		第六章　謎の商人



		第七章　魔王の墳墓



		第八章　魔王都市の女王



		第九章　ルーリエ・リザルディア



		第十章　二人の剣舞姫



		エピローグ



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/midashi09.jpg
S=E R TS ™





item/image/p037.jpg
w [ !

§)
| . a §
’" M D Y 4(/4 R






item/image/midashi12.jpg
q{/otﬁld





item/image/p075.jpg





item/image/midashi11.jpg
T NN A S =|> /R =





item/image/midashi10.jpg
oSN R - T = N\ N





item/image/p155.jpg





item/image/p010-011.jpg
N L/
NET

Ve WY T

27

Y4

V2V Ved






item/image/midashi08.jpg
SR W W S S W





item/image/midashi07.jpg
R





item/image/midashi06.jpg
S MW S =





item/image/midashi05.jpg
SaEE TN S ' W w





item/image/p247.jpg





item/image/midashi04.jpg
SRR

|

2D S
=

~ae
=





item/image/midashi03.jpg
A S OW N v





item/image/midashi02.jpg
BN A AYX S ™





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/midashi01.jpg
q//aﬂ|‘.ﬂ





item/image/p163.jpg





item/image/gaiji-0001.png





item/image/p288.jpg
http://imfe. ]pls'el





item/image/p289.jpg
BUBELTOE. SIS,

TEFALS . AIFANKTY, ek ol
ZRlORRZECORBE 1 7 B D L grh-t?
| 15 A PERHGEET

i EicEYELE.

|| HHDLEEELERATA D

Beid AN A WA ED
R R Gy (B NO LT 3 Tl I
BtbhﬁbﬁmLkaiLt
Sl B,

AL Bz LES,
TUNCTEES 5.9 220!
weireTHIT 4

N TcLiz!






item/image/gaiji-0002.png





item/image/gaiji-0003.png
{5





